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ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ





　オレンジ１より、定時外報告。

　ランクＡａａ、最重点地域、夷い皇おう島じまに関する包ほう括かつ的レポート。



　位置：‥マリアナ諸島南端部。日本政府によるアメリカ統治領の借り上げによってできた都市学園。島内に、夷皇島学園中等部、高等部、大学、大学院が存在し、生徒、教職員はすべて島内で生活。生活のすべてが日本本土からの輸送、あるいは自給自足に頼っている。人口約一万人。

　高度に自治権の発達した同学園では、生徒会が権勢をふるい、ほとんどすべての事項は、教員組合ではなく、生徒会、とくに高等部生徒会の意向によって決定される。生徒会長は、有う楽らく町ちようリオナ。同副会長に高たか田だ黎れい。風紀委員会と呼ばれる実行部隊も存在し、同委員長に巣す鴨がもめぐみがいる。



　７月20日、島の北東部に位置する丘陵きゆうりようの地雷原清掃作業中に、偶然、旧日本軍の地下研究施設が発見される。この事故で、中に安置されていた女性型アンドロイド〈キ―５５０〉が起動する。〈キ―５５０〉は以後、発見者、市いちヶが谷や馨けい一いちの預かりとなり、夏なつ岡おか橘きつ子こ（以降、きっ子）と名づけられる。

〈キ―５５０〉についての考察。

　身長百五十センチ。

　外見は十三歳程度の日本人女子。色白。

　知能、体力は平均的中、高校生レベルだが、訓練、修得によってかなりのポテンシャルを発揮するもよう。

　武装は片手に過粒子ビーム砲×１、片手に擲てき弾発射筒×１。

　戦闘モード時には背中から四枚の金属翅しが展帳し、瞬間的な飛行能力を有する。しかし長時間の飛行は無理と見られ、一種の跳躍ちようやくに近いと思われる。

　もともと猫の脳細胞から培ばい養ようしたバイオコンピュータを搭とう載さいしているため、行動のところどころに猫の名残がある。

　きっ子は市ヶ谷馨一と協力者の手によって、高等部一年に編入される。

　発明部、華道部に所属。

　華道部は代表的文化部であり、部長、田た町まち由ゆ佳か里りは大きな人望を持つ。副部長、上うえ野の響き織よう子こ。部員に大おお崎さきゆひなど。

　発明部は市ヶ谷馨一が所属。部長、九く品ほん仏ぶつ広ひろ美み（男子）。副部長、流ながれ山やま浩こう一いち郎ろう。



　７月29日、船舶によって接せつ岸がんした数名の特殊部隊が上陸。同部隊の明確な目的については情報不明確。部隊は地下研究所跡の確保へ向かうも、不ふ慮りよの戦闘が発生。

　学園の生徒会、華道部、発明部、数十名の生徒が結果的に戦闘に参加し、多くの負傷者が出る激しいものとなった。最終的に、きっ子によって、部隊の重装備のすべてが失われた。隊員も負傷。しかしきっ子も大破、機能喪そう失しつ。



　10月30日、夷い皇おう島じま学園高等部へ交換留学生が到着。

　ヘンシェル＝バイエルライン・シュバルツバルト。オーストリア人とされたが、じつは特Ａ機関の女性型アンドロイドである。なお、特Ａ機関は、一般的にはネオ・ナチ、“〝真紅の十字”〟を指す。

　ヘンシェルの特徴。

　外見は白人女性、十六～七歳。身長百七十センチ。髪、長く、ブロンド。瞳ひとみ、碧みどり。

　知力、体力、きわめて優秀。つねに細身の剣を携帯。

　内蔵の加速装置によってコンマ１～５秒程度の間、時速数百キロにまで行動速度を高めることができる。戦闘モード時は背中の翼つばさを展帳し、数十分もの飛行が可能と思われる。

　その後の調査により、ヘンシェルには鷲わしの脳から培養された細胞が生体バイオコンピュータに組み込まれていることが判明。これによって、高速行動の制御が可能となっている。また、高速時の視力、動作の精密性も非常に高まっている。

　ヘンシェルは特Ａ機関によって学園の内偵に送り込まれたが、その際、大破したきっ子から取り出されたデータの一部をコピーされていた。後のちに明らかになるが、きっ子のデータには一種のコンピュータウイルスが付加されており、これが基本設計Ｐ．２２２５型アンドロイドの生体バイオコンピュータに達すると、自由連想プログラムを大幅に拡張し、自我や感情が形成される。

　一方、特Ａ機関は日本政府の下部組織を装い、夷い皇おう島じまへ大型船舶で入港している。

　特Ａ機関の目的は日本軍の研究設備ときっ子同型アンドロイドのスペアパーツの確保。船内へ搬入されたアンドロイドのパーツは、特Ａ機関アンドロイド開発責任者、ドクトル・メレンゲの手によって組み立てが行われた。

　しかし学園の生徒の一部、華道部と発明部によって新しいきっ子が奪われる。

　特Ａ機関はきっ子を取り戻すためにヘンシェルと同型のアンドロイド、ドルニエを投入。ドルニエにはきっ子データはインストールされず、感情形成はなかったもよう。ドルニエはきっ子の奪だつ回かいまであと一歩と迫ったが、ヘンシェルによって撃破された。ヘンシェルは自分の中に生じた自我に従い、市いちヶが谷や馨けい一いちや学園の生徒たちのために戦ったと思われる。

　なお、新しいきっ子にも校医・荒あら僚りよ冶うじによって事前にウイルスがコピーされており、ドルニエとの戦闘中に自我を取り戻している。

　現在、夷皇島にはきっ子、ヘンシェルの二体のアンドロイドが存在。

　その戦闘力はゆうに戦車一個中隊、戦闘機一個飛行中隊に匹敵する。

　このまま放置することは非常な危険が伴うものと判断する。

　また、夷皇島に残された潜在的危険も継続的に存在する。

　特Ａ機関の上陸の理由もまた、これに関かかわっている。この件についてはいまだ調査中。目的物の特定を急ぐべく活動を継続。しかし困難が予想されるため、援助を検討されたい。繰り返すが、活動の継続には援助が必要。

　定時連絡はまた三日後の予定。



    

  
    
      


１　二人だけの海



「へーか！　あさでありますー」

「ケーイチ、朝だぞ、起きぬのか」

「……ん、んー……もう少し、寝る……はっ！」

　発明部の部室二階。不ふ穏おんな空気と、浴あびせかけるようなプレッシャーに眠気が吹き飛んだ市いちヶが谷や馨けい一いちが目を開けると、そこに見えたのは天井の羽目板ではなく、肌も触れんばかりに見下ろすきっ子とヘンシェル、二人の美少女の顔だった。

「へーか、おきたでありますか。さあ、きがえるであります」

「ケーイチ、正確にはあと十五分間の余裕がある。私と添そい寝するなら、あとでそなたの着替えを手伝おう。それでちょうど計算が合うはずだ」

「だめです。へーかはもうおきるであります。へーかはいつもあさはていけつあつぎみでうごきがのろいでありますし、はをみがくときに、うげー、ってなったりするから、よゆうをみたほうがいいであります」

「そんなこと、私が責任を持ってさせるから、心配は無用だ。さ、もう十四分しかない。こうして……」

　ヘンシェルが布団の中へ滑り込んでくる。

「あー、ずるいでありますー！　へーかはきっこがくっついていたいのにー！」

　すかさずきっ子も布団へ頭からもぐり込む。狭い布団に三人が入り込めば、それはもう布団というより満員電車のようである。

「うわ、なんだよ、これって、ちょっと、ダメだよ！」

　これで寝ていられるなら、拷問されながらでも眠れる剛ごうの者だろう。しかし馨一にそんな図太い神経があるわけもない。たちまちいたたまれなくなって布団から飛び出した。いや、飛び出そうとするところを、二人に抱きつかれ、引き戻された。

「なぜ起きようとする。まだ時間はあると言っておろう！」

「へーかはきっことねむねむするですー！　おきたらダメでありますー！」

　これではさっきとまるで正反対である。

　起きようとする馨一の脚にきっ子がしがみつき、背中からはヘンシェルが抱きついている。屈強なプロレスラーでも脱出は不可能だ。

「なんだよ、さっきは起きろって言ってたくせに。もう起きるよ！　起きるから、わかったから！」

　馨一が叫ぶが、事態はいっこうに好転の兆きざしを見せない。

「だめでありますー！　もっとねるでありますー！」

「ええい、起きろと言うときに起きず、寝ろと言うときに寝ない。ケーイチ！　そなた、もう少し素直にならぬか！」

　メチャクチャな論理である。

「そんなこと、無理だよ！　だいたい、先輩たちはどうしたんだよ！　九く品ほん仏ぶつ部長！　流山ながれやま先輩！」

　いつもなら馨けい一いちはこの発明部の部室二階で、九品仏、流山たちと川の字になって寝ているはずだった。両脇わきにいる二人が、この騒さわぎに気づかないはずはない。

「心配せずともよい。二人なら、庭の東あずま屋やでゆっくり眠ってもらっている」

「きっことへんしぇるで、おふとんはこんだでありますー」

　こんなところだけは、協力するらしい。それにしても、眠ったまま運ばれて気づかないとは。さすが寝相も寝癖も最悪の二人だけはある。

「だーっ！　もういい！　起きると言ったら起きる！」

　ついに意を決して、馨一は強引に起き上がろうとした。しがみつくきっ子とヘンシェルを少々力任せに振りほどく。振りほどく……はずが振りほどけなかった。しかしもう無理な姿勢で立ち上がってしまっている。バランスを失った。

　どおっ！

　三人で倒れた。

「ッアゥ！」

「きゃっ！」

　たまたま、馨一の背中の方にいたヘンシェルが下敷きになった。あわてて馨一は飛び退のき、ヘンシェルを気遣った。

　苦痛のせいか、ヘンシェルは顔をしかめている。

「ヘンシェル、大丈夫？　痛くない？」

「ケーイチ……」

　かぼそい声でなにかつぶやくヘンシェル。

「え？」

　その言葉を聞き取ろうと、馨一は顔を近づけた。もうヘンシェルとの距離は十センチもない。

「……ン……」

　ヘンシェルはしかし、目を閉じたまま頬ほおを染め、唇をつと尖とがらせた。それはまさしく、キスを待つ乙女の表情……。

「だめだめだめだめー！　だめでありますー！」

　しかしきっ子がそれを許すはずもない。たちまち二人の間に身を挺して割って入る。

「なんだきっ子、よいところなのに、私とケーイチの邪じや魔まをするな！」

「もー、ずるいでありますー、へんしぇるはー！　ひどいですー！　きっこ、ゆるさないでありますー！」

「こちらこそ、邪魔立てすると許さぬ！」

　たちまち、ヘンシェルは傍かたわらの剣を引き寄せ、その柄つかに手をかける。きっ子は両腕を前に掲かかげ、過粒子ビーム砲の発射態勢に入った。

「こらー！　やめろー！　きっ子もヘンシェルも！　二人とも、いい加減にしろー！」

　ドオ～ン!!　ガラガラガシャ～ン!!

　朝まだ早い、発明部の部室にとどろき渡った大音響は、広大な日本庭園を挟はさんだとなり、華道部御ご殿てんでも聞こえたという。

「あーあ、市いちヶが谷やくん、またやってる……」

　同級生の大おお崎さきゆひがため息をもらした。

「市ヶ谷さん、朝からお元気ですね」

　そう言って微笑ほほえむのは華道部の部長、田た町まち由ゆ佳か里りだ。

「市ヶ谷馨けい一いち、いっそのこと、やるところまでやってみたら、いいのじゃない？」

　無責任に言ってのけるのは、副部長の上うえ野の響織子きようこだ。長い髪を無造作にかきあげた。

　華道部の部室は一般に華道部御殿と呼ばれている。



    

  
    
      



    

  
    
      　本来は儀ぎ典てん用に作られた寝しん殿でん造づくりの日本家屋なのだが、その維持管理を華道部が行うことと引き換えに、部員の居住が許されているのである。そして本来、華道部御殿の物置だったものに手を加えて人が住めるようにしたのが、発明部の部室だ。部室のない発明部に、由佳里が提供したものである。だいたいにおいて、きっ子もヘンシェルも華道部御殿で寝起きしているはずなのだが……。

　そして美しく整えられた日本庭園の中に、ひっそりとたたずむ侘わびの東あずま屋やでは、無造作に敷かれた布団の中で、九く品ほん仏ぶつと流山ながれやまの二人が目を覚まそうとしていた。

「……なんだかきれいな景色ですなァ、部長」

「……」

「鳥もさえずってますなァ、部長」

「……」

「いいところだァ……オレたち、まさか……」

「……生きてる……」

　寝ぼけながら、二人とも事態の重大さがまだ理解できていないようだった。そのほうがいい、ともいえるのだが。

　　　＊　＊　＊

　ヘンシェルが夷い皇おう島じまに住むようになり、きっ子が戻ってきてから、ようやく三ヶ月が経たとうとしていた。

　夷皇島には表面上、平へい穏おんな日々が続いていた。

　きっ子は夷皇島学園高等部に復学し、ヘンシェルは留学生として居残ることになった。どちらも華道部と発明部に所属し、華道部の御ご殿てんで寝起きしている。

　驚いたのは、二人のために校医の荒あら僚りよ冶うじが率先して水素の補給システムを作ってくれたことだった。

　ヘンシェルもきっ子も、燃料電池が作り出す電力で動いている。食事はとらず、水も基本的に必要ない。酸素を空気中から分離して取り入れ、水素と結合させてエネルギーを取り出す。この工程に水素は不可欠だった。

「きっ子とヘンシェルがいなかったら、俺おれたちの命は何回なくなってたかわからねえんだからな。このくらいの恩返しをしたって、罰は当たらないだろうよ」

　タバコをやめたせいで、禁煙パイプがトレードマークになってしまった僚冶はそう言って口の端で笑った。

「すごい、ケーイチ……。これが……」

　ヘンシェルが目を見張った。

「ああ、そうだよ。これで、きっ子もヘンシェルも、エネルギーの補給は問題ないはずなんだ。あとは定期的に荒先生に見てもらえば、きっと大丈夫さ」

　そう。水素補給装置のシステム作りを手伝ったのは、もちろん九く品ほん仏ぶつら発明部の面々だったのである。

「ありがとうございますであります。あらせんせい。くほんぶつぶちょうも、ながれやまこういちろうも。きっこ、とてもうれしいでありますー」

「あ、ありがとう。その……感謝する」

「礼なら、市いちヶが谷やに言ったほうがいいぞォ。このシステムを作るのに、いちばんがんばったのは市ヶ谷なんだからなァ。ねえ、部長」

　流山ながれやまの言葉に、九品仏が無言で何度も頷うなずく。

「ケーイチ、そなた……」

「ああ、本当だ。市いちヶが谷やのやつが、最初にきっ子が眠ってた研究所跡に残っていたシステムを研究して作ったんだ。ネオ・ナチのやつらが運び残した、壊れた装置を参考にしてな、市ヶ谷が設計した。組み立てだって、率先して毎日やってたんだ。俺おれは部品調達やら、そのへんに融ゆう通づうを利かせただけさ」

　僚りよ冶うじが言うと、きっ子は大きな目で馨けい一いちを見上げて、

「へーか、きっことへんしぇるのために、つくってくれたでありますか？」

「うん。みんなが手伝ってくれたおかげさ。現代の部品で作ったら、ずっとコンパクトで安全なものができたんだよ。コストもかからなかった」

　きっ子は馨一の学生ズボンをつかんでいた。頭や肩を馨一の身体からだに擦すり付けている。きっ子がうれしいときにする仕草だった。

　システムは、最初にきっ子がいた水すい槽そうのようなものだった。

　直径が一メートルはあろうかという円筒形のガラスチューブ。中にはきっ子やヘンシェルがすっぽり入ることができる。その中に液体水素を満たし、少しずつ循環させながら数時間身体を浸すことで、体表面から水素を取り込むことができるのだった。

　僚冶の検査でわかったことだが、ヘンシェルはもちろん、きっ子も、ネオ・ナチの科学力で最新式の構造に改良されていた。もう物騒な純水素タンクなどは体内になく、体内の水素吸蔵合金に水素を蓄えるのだ。

「一週間に一度、ここでこのタンクに入って水素を補給すれば、もう大丈夫だ」

　僚冶の言葉に、流山ながれやまが頷うなずいた。

「このシステムさえあれば、きっ子ちゃんもヘンシェル嬢も、ずーっと生きられるわけだァ！　いやァ、ホントによかったなァ。オレはうれしい！　ねえ、部長！」

　感激屋の流山はもう涙を流している。振り返ると、九く品ほん仏ぶつも天を仰いだまま、男泣きしていた。

「ありがとう、その、なんと礼を言っていいのか。私たちのために……でも……」

　ヘンシェルは感謝の言葉を惜しまなかったが、その笑顔はどこか寂しげに曇っていた。

「ヘンシェル……？」

　気づいた馨一がなにか言おうとするのを察知したように、ヘンシェルはパッと表情を変えた。明るく微笑ほほえむ。

「ケーイチ。ダンケ　シェーン……」

　　　＊　＊　＊

「なんでこの学園にアンドロイドが二人もいるのよ！　それも、二人とも華道部で、発明部じゃなくて!?　なにかおかしい、絶対間違っていてよ！」

　生徒会の執務室でこう叫ぶのは、生徒会長の有う楽らく町ちようリオナだった。

　学生自治が行き着くところまでいったあげく、生徒会長独裁にまで達した夷い皇おう島じま学園で、リオナは最高の権限を持つ全権生徒会長だった。デザインは一見同じだが、特別あつらえのセーラー服には、全権生徒会長を表す豪華なブローチが輝いている。

「そこなんですリオナさまー。このままだとどんどん田た町まち由ゆ佳か里りが有名になって、まずいと思うんですー。だって、アンドロイドまで部員にいるってわかったら、私だってすごいなー、って思うしー。それで、由佳里が来期の生徒会長選に立候補とかしてきたらー」

「してきたら、どうだというの、めぐみ！」

　だらだらとまとまりの悪い意見をリオナの強い口調で返されたのは、生徒会風紀委員会の委員長、巣す鴨がもめぐみだ。

「……苦戦するかもね」

　めぐみの代わりに小さく一言だけ言うのは、副会長の高たか田だ黎れいだった。リオナの背後で、モバイルコンピュータから顔も上げない。

「わたくしが苦戦ですって!?　黎、それはどういうこと？　このわたくしが選挙で負けるとでも!?」

　リオナは豪華にウエーブした金髪を翻ひるがえして振り返った。眉まゆが尖とがっている。彫りの深い顔立ち。北欧系とのハーフと噂うわさされるリオナは、肌の色も瞳ひとみの色も日本人離れしている。十七歳とは思えないほどメリハリのあるプロポーションもそうだった。

「最近のネット人気投票の結果。裏サイトみたいなのでやってる」

　黎はモバイルのモニターをリオナが見えるように反対に向けて突き出して見せた。

「なに、そんなくだらない。どうせ文化系男子の、暇つぶしのお遊びでしょう。なんですって……えええーっ！」

　モニターには棒グラフで多くの女子生徒の名前と投票結果が表示されている。それによると……。

「ええとー、一位は、田町由佳里ですよ、リオナさまー！　二位は、アンドロイドのヘンシェル、三位が夏なつ岡おか橘きつ子こって、あのきっ子ぉ？　えええー、あたし、あたしはー」

　急いで画面をスクロールさせるめぐみに、リオナが机の上のペン立てを投げつけた。中のボールペンが見事にめぐみのそばかすの散った顔にヒットする。

「きゃあ！」

「バカ！　なんでおまえの投票結果を見なくちゃいけないのよ！」

「……三十七位」

　代わりに黎が答えた。どうやら事前にすべてチェックしていたらしい。

「私が五位。リオナは……」

「わたくしは！　いったい何位なの？　いいわ、もう四位でも！　この際……」

「十七位」

「えええー！」

　今度こそ、リオナの悲鳴が執務室にこだました。

「すごい、リオナさまー、あたしより二十位も上で……きゃん！」

　ペーパーウエイトがもう少しで当たるところだった。

「なんでわたくしがおまえと比較されなくてはならないの！　十七位って、十七位って……どういうこと！　田た町まち由ゆ佳か里りにも、アンドロイドにも、それから、大おお崎さきゆひ？　上うえ野の響き織よう子こって、みんな華道部の……」

「そう。華道部がほとんど上位を独占してる。私の五位が最高」

「その五位って、黎れい、なんであなたが……ま、まあ、いいわ。生徒会の面目を保ったともいえてよ。そ、それにしても、なぜわたくしが十七位なのかしら。わかったわ！　なにかこれ、偏かたよった投票ね！　眼鏡の似合う女子ベストテンとか、パソコンの似合う女性とか、そういう類たぐいのものね！」

　もうリオナは怒りのあまり声が震えている。

「ううん。毎月集計されるネット投票」

「わかったわ！　組織票ね！　同じ人間が何度も毎日投票しているのよ！　なんて姑こ息そくなのかしら！」

「ううん。投票者のサーバーをチェックして二重投票排除するシステムだから」

「あ、だから、生徒会の組織票が効かないんですねー！　あー、ごめんなさーい！」

　とうとうリオナが生のげんこつを振り上げたところで、黎がポツリ、と決定的なことを口にした。

「だから、このままだと、選挙に負ける」

　その一言で、執務室の温度が五度くらい下がったようだった。冷たい空気が、音を立てて通り過ぎる。

「ゆ、許せない……許せなくてよ！　このままわたくしたち高等部生徒会が、そのまま大学へ行っても、大学院へ行っても、この学園を統治するはずなのに！　そのためには、来年の生徒会選挙は絶対に絶対に勝たなくてはならないのに！　なんで……どうしてこんなことになったのよー！」

「あのー」

「なに、めぐみ！」

「きゃあ、怒らないでくださいー、リオナさまー。やっぱり、あのー、アンドロイドが二人も華道部に入ったのが、原因じゃないかと思うんですー」

「そんなことで!?　それに、一般の生徒たちは、ヘンシェルやきっ子のことをアンドロイドとは知らないはずじゃなくて！」

「でも、噂うわさが流れてる。ネットでは超能力者だとか、ニュータイプだとか……」

　人の口に戸は建てられない。

　最初の特殊部隊の襲撃。そして、ネオ・ナチの調査船でのことやドルニエとの戦いまでが、いまではいろんな形で漏もれ伝わっていた。

　しかも伝わるうちに尾ひれがつき、とんでもない話になっているらしい。いわく、きっ子がリオナを助けたらしい、とか、ヘンシェルがリオナとタイマン勝負して、リオナが惨ざん敗ぱいした、などである。

　しかし、そんな誇張された話の中にあって、変わらないのが、由佳里がつねに冷静にみんなを導いていた、というくだりだった。これはあながち、誇張でも間違いでもない。そんなところから、由ゆ佳か里りの人望がますます高まったとしても不思議ではなかった。

「リオナさまー、こうなったら、ヘンシェルやきっ子がアンドロイドだって、みんなにバラしちゃって……」

「それはダメよ！」

　めぐみの提案に、しかしリオナははっきりと否定した。

「で、でもー、リオナさまは、アンドロイドの秘密を高く売って大儲もうけ、って……」

「バカ！　それはわたくしたち生徒会が、アンドロイドの情報を完全にコントロールしている場合の話だわ。いい？　この島に、そんなアンドロイドが二人もいると知れてごらんなさい。たちまち世界中からジャーナリストだの、研究機関だの、企業だのが殺到してきてよ！　それだけじゃない、某国の諜報ちようほう部だの国防省だのが乗り出してこないとも限らないわ！　そうなったら、この島の、わたくしたちの自治権自体があやうくなるのよ！」

　確かにそうだった。

　リオナたち生徒会の権力も、この夷い皇おう島じまの平へい穏おんな日常という前提があってこそのもの。そこに非常事態が発生すれば、あらゆる介入を招まねく恐れがある。そこに、リオナたちの居場所はない。

　リオナが僚りよ冶うじの提案を飲んだのも、じつはこうした背景があるからだった。

　ヘンシェルときっ子の水素補給システムを作るための部品の調達。本来ならば、そんな金と手間のかかることをリオナが承知するはずがない。それが実現したのは、二人のアンドロイドの存在を秘ひ匿とくしておきたい、というリオナの立場を僚冶が衝ついたものだったのだ。

「はぁ～、じゃあ、やっぱり、ウチにもアンドロイドがいないとダメですね～」

「はぁ、って、なんでそうなるのよ！　なんで……あっ」

「……それ、いいかも」

　ヤケクソのようなめぐみの言葉に、リオナは一瞬、閃ひらめくものを感じた。黎れいも同じことを思ったのだろう。顔を見合わせる。

　しかし一分後には、またどうしようもない諦あきらめの心境が襲ってきていた。

「やっぱり、ダメですねー。ヘンシェルが生徒会に来るわけないしー、きっ子だって、もうー」

「そうよねえ。そう、そう。はあぁー……」

「……」

　　　＊　＊　＊

「だいたいにおいて、今日、日曜日じゃないかあ。もおぅ……」

　馨けい一いちは眠たい目を擦こすり、あくびをこらえながら歩いていた。

　学生街の大通り。やたらと活気だけはある街である。

　大通りと言っても、基本的にクルマが通らないので路ろ地じのようだ。路みちの両脇わきには露店が所狭しと軒を並べ、食べ物、雑貨から怪しげな物まで、なんでも売られている。しかも売っている側も学生。つまりここは、学生がやっている店が集まった街、それで学生街と呼ばれているのだ。

　生徒たちには毎月学園側から決まった額のチケットが支給される。チケットとは、夷い皇おう島じま学園だけで使用できる通貨のようなものだ。学生は日々の食事から衣類、趣味娯楽の類たぐいまで、チケットでまかなうことになっている。このチケットをより多く獲得しようと始まったのが学生ビジネスで、いまでは学校にも行かずに店にばかりかまけている者も多い。

「だから言ったのだ。せっかくの休みなのだから、早く起きろ、とな」

「でもきっこはへーかともっとねていてもよかったでありますー」

「いや、あの、だから、休みの日だからって、四六時中ずっといっしょにいなくてもいいと思うんだけど……」

「却下！」

「だめでありますー！」

「はぁ、やっぱり」

　かくいう馨けい一いちの状態といえば、左側にヘンシェルが腕を絡からませ、右側できっ子が手を繋つないでいる。もう、なにがなんだかわからない状態だった。生徒会の風紀委員会に見つかったら、明らかに男女交際違反の現行犯で即懲罰ちようばつ房行きは間違いない。

「それに、買い物に行くと言ったのはケーイチではないか」

「いや、確かに言ったけど。それは先輩たちに頼まれて、発明部で使う備品や材料を買いに来たわけでさ」

　ヘンシェルは必ず馨一の左側に位置を占めるように歩く。左の腰に細身の剣を吊つっているせいで、そちら側を自由にしておく必要があるためだった。しかし右腕をいつも馨一の腕に絡めていては、意味がないような気もするのだが。

「きっこ、ちゃんとにもつはこびするであります。任せてほしいでありますー」

「はあ。まあいいや……」

　思わず深いため息が出た。

「とにかく、買うもの買って、早く帰ろう。ええと、まずは……」

　買い物は早かった。

　なにしろ買う物が偏かたよっているので、あちこちの店を見て歩いたり迷ったりする余地がないのだ。とにかく、あったら即買い、なのである。

「ジェット燃料一ガロン、Ｚ80、十個。四ミリ径ボールベアリング、二十五個、フューエルポンプ、インバーターコンバーター……それにそれに……」

　多種多様な部品、機械類である。それがなんと、たった一軒の店ですべて揃そろってしまうのだから驚きだった。大通りから遠く隔へだたった、ひなびた店がその、“〝フェルキッシャー・ベオバハター”〟だった。どうやら流山ながれやまの行きつけの中古ショップらしい。

「以上ですか？　はい、合計三万四百五十チケット。端数はおまけしますよ。三万チケットでけっこうです」

　店名の入ったエプロンをした、意外とハキハキしゃべる男性店員が会計をしてくれた。

「三万かあ。高いなあ。部費、足りるのかなあ。あ、じゃあ、これ、領収書ください」

　チケットを差し出し、領収書をもらう。

「へーか、りょうしゅうしょ、ってなんでありますか？」

「ちゃんと買った、っていう証明書さ。これをもらわないと、部費として清算できなくなるんだよ。もうすぐ新しい年度になって、部費の予算が決まるから、ちゃんと計上しないと部費がもらえなくなる可能性があるんだ。といっても、うちの発明部は貧乏クラブだからね。あんまり期待してないけど」

「新しい年、か……」

　ヘンシェルがつぶやいた。

「そうだよ。もう少しで春休みだし、それが終わったら新年度だもんなあ。早かったなあ、今年は。もうすぐ二年だよ。きっ子も二年だね。ヘンシェルは、三年になるんだな、ぼくより一つ年上だから」

「きっこ、にねんでありますか？」

「そうだよ。新入生が入ってくるからね。きっ子もお姉さんになるんだから、しっかりしないとダメだよ」

「きっこ、いもうとなのに、おねえさんになるでありますか？　ふしぎでありますー。でもちょっとうれしいでありますー」

「はい、お待ちどうさまです！」

　そのとき、袋づめした商品を店員が手渡してきた。馨けい一いちは礼を言い、いくつもある袋を受け取ると店を出ようとした。

「あ、お客さん。これ！」

「え？」

　忘れ物でもしたかな、と振り返る馨一に、店員がなにやら大きめの箱を差し出した。

「スピードくじですよ。いま、キャンペーン中なんでね。お客さんは三万チケットだから、三回くじ引きができますよ。はい」

「そうかあ、くじ引きか」

「くじびきできるでありますか？」

「くじなら、私が引こう。私は正確な計量が指先でできる。当たりくじが入っていればすぐにわかるはずだ」

　ヘンシェルが自信たっぷりに進み出た。

「でも、これは折ってある紙の中に当たりの印しるしがついているだけだと思うよ」

　スピードくじとはそういうものである。重さは従って、関係ない。

「ならきっこがひくでありますー。きっこ、へーかのためにがんばるであります」

「そうか。でもこれは運だからなあ。三回引けるんだし、公平に三人で一回ずつ引こう」

　噛かんで含めるように言わなくてはならない。とにかくヘンシェルときっ子が言い争ったりしないように、と。

　なんでこんなに気を使わなきゃならないんだ？　馨けい一いちは一瞬思うが、それも身から出たさび、いや、なりゆきなので仕方がないというところか。

「じゃあ、ぼくから引くよ。くじ運悪いんだよなあ。ええと……」

　箱の中に手を突っ込み、多くの紙のくじをかき分ける。

「これだ！」

　根拠などありはしない。一枚のくじをつかむと、引っ張り出した。

「はい、お預かりします」

　馨一の引いたくじを、店員が素早く受け取り、トレーの上に載せた。

「次は私だな。……うん、確かにどれも同じ重さの紙だ。仕方がない。これを……」

「きっこのばんでありますー。うーん、うーん、うーん。これじゃわからないでありますー、もー、えい！」

　三枚のくじがトレーの上に並んだ。端から、馨一、ヘンシェル、きっ子の引いたくじだった。

「では、開封しますね」

　店員がくじを一つ、摘つまみ上げようとする。馨一のくじだった。

「へーかのくじであります。あたってるといいでありますね」

「だと、いいんだけどな」

「だいじょうぶであります。はずれても、きっこのくじがあたってるでありますから」

「当たっているとしたら私のくじだ。確かに質量は同じだったが、紙の微妙な質感と指へのひっかかりを基準に捜してみたから」

「そっか。まあ、何か当たるといいよな」

　つ、疲れる……。たかがくじ引きで、この意地の張り合い。どうすりゃいいんだ、と馨一は思う。思うが、顔は苦笑するくらいしかできないのだった。

「まあまあ、今開けますから、あ！」

　店員がそう言って、くじを手に取ろうとしたときだった。肘ひじが軽くトレーに当たり、大きく跳はねた。

「ああ、すいません！」

　くじがウインドウケースの背後にパラパラと落ちてしまったのだ。

「あー、きっこのくじがー！」

　しかし店員はてきぱきとくじを拾い上げると、三人の目の前で破き始めた。

「大丈夫ですよ。ええと、これは……当たりです！」

「えええ!?」

　驚くきっ子、それにヘンシェルと馨一に、店員は笑ってポケットティッシュを差し出した。

「六等です。次は、これも当たりですよ、五等、ええと、五等は……カンペンケース」

「わー、あたったです、へーか！」

「何か書いてある……魚うお沼ぬま漁業組合……どこかの販促品の流用ではないか」

　確かに当たってはいる。というより、最初から外はずれくじなしなのだった。

「まあ、こんなものだよ」

　馨けい一いちは苦笑しながら帰り支じ度たく、とばかりに重い袋を持ち上げた。と、そこへ店員の声。

「当たり！　当たりです！」

「あはは。きっ子、当たった物、もらっておいで」

　関心を示さずに立ち去ろうとする馨一に、きっ子が何か細長い紙を差し出した。

「さいごのくじが、いちばんつまんなかったでありますー」

「そうか。それ、ローマ座の割引券か何かだろ。こんど見に行こうよ。でもあそこ、ヤクザ映画ばかりやってるからなあ」

　馨一が言ったのは、学生街に一軒しかない映画館のことだった。店主の趣味で、ヤクザ映画かＳＦ映画しかかけない。偏かたよったプログラムのせいで、マニアしか来ないため、いつも閑かん古こ鳥どりが鳴きまくっている。

「ケーイチ、ローマ座というのは温泉も出るのか」

　ヘンシェルが怪け訝げんな顔で尋たずねた。さきほどの紙を見ている。

「いや。まさか。儲もうからない映画館をやめて、健康ランドでもはじめたのかな。ちょっと見せて」

　そう言って馨一がヘンシェルから受け取った紙に書かれていたのは……。

「おめでとうございます！　特等！　温泉ペア宿泊券が当たりました！」

　そう言って、どこから持ってきたのか、手持ちの鈴をかき鳴らす店員。その、ガランガランと響き渡る時ならぬ音に、他ほかの店の学生たちも、何事かと外へ出てきた。

「当たりです！　大当たり～！　温泉宿泊券が当たりました～！」

　そこへ店員の声。回りの学生たちが、当選を引き当てたらしい馨一とヘンシェル、きっ子を囲む。やがて、もわ～、とした拍手が沸わき起こった。

「おめでとー！」

「いいなあ、温泉なんてよー。こんなかわいい子たちと行くんじゃないだろうなー！」

「よ、このスケベ！」

　万バン歳ザイをする者、パンパン、と馨一の肩を叩たたく者。きっ子やヘンシェルを見て驚き、馨一に親指を立ててサインを送る者。笑う者。親指を変なところに入れて突き出す者……。

「あ、どうも、ども、ありがとうございます、はは……」

　馨一もなんとなく会え釈しやくをする。その顔には、限りなく中途半端な笑顔が浮かんでいた。



「温泉の宿泊券が当たったァ!?」

　場所は変わって発明部の部室である。

「ええ、そうらしいんですけど」

　馨けい一いちが差し出した細長い紙、もちろん温泉の宿泊券を、流山ながれやまと九く品ほん仏ぶつは穴が空あくほど見つめていた。

「信じられん。あのマニアックな店がこんな大衆的なサービスをやってるとは。どういう風の吹ふき流ながしだァ？」

「それを言うなら先輩、風の吹き回し、なんじゃあ」

「わーい、おんせん、おんせんでありますー！　へーか、おんせん、ってなんでありますか？」

「きっ子ちゃん、温泉とはだなァ、男女が全裸になって一つの熱ーい液体の中で、あーっ、とか言ったり、汗を滲にじみ出させたり、身体からだを擦こすりあったりするところだァ！」

「ちょっと、先輩！　いい加減なことを言わないでくださいよ。きっ子が本気にするじゃないですか」

「なんだァ、全部本当のことじゃないかァ！」

「ふむ、温泉とは、スパのことだな」

　ヘンシェルは正確に理解していた。あんな説明で理解するのもすごいのだが。

「それに、それにだ！　市いちヶが谷やァ！　きさま、温泉ペア宿泊券が当たったのをいいことに、きっ子ちゃんやヘンシェル嬢と温泉に行こうとしているなァ!?　そうだろう。そうなんだろう！　許せん、絶対に許せん！　今度という今度こそは、死んでも許せんのだァ！　えェ、なんですかァ!?　きっ子ちゃんやヘンシェル嬢と混浴ですかァ!?　せっかくだからお背中ながしましょう、とか、いや、ぼくがやってあげるよ、あ、手が滑った、とか、とかかァァァ！　ムキー!!」

　一気にまくしたてたあげく、流山は興奮のあまり真っ赤になり、口から泡を吹いて倒れる始末。その流山の背中を、九品仏が思い切り平手でどやしつけた。

「うぎッ！」

　今度は反動のあまり前のめりに床に倒れ伏す流山。顔面を血に染めて起き上がる。どうやら正気に戻ったらしい。

「だ、大丈夫ですか、先輩？　確かに、温泉旅行が当たったのはうれしいけど、まだ行くかどうかだって、考えてないんですから。いきなりペア宿泊券だなんて。ペア宿泊券……ペア？」

　そこで馨一はハッ、と気づいた。

　ペア、とは二人組のこと。くじを引いたのは馨一、きっ子、ヘンシェルの三人。となると、誰だれかが行けなくなる？

　ゾーッ、とした。血の気が引いた。そしてそのことに、きっ子もヘンシェルも当然気づいていた。

「へーか！　きっことおんせんいくであります！」

「ケーイチ、私と温泉に行くのだな！　それ以外は認めぬ！」

「へーか！」

「ケーイチ！」

　ゔ～～～、といううなり声とも威い嚇かくの声ともつかぬ音を喉のどから鳴らすきっ子！

　断だん崖がい絶壁からはるか眼下の獲物を見据えるような目で、ガンを飛ばして離さないヘンシェル！

　まさに一触即発という状態の中、馨けい一いちは二人の間に割って入ろうとして、ふと重大なことに思い当たった。

「この温泉旅行の宿泊券、いったい誰だれの引いたくじで当たったんだ？」

　………………

「言われれば、確かにそうだな」

「きっときっこがひいたくじであります。そうだとおもうでありますけどー」

　思わぬ事態にきっ子もヘンシェルも一応矛ほこ先さきを収おさめ、一時休戦となったように見えた。といっても馨一を挟はさんで、お互い一歩も譲らない構えは崩くずさない。

「誰が引いたくじだかわからない、というのはどういうことなんだァ、市いちヶが谷や」

「それがですね、一度みんなで引いたくじを、店員が間違って床に落としてしまって。それで、誰がどのくじを引いたのかわからなくなったんですよ。まさか、こんな賞品が当たるなんて思わなかったから、別にかまわないと思っていたんですが」

「なるほど。それが、ティッシュや何年も前の販促品カンペンケースといっしょに温泉ペア宿泊券が当たっちまったというわけかァ。確かにこれは由々しき問題だな。くじを引いた者が特定できればいいんだがなァ」

「そうなれば、くじを引いた者は自動的に旅行当確。ペアの片割れは、その者に選んでもらえばいいわけだな」

　ヘンシェルの論理だった物言いだった。

「というわけで、ケーイチ、私はそなたをペアに選ぶ！　私とそなたのペアで、温泉旅行決定だ！」

「だめー！　なんでへんしぇるがあたりをひいたことになっているでありますか！　きっこかもしれないであります。きっこはへーかをえらぶでありますのに！」

「当たりは私が引いたに決まっておろう。私なら、くじの紙の微妙な感触の違いまで指先で感じることができる。そうして選んだのだ。当たりを引いたのは私だ」

　微妙に論理的、とも言えるが……。

「そんなの、しょうこがないであります。へーかもそうおもうでありますよね！　へんしぇるはずるいであります！」

「ずるくなどない！　ケーイチと温泉に行くのは、誰がみてもこの私がふさわしいのだ。だから私がい行く！」

　もう論理もなにもあったものではなかった。

　再びネコと鷲わしの睨にらみ合い（そんなものが現実にあるのかどうかはわからないが）になる、というところで、流山ながれやまが声を上げた。

「待ったァ！　こんな不毛な議論をいつまでしていてもしようがないィ！　ここは一つ、穏おん便びんに解決しようじゃないか。誰だれも文句の出ない方法で！」

「なんだ、それは。誰も、文句の出ない？」

「ほうほうでありますか？」

「先輩、そんな方法が、本当にあるんですか？」

「くじ」

　ボソッ、とそれだけ言うと割って入ったのは、九く品ほん仏ぶつだった。

　その手からはこよりのようなくじが数本、はみ出している。

「イヤだ！　そんなくじでなど！　私が外はずれたら、きっ子とケーイチが二人で温泉に行ってしまうではないか！　許せん。断じて！」

　ヘンシェルが腰を浮かせた。手は剣の柄つかにかかっている。

「きっこだってぜったいいやでありますー！　へんしぇるとへーかが、おんせんにいくなんてー！」

　きっ子が両手を突き出し、過粒子ビーム砲の発射態勢に入る。

「やめないか、二人ともー!!」

　馨けい一いちはヘンシェルときっ子の間に、飛び込むように身を割って入らせた。

「なんで仲良くできないんだ。二人とも、この世にたった二人しかいない、その……姉妹じゃないか！」

　馨一の言葉に、二人はつい黙った。戦闘態勢が急速に解除されていく。

「姉妹、か……」

「へんしぇるは、きっこの、おねえさん、であります……」

　ヘンシェルも、きっ子も、もともと第二次世界大戦中のドイツが開発したアンドロイドのテクノロジーを、基本設計として持っているのだ。だからいわばその関係は、ヘンシェルが姉、きっ子が妹、ということになる。

「そうだそうだァ！　兄弟姉妹ゲンカはいけないィ！　ここはだから、公平にくじ引きで決めたほうがいいのだ！　くじのトラブルはくじで解決だァ！」

　流山ながれやまがそう言い、九品仏が再びくじをグッと差し出す。

「わかりました先輩。恨みっこなし、結果に文句は言わない約束で、みんなでくじを引こう。いいよね、ヘンシェル、きっ子」

「わかったであります、へーか。きっこ、わるいこだったであります。へんしぇるとなかよくするでありますから」

　きっ子が言い、ヘンシェルも頷うなずいた。

「確かに、大人気なかったと思う……姉として。反省する。ケーイチ」

「じゃあ決まりだァ！　さァ、早くくじを引いて、きっ子ちゃんも、ヘンシェル嬢も、市いちヶが谷や、おまえもだ」

「は、はい……って、先輩、なんでくじが五本あるんですか？　ぼくときっ子とヘンシェルで、三本じゃあ？　まさか、先輩たちも!?」

「当然だァ！　市いちヶが谷や、よーく考えてみろ。もともとこれは、発明部の備品を買うために、オレが指定した店で買い物をした結果、得られた抽選券なわけだな？　ならば、我々も当然くじ引きに加わり、温泉旅行をゲットする権利があるゥ！」

　流山ながれやまの傍かたわらでは、九く品ほん仏ぶつがくじを差し出したまま、首を縦に激しく振っている。細長い紙を捩よって作られた棒状のくじは、よく見ると確かに五本あった。

「はあぁ？」

　馨けい一いち、ヘンシェル、きっ子は一瞬事態が理解できずに固まった。しかし一分後……。

「だめだめだめー、だめでありますー！」

「そんな理屈、納得できるわけがなかろう！」

「先輩、それはちょっと！」

　考えただけでも萎なえた。そして三人は思わずその光景を頭の中で想像していた。

　たとえば、ヘンシェルと九品仏……。

「いったいどこが楽しいのだ！　あ、いや、部長のことが嫌いだ、などということではないのだが」

「……（涙）」

　たとえば、きっ子と流山……。

「こまるでありますー。ながれやまこういちろうはいいひとでありますけど、おんせんはこまるでありますー！」

「断固支持！　断固支持だァァ!!」

　そして、馨一はと言えば……。

「ぼくと、きっ子かヘンシェルのどっちかが当たれば、絶対に外はずれたほうがむくれる。いや、それだけならいいけど、きっとすごく怒るよ。いや、悲しむかも。ぼくはどうしたらいいんだよ！」

「こんなやり方は認めない。私は認めないぞ、ケーイチ！」

「きっこ、きっことへーかがくじにあたらないといやでありますー！」

「ヘンシェル嬢でもいい、きっ子ちゃんでもいい！　わが青春に杭くいなし！　いや、悔くいなしだァァ！」

「！……！」

　そして阿あ鼻び叫喚きようかんの怒号が飛び交うわずか四畳半の部室に、ついに審判のときがやってきたのはそれから二時間後のことだった。しゃべる言葉も、叫ぶ元気もなくなった五人が、ようやくすべて遺い恨こんナシ、という誓せい約やくのもと、ついにくじを引くことに同意したのだ。

　そしてその結果とは……。

「えええええ―――――!?」



    

  
    
      


２　兄弟舟



　ポンポンポンポン……。

　焼やき玉だまエンジンの牧歌的な響きが胸に染みるようだった。

　青すぎる南の海と空。三月といえば、もう夷い皇おう島じまでは初夏の陽気である。

　暖かい空気をまといながら、温ぬるんだ海面をゆるゆると進んでいく小船。船尾には、舵かじを取る船頭役の、見た目は三十歳はいってそうな学生が一人、あくびをかみ殺している。

　もう四、五十年は使われているのではないかという、年代物を通り越していつでも沈没しそうなその船の真ん中で、馨けい一いちは仰向けに寝そべりながら空を見ていた。

「青いなあ……はぁ～」

　つい、大きなため息が口をついた。

　そして馨一の傍かたわらには……。

「いやァ！　いい天気じゃないか、市いちヶが谷やァ！　ううん、絶好の温泉日和だな。わはは、わはははは！」

　ヤケクソのように笑う声は、もちろん流山ながれやまである。

　くじ引きの結果、温泉旅行が当たったのは、馨一と流山だったのだ。

　この結果に誰だれもが……当選した馨一と流山もが、当とう惑わくした。

「ダメだ、こんな結果、私は認めない！　くじをやり直してほしい！」

「きっこ、はずれたでありますー！　へーかはあたったのに、ひどいでありますー！」

「……（涙）」

　しかし、ここでやり直したりしたら、くじ引きの意味がない。結果に抗議は無用、のルールで始めたのだから、どんな組み合わせでも受け入れるのが当然。当選者が当たりくじを譲ることも、厳禁なのだ。

　というわけで、再び喧々囂々けんけんごうごうの末、馨一と流山という、意味もわけもわからないカップル、いや、ただの二人組が、こうして小船で目的地へ向かっているのだった。

　なぜ温泉へ船などで行かなくてはならないのか……。

　夷皇島の南端沖に、ポツンと浮かぶ小島がある。地図上の名前は小こ皇おう島じま。いままで無人島だと思われてきた、面積一平方キロもない島だった。

　しかし、温泉が湧わき出る、ということがわかると、さっそく目をつけた学生たちが民宿を建て、営業を始めた。まだ営業開始からわずか一ヶ月。商店街の福引賞品なんてものになったのも、この小皇島温泉を広く宣伝するためでもあったらしい。

　小皇島は夷皇島の南端から一キロも離れていない。しかし夷皇島の各学校や寮、それに学生街や港といった設備はすべて島の北側に集中している。言い換えれば、そういった施設のある島の北東部分以外はほとんどが未開のジャングル、前人未到の領域だった。道もないのである。

　噂うわさによると旧日本軍のトーチカや防御陣地などがまだ残っているというその部分には、しかし未処置の地雷もまた多く埋まっているらしい。そのため、誰だれも近づけない。なので馨けい一いちたちは、島の北端にある港から小船に乗り、島を半周するようなコースで小こ皇おう島じまへ向かっていたのである。

「先輩、楽しそうですね」

「……あァ？」

　振り向いた流山ながれやまの顔は、しかし言葉とは裏腹のにごった表情が張り付いていた。

「楽しいわけないだろォ！　オレと、市いちヶが谷や、おまえの二人で温泉なんか行ったって、なんのときめきがあるっていうんだ、あァ!?　いつもの日常とまったく変わらないぞ！　いや、いつもなら部室にはきっ子ちゃんやヘンシェル嬢が来てくれる。退化してるじゃないかァ！　きっ子ちゃんが来る以前の、部室もなくて寮の部屋でゴロゴロしているオレたち、学食で肉の少ないカレー食ってるオレたち！　退屈しのぎにトランプで大貧民やってるオレたち、しかも、三人きりでだァ！　そんな、一年前のオレたちに逆戻りだよォ！」

「そんな、先輩、泣かなくても」

「だああァ！　よく考えろよ市ヶ谷！　これから旅館について、オレたち何するんだ？　さっそく温泉に入るか？　男二人で。それともちょこっとそのへんを散策か？　男二人で。せっかく来たんだから、海で泳ぐか？　男二人で！　寝る前には、布団の中に入っておしゃべりかァ？　男二人でェ？　ダメなんだよォ、男二人きりで温泉旅館に来たって、ちっとも発展性ってもんがないんだよォ！」

「ま、まあ、そうですね」

「だろォ？　これが、きっ子ちゃんやヘンシェル嬢といっしょだったとしたらどうだ。あらゆることがエピソードになり、ドラマになるだろォ？　ちょっとしたハプニングも大歓迎の範疇はんちゆうだ。ところがどうだ。男二人で温泉？　ただの日課の入浴だ。散策？　ただの時間つぶしだ。海水浴？　ただの運動だ。おしゃべり？　とっとと寝るよォ、そんなもん！　むきーッ!!」

　興奮状態が行きすぎたのか、流山は顔を真っ赤にし、歯を食いしばったまま昏こん倒とうした。

「大丈夫ですか！　先輩？　そうだ。水を……」

　馨一は持ってきたリュックサックから水筒を取り出すと、蓋ふたに中身を注いだ。しかし出てきたのは水ではなく、紫色のファンタだった。

「なんだ、これ？　あー、もう。きっ子にやらせたのが間違いだった」

　仕方なく馨一は清涼飲料を流山に差し出す。思い切り炭酸で泡立っていた。

「ファンタグレープですけど、先輩、飲みますか」

「無果汁かァ……」

　それでも流山は温ぬるいファンタを一口飲み、フーッ、と息をついた。

「落ち着きました？　先輩　おかわり、入ります？」

「もらおうか」

　流山ながれやまが差し出す容器に紫色の液体を注ぎながら、馨けい一いちは言った。

「確かに、きっ子やヘンシェルがいたら、それはそれで、楽しいかもしれないけど、たまにはいいじゃないですか。それこそ、昔の発明部みたいで。ぼくと先輩と、九く品ほん仏ぶつ部長しかいなかったころの」

「ああ、否定はせんよ、否定はなァ……」

　もう一杯、ファンタを飲み干すと、流山は憑つき物が落ちたような表情で馨一を見た。

「……なあ、市いちヶが谷や。女のコってのは、いいもんだなァ」

「へ？　……ああ、そうですね。いいものですね」

「オレはいままで十七年間、女子とつきあったことがなかった。いや、もてなかったわけじゃないんだぞ。幼稚園のころは、それなりに口の達者な浩こうちゃんで、女児の人気もけっこう高かったんだ。それがいつごろからかなァ。空想科学ってもんに凝こり始めてから、女のコがうざったくなってなァ」

「先輩は、夷い皇おう島じま学園には……」

「中等部入学だから、市ヶ谷、おまえと同じだよ。九品仏部長は、アア見えても幼稚部入学なんだからなァ」

「そうなんですか、知らなかった」

「だから、この島へ来たくらいのころからだよ。男子と女子ってのは、小学生くらいからお互い意識し始めて、中学生だと意識過剰の固まりだからなァ。女子は空想科学なんてものに興味はないし、そんな連中と我慢して時間をつぶすより、男子の仲間だけで集まってしゃべったり騒さわいだり、何か作ったりしていたほうがメチャクチャ楽しかったから、女子なんてずっと不要だと思ってたんだ。でもなんか、違うんだな。女子ってのはァ」

「そうですね。きっ子やヘンシェルがあんなに身近にいつもいるようになったし。それまでぼくも、女子と話したことなんて、年に何回かしかなかったです。それに、華道部の由ゆ佳か里りさんや響織子きようこさん、ゆひちゃんも……」

　ゆひ、の名前が出たとき、馨一はなぜか少しだけドキッとした。つい言葉が途切れる。しかし流山は気づかなかったようだ。

「なァ、市ヶ谷、おまえこれからどうするつもりだ」

「え、どう、って」

　流山から蓋ふたを受け取って、水筒へ戻す。スクリュー式の蓋をねじ込みながら、馨一は思わず流山を見た。眼鏡の向こうの目が、笑っていなかった。

「わかってるだろう。きっ子ちゃんやヘンシェル嬢のことだ。このままにしておくのか。おまえの気持ちはどうなんだ？」

「それは……」

　返事に詰まった。

「考えてない、わけじゃないですよ。いつも、頭が痛くなるくらい、考えてます。でも、はっきりした答えが出なくて。そのうち、なんだかいつもの騒ぎになっちゃって。昨日みたいな」

「それはわかるがなァ。おまえの正直な気持ちはどうなんだ、市いちヶが谷や。きっ子ちゃんとヘンシェル嬢、いつまでもこのままじゃ、かわいそうだと思わないのか」

「そう、ですね。そういうのもわかるんですけど……きっ子は、ぼくや、みんなの命を助けてくれたんです」

「それを言うなら、ヘンシェル嬢だって、ドルニエの攻撃からオレたちを助けてくれたんだぞ」

「はい」

「きっ子ちゃんもヘンシェル嬢も、悔しいが市ヶ谷、おまえのことがものすごーく好きなんだよ。口惜しいがなァ。その気持ちは本物だ。おまえはそういう、きっ子ちゃんやヘンシェル嬢の気持ちに、どう応えるんだ」

「それは……そんな、無理ですよ。きっ子は、かわいいし、妹みたいで、いつも側そばにいてやりたいし、ヘンシェルは、もっと大人で、ぼく自身も尊敬するような、真っ直すぐで誇り高い女のコだし。どっちかを選ぶとか、身を挺ていしてぼくらを救ってくれた彼女たちに、そんなことはできないと思うんです」

「だからって、今のままでいいのか。きっ子ちゃんやヘンシェル嬢に、いつまでも、蛇の生殺しみたいにして、いいのか？」

「じゃあ、先輩は！　……きっ子かヘンシェルかを選べって、言うんですか？　そんなことをしたら、選ばれなかった方を傷つけてしまうんですよ。そんなこと、もし先輩だったらできるんですか!?」

　徐々に強い口調になって、最後はほとんど叫んでいた。馨けい一いちは自分で気づいて、うつむいた。

「ぼくには、できません……！」

　流山ながれやまは希まれに見るような馨一のそんな態度に、少し黙った。やがて口を開いた。

「……オレに聞くな、市ヶ谷。オレはいままで女のコとつきあったことがない、って、言ったばかりだろうがァ！　オレに聞くのが間違ってる。といって、部長に聞くわけにもいかんしなァ。難しい問題だ。難しすぎる」

「先輩……」

「市ヶ谷、おまえの言うことはわかった。確かにそうだ。きっ子ちゃんや、ヘンシェル嬢のどちらかを選んで、どちらかを不幸にするなんて、オレでも絶対にできん。きっ子ちゃん、いい子だしなァ。ヘンシェル嬢も、ああみえて、けなげでやさしい女性だし……」

「ええ、わかってます。わかってるんですけど」

「ただなァ、外野から見てると、きっ子ちゃんとヘンシェル嬢、二人をなんとか、いいふうにしてやれないかと思うんだァ。それには市ヶ谷、おまえがなんとかしないといかんのだ。オレじゃダメだしな。オレや九く品ほん仏ぶつ部長じゃァ……」

「はい。わかっています……はい」

　馨けい一いちの言葉に、流山ながれやまは少しだけ笑った。

「やっぱり難しいもんだな市いちヶが谷や。オレがさっき、女のコがいるといい、って言ったのは、こう、華やかだったり、やさしい気持ちになったりするのがいいと、そういうことが言いたかったんだが。女のコがいるとまた、こういう別のいろんな問題が起きるんだなァ」

「そうですね」

「オレは最近、ようやくわかったぞ。古今東西、小説でも映画でもマンガでもアニメでも、音楽でもだ、中身は恋愛、恋愛、恋愛、ばっかりだろうォ。まるで恋愛しないと生きていけない、ってくらいだ。そんなことより、空想科学はどうしたァ、科学技術を信奉しろォ！　って言いたかったんだがなァ、ウチの発明部だって、たった二人、女子部員が入っただけでこうなんだ。一般的な世の中ってのは、発明部の何万倍、何億倍も大きいんだからなァ、そりゃァ、男女の恋愛やら問題で、年中手一杯だ」

「ははは、そうかもしれない」

　発明部が世界中に増殖したような気がして、馨一は思わず笑った。つられて流山も笑う。なんとなく二人はそのまま仰向けに倒れこんだ。

　ピントが無限大のせいで、遠近法が効かない空が、大きすぎる天井のように見えた。

　小船は軽快、とまではいかないまでも、順調に小波を蹴け立てて走っている。

　焼やき玉だまエンジンの変わらぬ間抜けな音が、耳に心地よい。

「なァ、市ヶ谷」

「はい」

「一人に一人、っていうふうに、ちゃんと割り当てが決まっていればいいのになァ。きっ子ちゃんかヘンシェル嬢か知らないが、とにかく市ヶ谷にはそうして一人。オレや部長にもそんなふうに、一人ずつ、ってなァ……」

「そうですね。うん。そうですね……」

　近くで飛び魚がポチャ、と跳はね、少し遠くでまたポチャ、と水面にダイブした。

　男二人の温泉旅行は、こんなふうに始まりつつあった。



「……お客さん、着きましたよ」

　船頭の学生に揺り動かされて、馨一は目を覚ました。すぐとなりで、流山が涙を滲にじませながらあくびをし、身体からだを伸び切らせている。

　いつのまにか寝てしまったらしい。

　心地よい船の揺れと暖かな風が、ちょうどいい眠気をもたらしたのだ。

　時計を見ると、午前十一時。

「ふゥーむ。だいたい九時過ぎにオレたちは船に乗ったんだから、約二時間か。夷い皇おう島じまの南北の距離がだいたい十キロだから、このボロ船、三ノットも出ないのか」

「いや、真っ直すぐ針路をとればもう三十分は早いんだけどねえ。ここいらには、ちょっとまずい水域があってね。大きく迂う回かいしなくちゃならないのさ」

　船頭が顔を曇らせる。反対に、流山ながれやまの目が輝いた。

「なにィ？　まずい水域！　それはいったいどこなんだ。何が起こってるんだァ？　巨大な藻もが異様に繁殖した船の墓場か？　海流がぶつかり合ってできる渦か？　それとも、船が消失してしまうっていう、バミューダトライアングルみたいな……」

　船頭の襟えり首をつかんで揺さぶる流山。

「いや、だから、そんなんじゃないんだけど、ちょっと、離して、お客さん！」

「先輩、興奮しないで！　ちゃんと話を聞きましょうよ。あ、すいません」

　馨けい一いちが流山をなだめて、ようやく船頭から話を聞くことができた。そしてその驚くべき内容とは……。

「えええ？　人魚!?」

「そうなんスよ。この島の北側のほうに、沈没船のある場所があってね。そのあたりに、人魚が出るらしいんだ」

「人魚。まさか……」

「その話、乗ったァ！」

　馨一がいぶかしがる間もなく、流山が頓狂とんきような声を上げた。

「聞いたか、市いちヶが谷や。オレにも運が回ってきたぞォ。まさかこんなところで、怪現象に遭遇できるとはなァ！　よし、船頭！　いますぐ大至急、その人魚の出る水域へ連れて行ってくれ！」

　言うが早いか、いま降りたばかりの船にまた飛び乗ろうとする。

「ちょ、ちょっと、お客さん！　やめてよ。無理だよ！」

「なにが無理なんだ！　人魚がいるんだろォ？」

「だから無理なんだって！　人魚は人間を海へ引きずり込むんだよ！　もう何人も、仲間が船を沈められて、海へ引きずり込まれそうになってるんだ。そんなことになったら、命の保証もないんだぞ！」

　船頭が怒鳴り返すと、流山がうつむいて沈黙した。ようやく納得したのか、と思われたが、それは間違いだった。

「先輩？　大丈夫ですか」

「く、くくくく……！」

　嗚お咽えつの声ではない。どうやら肩を震わせて、歓喜していたらしい。

「聞いたか市ヶ谷！　本物の人魚だァ！　ジュゴンとか、なまこの怪物じゃないんだろうなァ？　いや、それでもいい。ジュゴンは困るが、なまこの怪物はむしろ大歓迎だ！　さあ、いますぐ行け！　怪異に立ち向かわなくてどうする！　それでも二十一世紀に生きる現代人かァ！」

「いや、だから、危ないって言ってんだろ！」

　行け！　ダメだ！　の押し問答がどのくらい続いただろうか。ついに船頭は、

「行きたいなら、おまえたちだけで勝手に行け！」

　の言葉を残して船を出してしまった。砂浜に投げ捨てられる馨けい一いちたちの荷物。

「逃げるのかァ！　それでも夷い皇おう島じま学園の学生か！」

　流山ながれやまの投げつける言葉にも、もう耳を貸そうとしない。焼やき玉だまエンジンのポンポンという音とともに、どんどん船は遠ざかっていく。

「おーい！　最後に一つだけ教えてくれェー！　人魚って、男か、女か？　どうなんだ、知ってるなら教えろー！」

　呆あきれる馨一を後しり目めに、流山は叫びながら船を追いかけていった。やがて胸まで水に浸つかったあたりで、根負けした船頭から何か聞き出したらしい。

　犬掻かきで戻ってきた。

「先輩、びしょ濡ぬれですよ！　これ」

　急いで馨一がバッグからタオルを取り出すと、手渡した。

「服などすぐに乾く！　しかし市いちヶが谷や、聞いたぞォ！」

　流山は不敵な笑いとともに、馨一に向かって親指を突き出した。

「とびきりの、美少女だそうだァ！」

　………………

　馨一と流山は、それから地図を見ながら旅館へたどり着いた。地図、といってもわずか全周数キロしかない小島。海岸線と、船着場、それにポツンと旅館の場所が書かれているだけなのだが。

「人魚だ、人魚！　釣り上げて刺身かフライにでもしようと思ってたがなァ。とびきりの美少女じゃしようがない。ここはとにかく、一度ちゃんと話をして、だ。いや、やっぱり捕獲しないとダメか。水すい槽そうを用意したほうがいいかなァ……」

「よりによって人魚か。インチキくさいよなあ」

　船頭の話を信じるなら、夷皇島の、漁業関係の学生たちが何人も襲われている、ということだ。漁業関係とは、要するに漁師のように魚を獲り、市場で売ることでチケットを稼いでいる学生たちのことだ。今日の船頭も、普段は漁業をやっているらしい。中には、何人もで本格的なトロール網を仕掛けたり、数週間もかけて遠洋漁業に出る学生もいるとか。こうなるとすでに学生とは言いがたいが、彼らのおかげで、一般の学生たちは新鮮な魚を食べることができるのだ。

　流山はまだブツブツ言っていたが、目指す旅館を見つけると目を輝かせた。

「おおッ！　これは、味のあるいい旅館だァ！」

　明らかに数十年は経過していると思われる木造建築平屋建て。いい具合にひなびたその風合いは、まさに民宿である。

「本当だ。なんでこんなところに」

　馨一たちの疑問は、旅館の中から出てきた中年風の女によって、ますます深まった。

「いらっしゃいませー！　ご予約のお二人さんね。お部屋の用意できてますよ。さ、どうぞどうぞ」

　いかにも旅館の女将おかみ、というのを絵に描いたような、和服色白中年太目という風体の女性。笑うと目がなくなる。

「ど、どうも」

　馨けい一いちが会え釈しやくをすると、女将が背後の民宿を振り返って言った。

「この建物はねえ、昔、となりの夷い皇おう島じまに日本人が住んでいた頃に、この島にも漁師がいてねえ。その番所として建てられたのよ。そのあと、戦争が始まって、誰だれもいなくなっちゃったらしいけどねえ」

「じゃ、じゃあ、戦争中から、ここに？」

「あはは、まさか！　あたしは普段、学園の給食センターに勤めてる者だわよ。ここで民宿を開くっていうから、アルバイトで来てるの。この番所も、ボロボロだったのを直したらしいわよ。さあ、入って。簡単な昼ごはんならあるから」

「ちょっと待ったァ、女将！　つかぬことを尋たずねるが、人魚の噂うわさは聞いたことがありますかな？」

　もちろん、流山ながれやまである。

「人魚かい。ああ、あたしがここに来て、まだ一ヶ月だけどねえ。船に乗ってる人が、何人もそんな話をしていたよ。乗っていた船を沈められて、命からがら夷皇島へ泳ぎ着いた、とかねえ」

「それだァ！　市いちヶが谷や、やっぱりいるのだ、人魚が！」

「あ、はあ。あの、それで、女将さんも、その人魚を、見たことがあるんですか？」

「あたしはないねえ。でもね、夜になるとなんだか歌うような声がするんだよ。それで、声に誘われて、海のほうへ行って、引きずり込まれてしまった人もいるらしいよ。だからあたしは夜は外へは出ないわねえ。まあ、この島は何もないから風がまともに吹き抜けて、その風の音かもしれないんだけどねえ」

「それもいただきだな、市ヶ谷！　それで、人魚が出るっていう海はどっちのほうなんですかァ!?」

　………………

　女将が出してくれたおにぎりを、時間を惜しむかのように三秒で頬ほお張ばり、流山はすぐさま海岸へととって返した。しかたなくその後を馨一が追う。

　言われた方向に近い海岸は、船着場から少し離れたところにあった。

　人魚が出る、と言われてもピンと来ないほど茫ぼう洋ようたる海。左手には、夷皇島の本島が、鬱うつ蒼そうたる樹木に覆われた島影を見せている。こちら側には白い砂浜があるが、夷皇島のほうはほぼ断だん崖がいで、岩場ばかりだった。

「明日の夕方まで、この島から出られないのか」

　馨一が言った。

　温泉旅行は一泊二日。明日の夕方に、またさっきの船頭が、船で迎えてきてくれる手はずである。

「んんん！　人魚が出る水域を目の前にして、オレたちには潜水の装備も、遠泳の技術もないのかァ！」

「普通に海水浴でもしましょうよ、先輩。せっかく来たんだから」

「それしかないか。しかし、そうなると急に意欲が萎なえて、侘わびしくなってくるなァ」

　流山ながれやまの濡ぬれたワイシャツと学生ズボンは、民宿の軒のき先さきに干してきてある。大きめのＴシャツにバミューダパンツ、ビーチサンダルの流山は、妙に似合っていなかった。ほぼ同じかっこうの馨けい一いちも、あまり人のことは言えた体格ではなかったが。

　やはり男の場合は水着、と呼ぶより海パンと呼ぶのがふさわしい。とにかく、服を脱いで海パン一丁になる。流山は、夷い皇おう島じま痩やせぎす選手権というものがあれば、上位入賞は間違いなし、な貧相な体格。あばら骨が浮き出ているのはもちろん、屈かがみこむと背骨がくっきりと一つ一つの形状までわかるほどだ。人間が脊椎せきつい動物であることを再認識するいい素材、ではある。

　馨一の場合は流山ほどではないものの、やはり痩せ過ぎであることは確かだった。

　痩せぎすと痩せ過ぎ。二人の男子高校生の海水浴。

　やはりなんとも侘しさは否めない。

「船がなければ調査もできないとはなァ！　よし、行けるところまで行ってみるぞ。人魚が水中からオレたちを見ているかもしれないしなァ！」

　意を決すると、流山は果か敢かんに水の中へ飛び込んだ。そして華麗なクロール、とはとても言えない、水しぶき製造機と化して、派手な飛ひ沫まつとともに少しずつ進んでいく。

「先輩、無理しないでくださいよ。足が立つところまでにしましょうよ！」

　仕方なく馨一も続く。

　なんとか唯一できる平泳ぎで流山を追いかけた。

　馨一の平泳ぎは、泳ぎの半分は顔を水に浸つけて、海中で息を吐き出す方式だ。何度目かに顔を上げると、目の前から流山が消えていた。

「先輩？　まさか、どこに!?」

　しかし流山は馨一の後ろにいた。いつのまにか、馨一が流山を追い越していたのである。それほど、見た目は派手でも、推進速度はひどく遅い流山のクロールだった。

「ぷはァ！　やっぱり犬掻かきのほうが速いかァ！」

「先輩、もう足がつきませんよ。帰りましょう」

「そうは行くか。このあたりを、もう少し泳いでみるんだ。潜もぐってみたほうがいいんじゃないか？」

「でも、どうせ泳いだりほとんどしないだろうからって、シュノーケルもゴーグルも、耳栓せんも鼻栓も、何も持ってきてないんですよ」

「なんだ、用意が悪いぞ市いちヶが谷やァ。発明部たるもの、いつも臨機応変にだなァ……」

「はあ」

　じつは、金こん輪りん際ざい泳がないから、ビーチマットも、パラソルも、ゴム風船も浮き輪もゴムボートも要いらない、と言ったのは流山ながれやまなのだった。しかし今さら言っても仕方がない、と馨けい一いちは黙っていた。

　流山はさらに沖へ泳いでいこうとする。馨一は止めようとするが、犬掻かきになった流山は意外と速かった。

　馨一は泳ぎが得意とはとても言えない。かろうじて、平泳ぎなら五十メートルプールで直線一本ほどは泳げる、という程度だ。ターンはできない。だから波のある海で、これだけ泳いでいるのはもういっぱいいっぱいなのだ。

　振り返ると、砂浜ははるか百メートル以上も離れている。

「先輩、危ないですよ！　引き返しましょう！」

　大声を出したときだった。懸命に立ち泳ぎする馨一の足に、なにかが触れた。

「わっ！」

「どうした、市いちヶが谷やァ！」

　目ざとく、いや、耳ざとくか、聞きつけた流山が戻ってくる。

「いま、何か触さわりました！　足に！」

「人魚か！　でかしたぞ、市ヶ谷！」

「いや、わからないけど、魚みたいな小さいものじゃなかったです！」

「よォし！　潜もぐって確かめて……」

「先輩、やめてください！　ホントに人魚だったら、危ない！」

「離せ、市ヶ谷！　オレに行かせろ！　目の前の人魚をみすみす……うおおッ！」

「どうしたんです、あっ！　これ、これだ！」

　もつれ合うように海面に浮かんでいる馨一と流山の、水の中の足に何度も大きな物体が触れて、ゆっくりと通り過ぎた。

「上がりましょう先輩！　早く！」

「待て、オレが確かめて……うおおおおッ！」

「なんだこれ！　わああああ！」

　ドスン、とそれが足にぶち当たった。そのまま、ぐいぐいとせり上がってきた。馨一と流山の身体からだを持ち上げるように、ぐんぐん海面へ上ってくる。

「市ヶ谷！　これはッ!?」

「先輩、逃げて！」

　だが遅かった。完全にその物体の上に乗り上げたかっこうの馨一と流山は、同時にバランスを崩くずして倒れた。

「うわあっ！」

　しかし海の中で倒れるというのもおかしなものである。その証拠に、大きな海水の盛り上がりとともに、それがついに海面上に姿を現すと、馨一と流山は、しがみつき、ぶらさがったまま海の上へ出たのである。

「こ、こりゃァ!?」

　流山ながれやまが言う前に、間近にあったハッチが持ち上がって開いた。中から出てきたのは……。

「へーか！　きっこ、きたであります！」

「き、きっ子？」

　きっ子が狭いハッチから飛び出すと、次には、

「ようやく追いついたぞ、ケーイチ！」

　ヘンシェルが窮屈きゆうくつそうに這はい出してくる。極めつけは……。

「……！」

　ハッチの穴から無骨な親指だけが突き出された、と思ったら、親指の主はもちろん九く品ほん仏ぶつだった。

　そう。馨けい一いちたちが乗りあがってしまったのは、超小型の潜水艇だったのだ。

「これ！　ぼくたちが作った……」

「そうだァ！　これはオレたちが一年以上まえに作った、深海作業艇、新しん開かいくんじゃないかァ！」

　深海作業艇だから新開くん……。字を変えてあるのは、せめてもの御愛嬌なのか。

「でもどうして、ここに……わぁ、きっ子、離れて、バランスが崩くずれるよ！」

「いやであります。せっかくへーかにおいついたでありますのに！」

　小さな潜水艇の上に四人もの人間が乗っているのだ。九品仏はまだ艇内にいたが、これではトップヘビーもこのうえない。

　グラッ、と潜水艇が揺れると、きっ子に抱きつかれた馨一はあっけなく海中に転落した。

「わー！　きっ子、離れて！　あ、ダメだ。きっ子を助けなきゃ！」

　きっ子の体重は、モディファイされたとはいえ九十九キロある。漬物石よりはるかに重いのだ。

　馨一はしかし、沈んだら浮かび上がって来れないきっ子を、自分から抱き止めて浮かび上がろうと必死にもがいた。しかし重すぎる。あっと言う間に沈んでしまいそうになる。

「へーか、きっこ、はなしてください！　へーか、しずんでしまうであります！」

「ダメだよきっ子、しっかりつかまって！」

「へーか！」

「もう、まどろこしい！」

　ガッ、ときっ子の制服の襟えり首をつかんで、一気に引き上げたのはヘンシェルだった。馨一も一度に持ち上げられる。

　ダン！　と潜水艇の狭い甲板にほうり投げられた馨一ときっ子は、ヘンシェルに睨にらまれて照れ笑いを返すしかなかった。

「ははは、ありがとう、ヘンシェル」

「礼はいい。いつまでも抱きついているな！」

　またしても馨一をめぐってヘンシェルときっ子のケンカ。仲直りはやはり遠いようだった。



    

  
    
      


３　青い珊さん瑚ご礁しよう



「それにしても、なんできっ子とヘンシェルが、それに九く品ほん仏ぶつ部長まで、こんなところにいるんです」

　ようやく潜水艇を浜辺に上げて、一息ついた馨けい一いちたちだった。

「決まっている。私たちも温泉に来たのだ。自力でな。これなら文句はなかろう」

　ヘンシェルが胸を張る。

「やっぱり、へーかとながれやまこういちろうだけおんせんなんて、ずるいであります。だからきっこ、おいかけてきたであります」

　そして九品仏が、きっ子とヘンシェルの意見に反対するわけはない。

　そうして、きっ子、ヘンシェル、九品仏の三人は、二人乗りの新しん開かいくんにぎゅうぎゅう詰めになりながら、馨一たちの後を追って来たというわけだ。

「それにしても、なぜあんなもので」

　あんなもの、とはもちろん深海作業艇の新開くんのことだった。

　かつて、夷い皇おう島じま近海の沈船を調査しようとして作られたのだ。流山ながれやまによれば、

「このあたりの海には、旧日本軍の輸送船やら駆く逐ちく艦かんやらが何隻も沈んでるからなァ！　おそらくそういう船の中には、びっくりするようなお宝が残されているはずだァ！」

「お宝って、なんです？　先輩」



    

  
    
      



    

  
    
      「そりゃあもちろん、三八式歩兵銃とか、九七式手てり榴ゆう弾だんとかな。九二式重機関銃とかあったら、最高だなァ。あ、三八式野砲とか……」

　もう誰だれも聞いていなかった。

　けっきょく潜水艇は、馨けい一いちの中等部三年の夏休みすべてを使って作られた。作られたはいいが、役には立たなかった。十メートルも潜もぐると水が漏もってきたので、危なくてそれ以上深くは潜航できなかったのだ。当然、沈船の調査などはできず、そのまま発明部の倉庫行き、となっていたのである。

　新しん開かいくんは、直径約一メートル。長さは二メートルほどの円筒形で、上部にハッチがひとつ、前部には海中視察用に丸型のガラスがはめ込まれている。そのすぐ下には、ライト。それに、マニピュレーター状のものが二対取り付けられていたが、もちろん内部から操作する、などという高度なことはできない。単なる雰囲気作りのダミーで、ガンプラのパーツを流用したものだった。

　そのわりに、潜るときは錘おもりを携行し、浮上するときは錘を切り離す。そのうえバラストタンクの水を圧搾空気で追い出して、浮力を得る、という本格的な構造も持っている。

　しかし新開くんの唯一の弱点は動力だった。バッテリーやモーターなどが調達できなかったため、人力でペダルを動かし、それで後部のスクリューを回転させるのである。しかも狭い艇内では、自転車のようにペダルを漕こぐスペースがないため、手で回さなくてはならないのが情けなかった。

　しかし発明部には新開くん以外船らしいものもなく、他ほかの漁業学生の船も急で借りることもできない。となって、新開くんを引っ張り出すしかなかったらしい。

「交代でペダルを回して、ここまで来るのに三時間以上かかってしまった。そのうえ急に潜り始めて、沈没するところだったのだぞ」

　ヘンシェルが言うが、流山ながれやまはあまりにタイムリーな増援に舞い上がっていた。

「いやァ、理由はともあれ、いいところに来てくれたァ！　ちょうどオレたちは、さっきいたあたりの沖の海域を調査しようと思っていたところでなァ！　さっそくだが、新開くんを使わせてもらうぞ。なァ、市いちヶが谷や、すぐに出発だァ！」

　ただちに新開くんに乗り込もうとする流山を、九く品ほん仏ぶつが押し止とどめた。

　チッチッチッ、と人差し指を横に振る。

「えー、部長、どうしてですかァ？　いままさに世紀の発見がこの島でなされようとしているんですよォ！　これを、我が発明部が座視していていいんですかァ！　いや、いいわけがないィ！　オレは行きますよ、一人でもォ！　新開くんを貸してください！」

「無理……」

　ボソッと九品仏が言い、ヘンシェルが付け加えた。

「この船はもう使えない。さっきも、急に水が漏って来て、それで沈没しそうになったのだからな。あわてて浮上したら、貴公たちを乗せ上げてしまったのだ」

「じゃあ、もうこの潜水艇は」

「ちゃんとしゅうりしないと、だめであります」

　もちろん、本格的な修理道具などいまここにあるはずがない。

　馨けい一いちはちょっとがっかりしたが、しかしホッともしていた。何隻もの船を破壊したという人魚の話が本当であれば、こんな潜水艇で立ち向かうのは危険すぎる。

　が、当然収おさまらないのは流山ながれやまだった。

「くーッ！　なんてことだァ！　これはもう人類の損失だァ！　そう思いませんかァ、部長ォ！　人魚ですよォ、人魚！　人魚がこの海にいるってのに。それも、とびきりの美少女人魚がァ！」

「へーか、にんぎょ、って」

「うん。見た人が何人もいるらしいんだ。旅館の女将おかみさんも言ってた」

「ケーイチ、それは本当なのか」

「いや、ぼくにはわからないけど……わっ！」

　馨一が顔を上げると、ヘンシェルが眉まゆを尖とがらせて睨にらんでいる。きっ子も頬ほおを膨ふくらませていた。

「ど、どうしたの？　二人とも」

「その人魚が美少女だとか。ケーイチ、そなた、それで二人して人魚捜しをしていたというわけだな」

「へーか、うわきはだめでありますー。きっこがいるでありますのにー！」

「違うよ、違うんだって。ぼくは、先輩を止めようとして、あー！　わかってよ！」

　馨一が同意を求めようとして流山を捜すと、とぼとぼと旅館のほうへ歩いていく流山の後姿が見えた。

「先輩！　どこへ行くんです！」

「ああ？　もうどうせ人魚捜しもできないんだ。部屋に戻って寝るよォ、オレは」

「そんな。先輩、まだ……」

　二時にもなっていなかった。

　太陽は真上から強烈な光線を投げかけ、真っ白い砂浜に強い影を作る。

　潮を含んだ暖かい風が髪をなぶると、裸足の足の裏がムズムズした。

「そうだ。せっかくみんなが来たんだ。ここは海なんだ……」

　馨一が振り返ると、ヘンシェルが馨一を見つめていた。もう怒っているふうもない。馨一の気持ちが通じたように小さく頷うなずく。

「へーか、はやくあそぶでありますー！」

　きっ子が馨一の手を引っぱった。

「そうだよな。人魚捜しももうないんだし、よし、みんなで遊ぼう！」

　九く品ほん仏ぶつまでが、口の端をキュッと持ち上げて笑い、親指を突き出した。

「せんぱ～い！　戻ってきてくださいよー！　みんなで泳ぎましょーよー！　……って、うわ！　きっ子、なにしてるんだ!?」

　見ると、きっ子がいきなりセーラー服を捲まくり上げて脱ごうとしているのだ。

「きがえであります。みずぎにきがえるです」

「そういうことは、ちゃんと旅館へ行って、そこで着替えをするんだよ。こんなところで、ダメだってば」

「旅館に行って戻ってくる時間が惜しい。私は問題ないぞ」

　ヘンシェルまでがボウタイをとき、ブラウスのボタンを外はずしてはだけようとしている。馨けい一いちは血相を変えた。

「ダメだよ、ヘンシェル！　きっ子も、ちゃんと旅館で着替えなさい、って、わーっ！」

　きっ子がセーラー服を頭からすっぽり脱いで、馨一は思わず目をつぶってしまった。

　顔を逸そらせて脇わき目で見ると……。

「あ？　なんだ、きっ子、最初から水着、下に着てたのか。そんなの小学生しかやらないぞ」

「私も着てきた」

「ヘンシェルもだって？」

　さすが、合理性をもっとも重んじるドイツ民族の特性を受け継いでいるだけはある。

　馨一は苦笑しながら顔を上げて、そのまま固まった。そこには……。

　ブラウスも、チェック柄のスカートもすっかり脱いでしまったヘンシェルの身体からだが、すでに水着に包まれていた。

　その抜けるように白い肌にちょうど映える、ごく薄いブルーのワンピース。ホルターネックから胸元を覆って下りてきた布地は腰のあたりまで切れ込み、滑らかな背中をすっかり露出させている。ハイレグカットのボトムは、長い脚をこれでもかと強調していた。

　グラマーと十分言っていい、バストとヒップ。それにくびれたウエスト。百万ドルでも一千万ユーロでもいいが、とにかく値段のつけようのない脚線美。グラビアから抜け出てきたトップモデルのようなその水着姿に、馨一の目は思わず釘くぎ付けになった。それにしても、水着で剣を持つのはどうか、と思うが。

「どう……だろうか」

　ヘンシェルは瞬まばたきしながら馨一を見つめていた。その頬ほおがほんのりと赤らんでいる。泳ぐためか、手早くアップにした金髪のせいで、女性らしいうなじが強調されている。

　馨一はひどくドキッとした。

「い、いや、どう、って……」

「あーっ!!　ずるいでありますー！　へんしぇる、いつそんなみずぎ、かったでありますかー！」

　見ると、こちらもすっかり水着姿のきっ子が怒っていた。

　きっ子の水着は紺の単色でローレグ、胸もすっかり覆い、背中の露出もほとんどない。つまりそれは……。

「……スクール水着」

　九く品ほん仏ぶつが言うまでもなく、まぎれもないスクール水着だった。しかしそれは夷い皇おう島じま学園の指定水着でもある。

「これは、最初から私が持っていた水着だ」

「えー、きっこはほかにもってないでありますー。へんしぇるがそんなみずぎきてくるなら、きっこももっとかわいいの、かったでありますのにー！」

　きっ子は最初から夷皇島学園の生徒なので、指定の水着が支給されている。ヘンシェルは留学生だから、その縛りはない、ということなのだろうか。

「まあまあ、いいじゃないかきっ子。よく似合ってるよ、きっ子に、その水着」

　馨けい一いちがなだめようとするが、きっ子はむくれて向こうを向いてしまう。

「へーかもひどいであります。きっこのみずぎなんてどうでもいいとおもってるでありますー。きっこも、びきにとか……」

「すばらしいィ!!」

　いきなりの大声に驚いて見ると、そこには旅館に帰ったとばかり思われていた流山ながれやまが仁王立ちしていた。流山の、眼鏡の奥の目が光った。

「きっ子ちゃん！　きっ子ちゃんは世界一スクール水着が似合ってるぞォ！　だから何も恥ずかしいことなんかないィ！　この水着がこんなに似合うのはキミだけだ、いや、スクール水着はきっ子ちゃんだけのためにあるものだァァ！」

「なんだか、あんまりほめられたきがしないであります」

「いいじゃないか、きっ子。ぼくもとてもかわいいと思うよ。先輩も戻ってきてくれたんだし、みんなでできるゲームみたいな……」

「おしくらまんじゅう……」

「へ？」

「おしくらまんじゅう……」

　二度目につぶやいて、久品仏の顔がパッ、と赤くなった。

　真夏のビーチでおしくらまんじゅうをやる人間がどこにいるだろうか。身体からだを温めてどうするのだ。

「却下。それよりこれであろう！」

　ヘンシェルが手際よく取り出したのはビーチボールだった。もう空気が入れてある。

「いいぞ。みんな円になって！　ヘンシェル、ボールを投げて！」

　ビーチで円陣ビーチバレー。まことにのどかである。これ以上ない、というほどの、青春の“〝絵”〟だった。しかもここは真性の南の島。ビーチは貸切。言うことなし！

　……わずか数回目に、きっ子が勢い余ってビニールのボールをパンクさせてしまわなければ、だったが。

「まあ、いいや。思い出した！　二人一組で、棒を取り合うゲーム、あれ、やろうよ」

　馨一が言うのはビーチフラッグだった。うつ伏せの姿勢から、合図とともに立ち上がり、数十メートルの背後に立てられた棒に向かって走って、早く確実に棒をつかんだほうが勝ち、というゲームだ。

　これもじつに楽しい。ビーチで若者はこれ！　の決定版と言えよう。

　加速装置を使わなくても、百メートル七秒フラットのヘンシェルが全部圧勝してしまうのでなければ……。

「はは、ヘンシェルは速いよなあ。うん。やっぱり海は泳がなきゃ！」

「へーか、きっこおよげないでありますー」

「大丈夫だよ、きっ子、手を持っててあげるからさ。そのままバタ足してみて。そうそう……あれ？　きっ子、きっ子!?」

「……海といえばァ！　むォちろん！　スイカ割りだろォ！」

「先輩、スイカは？」

「あれッ？　……ホヤじゃダメか？」

「私は肌でも焼くとする……焼けないか。やはり……」

　こんなふうに（？）、それでもおおむねかなり楽しい一日だった。

　泳げなくてもきっ子は馨けい一いちや流山ながれやまたちと波打ち際で遊ぶことができたし、ヘンシェルはサングラスをしてビーチに寝そべり、雰囲気だけでも日焼けを楽しんだはずだった。

「おおォ！　もう夕方かァ！　腹も減ってきたし、旅館へ帰る時間かァ、市いちヶが谷や」

「帰りますか。でも、楽しかったな。な、きっ子」

「すごーくたのしかったであります！　やっぱり、ながれやまこういちろうやへんしぇるやくほんぶつぶちょうがいてよかったでありますー」

　きっ子が言い、馨一がヘンシェルを見ると、ヘンシェルも笑っていた。

「私も楽しかった。ケーイチ」

「うん。よかった」

「これで心置きなく、来るときに遭遇した人魚の分析ができる」

「そっか。人魚の……ええ？」

「なんだとォ!?」

　聞きつけた流山が頓狂とんきような声を上げる中、九く品ほん仏ぶつがデジタルビデオのマイクロカセットをかざして振って見せた。

　　　＊　＊　＊

「人魚に遭遇したァ!?　しかもビデオまであって、なんですぐそれを言ってくれないんですかァ！」

　改築されたばかりという民宿の部屋は、青々とした真新しい畳が目にまぶしい。

　二人用の六畳の部屋に、けっきょく五人が入っていた。本来なら、きっ子とヘンシェルの女性二人のためにもう一部屋を借りるべきなのだが、

「あら～、お客さん、まだ使える部屋は一部屋しかないんだわー。食事ならなんとかなるけどねえ。すまないけど、みんなで泊まってくれないかねえ」

　という女将おかみが説明する事情により、全員で雑ざ魚こ寝となったわけである。しかし、

「私ならかまわない♪」

「わーいわーい！　へーかとねられるでありますー！」

　きっ子とヘンシェルはむしろ喜んでいるのだった。

　そして問題の、人魚の件だった。

「ここへ来るまでに、沈没しそうになった、と言ったであろう。どうやらそれが、人魚の攻撃のようなのだ」

「とつぜん、どしーん、って、おおきなものがあたったです。それからなんかいもあたって、みずがいっぱいもれてきたであります」

「そうか。それで沈没しそうになったのか。危ないところだったんだね。まさかと思ってたけど、やっぱり人魚って……」

「それより、そのビデオだァ！　このビデオに撮った、ってことですよね、部長。いや、さすが部長だァ！　尊敬します、リスペクトですよォ！」

「とっさだったので、うまく撮れているかわからないが」

「ヘンシェル嬢、すばらしィ！　市いちヶが谷や、そのテレビに、ビデオを繋つないでくれ。なんだァ、このテレビ、いまどき百円入れないと映らないのかァ？　あ、なになに、ビデオは14チャンネル？……じゃないィ！　ビデオはビデオでもアダルトビデオじゃないんだよォ！　くそ、金なんか取りやがってェ！　市ヶ谷、ビデオ端子、繋がったかァ？」

「ダメですよ先輩、このテレビ、ビデオの外部入力がないんです。コンポジット入力じゃないと。うわ、いまどき、フィーダー線だ」

「なにィィ！　オレはもう百円入れちまったんだぞォ！　どうしてくれるんだよォ。くそォ！　こうなったら、このテレビを改造してえ……！」

「ビデオカメラの、液晶モニターで見ればいい」

　ヘンシェルが冷静に言うと、誰だれもが頷うなずいた。

「そうでしたァ……」

　………………

「ここだ」

　ヘンシェルが指差した。

　全員が顔をくっつけあうようにして、デジタルビデオの数インチしかない液晶画面に見入っている。

　ビデオはもちろん潜水艇の船内から撮ったものだ。

　丸い視察窓の向こうに、青い海中が見える。二人乗りのところを無理矢理三人乗っているせいでそうとう狭いのだろう。九く品ほん仏ぶつの腕の一部やきっ子の脚と見えるものが終始画面の端に映っていた。音声も入る。

『いま、なにかむこうをよこぎったであります！　いま、いま！』

『撮っている！　もっと前を開けて！　部長、身体からだをもっと向こうへ！』

『……ぐ！』

　緊迫した艇内のようすがそのまま伝わってくるようだ。画面は何度も激しくぶれる。やがて、ドン、という鈍い振動が伝わってきて、画面は一度フレームアウトした。

「いまのは？」

「何かがぶつかった振動だと思う」

　すぐにビデオの画面は復活した。そして窓の向こうに、シュッ、とよぎる影があった。

「いたぞォ！　これが人魚かァ!?」

　流山ながれやまが叫ぶが、画面中でもパニックが起こっていた。

『みず！　みずがいっぱいはいってきたでありますー！』

『浮上できないのか!?　このままでは沈む！』

　画面の中の九く品ほん仏ぶつの腕が、必死に何かを操作している。懸命にペダルを漕こぎ、舵かじを取る。バラストタンクに圧搾空気を送り込んで排水し、浮力を得ようとしていた。

　ゴオン！

　再び鈍い音。画面が揺れる。そして、

『あれは！』

　潜水艇の目の前を横切るように、それが通り過ぎた。一瞬だったが、はっきりと画面に映った。

　長い髪。白い肩、胸、そして背中。

　くるっ、と身体からだを返すようにして、あっと言う間に遠ざかっていく。その下半身は、魚のように紡錘ぼうすい形を描き、ウロコさえ見えるようだった。

　人魚！

　誰だれもがそう思った。画面を見ている全員が言葉を失っていた。

『どんどんはいってくるでありますー！　もう、みずがー！』

『いた！　また来る！　こんど当たったら……！』

　潜水艇がこんどこそ破壊される！

　ヘンシェルのカメラは冷静に窓の向こうを捉とらえていた。

　窓の向こう、遠くに再び人魚の影。今度は全身が見える。人間の上半身と、魚のような下半身。人魚の特性はすべて備えていた。

　魚の尾の先、にまで達する長い髪が、身体を半ば覆っている。それだけで、何も身につけていないように見えた。

　画面の向こうで、人魚が姿勢を変えた。こちらを向き、一気に突っ込んでくる。

『来る！　備えて！』

　人魚の姿があっと言う間に大きくなった。

『わあーっ！　ぶつかるであります！』

　その瞬間、人魚がわずかに向きを変えた。長い髪が一方に揺らいで、その顔が一瞬露あらわになった。

「女！　……の子？」

　馨けい一いちが思わず言葉を漏もらしたのと同時、人魚の少女の顔がわずかに微笑ほほえんだ。いや、微笑んだように、見えた。つねにたゆとう長い髪と、速い動きのせいではっきりとはわからなかったが……。

　そこまでだった。人魚は素早く身体からだをかわすと、画面から消えた。

　衝撃はなかった。潜水艇にそれ以上のダメージはなかった。沈没は免れた。

　まるで、見逃してくれた、そんなふうだった。

　………………

「人魚だ。間違いなく人魚だァ！　それも、とびきりの美少女だぞ、市いちヶが谷や！　ウソじゃなかったんだ！　人魚がいるのだァ！」

「まあ先輩、落ち着いて」

「これが落ち着かずにいられるかァ！　じゃない、落ち着いていられるか！　こうしてる場合じゃない！　ただちに潜水艇を修理して人魚調査に向かうぞォ！」

「無理ですよ。工具なんて持って来てない、って、さっき言ったじゃないですか」

　興奮する流山ながれやまは、今にも旅館の部屋を飛び出さんばかりだ。九く品ほん仏ぶつは部屋の隅でじっと腕組みをして何か考え込んでいる。と思ったら、Ｔシャツに包まれたその腹筋が小刻みに動いていた。流行（？）の電気式腹筋増大機を使っていたのだ。

　ヘンシェルときっ子は、洗って干してあった水着を取り込んでくると、畳に座った。

「こうなると思った」

「やっぱり、さいしょにいわないでよかったでありますね」

　最初に言えば、諦あきらめきれない流山が、損傷したままの潜水艇で無理矢理海へ出ると言い出しかねない。というより絶対にそうしただろう。そこで、人魚のことは何も言わないようにしよう、と示し合わせたのだ。

「おかげでへーかといっぱいあそべたであります」

　きっ子たちの潜水艇が、馨一と流山を乗せた小船を追って、夷い皇おう島じまの港を出発したのは、今朝がたのことだった。

　しかし三ノットも出ない鈍足では、あっと言う間に小船に離されてしまう。しかし小船は小こ皇おう島じまへの迂う回かいコースをとっていた。それを知らない潜水艇のきっ子たちは、真っ直すぐ小皇島へ進んで人魚と遭遇したのである。

　潜水艇といえど、ずっと潜水しているわけではなく、浮上して航行していた。それが人魚に襲われ、浸水してきたのでやむなくハッチを閉めて潜水モードに入っていたのだ。

　人魚が去り、ようやく浮上したところで馨一たちを乗せ上げた。それが事情のすべてだった。

「とにかく先輩、明日にしましょう。もう暗くて、海の中なんて見えませんよ」

「くあァ！　市ヶ谷、おまえは悔しくないのか！　目の前の海に人魚がいるってのに、しかも美少女人魚だ！　おまえはきっ子ちゃんとヘンシェル嬢に囲まれて余裕だろうが、オレはそうはいかん！　いかんのだァ！　こうなったら、オレ一人でも出撃して、人魚の正体を確かめてやるゥ！」

　飛び出そうとする流山ながれやまを止める馨けい一いち。

「止めるな、市いちヶが谷やァ！」

「やめてください。危険です！　ねえ、きっ子、ヘンシェル！　部長も」

「それより、せっかく温泉に来たのだ。風呂に入るべきなのではないか」

　ヘンシェルの一言に、馨一も流山も、一瞬固まった。

「は、そうだった……」

　………………

「だからって、どうしてこうなるんだァ!?」

　湯船に浸つかりながら叫んでいるのは相変わらず流山である。

　旅館の裏庭に作られた露天風呂。

　旅館は小さいが、風呂は立派である。十人は同時に入れそうな円形の浴槽が、石を敷き詰めた地面に掘られている。風呂の真ん中には、山水を模もしたか、小さな岩までが島のように置かれていた。

　しかしいまこの湯に身を浸しているのは、流山、九く品ほん仏ぶつ、馨一の男三人だけだった。

　きっ子は、

「へーかといっしょにおんせんはいるでありますー」

　と主張したが、当然、

「無理！」

　と馨一に却下された。

　こんな小さな旅館で男女別の風呂もない。事実上混浴可とはいうものの、そんな事情でいまは男子だけの入浴タイムとなった。

「いい湯じゃないですか、先輩。ほら、効能書きがある。ええと、頭痛、腰痛、歯痛、リウマチ、皮膚病、神経痛、痔じ……」

　乳白色の湯は、驚くほどの薬効成分を含んでいるらしい。

「たーッ！　オレはリウマチでも神経痛でも、痔でもないんだよォ！　多少不健康な男子高校生だ！　身体からだにいいって理由で温泉に入るには三十年早いんだァ！　それに、冬に冷えた身体を温めて、ってのでもない。ここじゃあ春でも気温が三十度近くあるんだからなァ。なんでさらに温泉入って汗出さにゃならんのだ！」

「だって、温泉に来たがったのは先輩じゃないですか」

「温泉の意味が違うゥ！　いいか、温泉でこう、きっ子ちゃんやヘンシェル嬢としっぽりだなァ」

「しっぽり、ってなんですか」

「しっとり、とすっぽりだよ！　いや、すっぽりは関係ないか。とにかくだァ！　男三人で温泉に入ってなにが楽しいんだよォ！」

　久品仏は黙って汗をかいているが、かすかに頷うなずいている。やはりどこかがっかりしたようである。

「そんなこと言ったって。無理ですよ。きっ子やヘンシェルは、もともとアンドロイドだから、あんまり温泉って感じじゃないし……」

　そこまで言って馨けい一いちは言葉を切った。きっ子やヘンシェルには、あの水素補給用の水すい槽そうがふさわしいのか……。

「しかしなァ！　せっかく温泉旅館で一泊っていうのに、なんかこうイメージが違うんだよなァ！　混浴、それがかなわなければせめてのぞき！　厚ぼったい、じゃない、甘あま酸ずっぱい青春の一ページがなァ！」

「いや、のぞきって……なに拳こぶし握りしめて語ってるんですか、もう」

　きっ子とヘンシェルは女将おかみを手伝って夕食の用意をしている。馨一は二人がいてくれるだけで十分楽しかったし、満足だった。なにしろ、最初は流山ながれやまと二人きりだったのだから。いや、それはそれで別の楽しみもあったかもしれないが。

「ところで部長ォ。例のもの、は今回持って来てるんですかァ？」

　さすがに混浴を諦あきらめた、と見えた流山が言う。九く品ほん仏ぶつが、腕組みをしたまましっかりと頷うなずいた。

「え、例のものって。何です、先輩」

「市いちヶが谷や、例のものといったら例のものだろォ！　いやァ、さすが部長だァ！」

　そう言って流山は、手でグラスを持ってグッとあおる真似をしてみせた。

「えー、こんなところまで持って来たんですか？」

「当然だろォ！　こうなったら宴会でパーッとやるしかないッ！　市ヶ谷はほとんど飲めないし、じゃあ部長、我々は一足先にスタートしておきますかァ！」

　ザッ、と流山が立ち上がる。久品仏も立ち上がり、湯のうねりが馨一の顔にまで達した。

「うぷ！　もう上がるんですか。まだ五分も入ってませんよ」

「もう温泉は堪能したァ！　じゃあな市ヶ谷」

　まさにカラスの行水だった。

「行っちゃった……せっかちだなあ。ぼくも、出るか」

　腰を浮かしかけて、馨一は思い直した。

　せっかくの温泉旅行、露天風呂なのだ。もう少し楽しんでもいいだろう。

「そうだよな……」

　伸びをして見上げた。まさに露天。屋根もない。頭の上はそのまま星空である。

「ぜいたくだよなあ」

　湯加減もジャスト。南の島で入る温泉もまたオツなものではないか。

「そうだ！　みんな水着で温泉に入ったらどうだろう。きっ子もヘンシェルも、先輩たちも、水着なら変なことにはならないし……」

「いや、水着でスパに入るなど、邪道であろう」

「まあそうなんだけどさ……って、うわわわわ！　ヘンシェル？」

「きっこがへーかのせなかながすでありますー」

　明らかに、きっ子とヘンシェルが馨けい一いちの背後に立っている気配だった。

「きっこも！　なんで来るんだよー！　だ、ダメ！　ダメダメダメだーっ！」

　もう背後を振り返ることはできない。馨一は派手に湯を揆はねさせながら、真ん中の島の向こうに逃れた。

　しゃがみこむ。乳白色の湯に隠れるように首まで浸つかった。

「なぜ隠れる。ケーイチ」

「そうでありますー。せっかくへーかとおんせんはいれたでありますのに」

　きっ子とヘンシェルが湯に飛び込む音がした。島の向こうとこちらから迫る。島を中心に円形の湯船だ。馨一には逃げ場はない。すぐに二人に腕を取られた。

「ちょ、ちょっと！　やめてくれー！」

　左右から両腕を引っ張られて、馨一は声を上げた。すぐ側そばにきっ子とヘンシェルがいる。馨一の腕に、二人の腕や、肩や、もっと違うところが押し付けられてくる。もう目も開けていられない。

「どうしたのだケーイチ、何をためらう。きっ子の手前、遠慮しているのか。以前、いっしょにバドに入ったではないか」

「えーっ！　へーか、きっこがいないあいだに、へんしぇるとおふろにはいったでありますか――ゔ～！」

「違う違う！　それは、ヘンシェルが突然に……！」

「あのときは、急に馨一が押し倒すから……」

「ひどいであります、へーか！　きっこがいるでありますのにー！」

「違うんだったら！」

「でも！　でも、きっこだって！　へーかとねたでありますもの！　へーか、いつもきっこをだいてくれたでありますー」

「寝た？　抱いて……それは本当か、ケーイチ！」

「それは言葉どおりの、寝たり、抱いたりだろー！　それに、いつもきっ子が一方的に布団の中に入ってきたり、膝ひざの上で寝ちゃったりしてただけじゃないかー」

　これではどこまでいっても泥仕合である。しまいにはヘンシェルが叫んだ。

「ケーイチ、いまここで選ぶがいい！　私ときっ子を！」

「そうであります！　へーか、ちゃんときっこをえらんでほしいでありますー！」

「そんな、無理だよお！」

「なぜだ。なぜ無理なのだ。そなたも男であろう！　心を決めて、私と正式につきあう覚悟を固めるがよい！」

「だめでありますー！　へーかはきっこがすきなんでありますー！」

「いや、そういうことじゃなくて！　あ、やめろってば！」

　ヘンシェルが強引に馨一を引き寄せようとしたのだ。馨一は背後からヘンシェルに抱きすくめられる。

「あ」

　馨けい一いちの裸の背中に、ヘンシェルの胸が押し付けられた。はっきりと二つのふくらみを感じる。その至福の感触に、言葉を失う馨一。

「だめでありますー！　ゔ～～～!!」

　しかしきっ子も負けじと馨一の腕を取ると身体からだを密着させてくる。

「きっ子まで、わあ！」

　硬い中にも、ほのかな柔らかさと弾力……。

「ケーイチ、私を選ぶのだな」

「きっこでありますよね、へーか」

　きっ子とヘンシェル、このまま二人とも自分のものにできたら……？

「だ、ダメだー！　だーっ！」

　馨一は浮かんだ邪念を振り払うように、飛び出した。

　が、そううまくはいかない。きっ子とヘンシェルがぴったりからみついているのだ。たちまち脚がもつれて、湯船に顔から突っ込んだ。

　ダバッ！　ザーン！

「大丈夫か、ケーイチ！」

　すぐさまヘンシェルに助け起こされた。ヘンシェルは馨一より頭半分ほども身長が高い。湯船から持ち上げられる。

「げほ、げほっ！」

「へーか、おゆのんだでありますか!?」

「あ、ああ。でも平気だよ。はぁ……あ？」

　ヘンシェルに支えられて、馨一はすっかり棒立ちになっている。それまで不透明な湯で隠れていた部分が、すっかり露あらわになってしまっていた。つまり、隠すものもないハダカである。

　しかも目の前にはきっ子が……。

「へーか？　なんか、むしがついてるであります。あしの、つけね」

「うわああああ！」

　馨一は体温が沸点を超えるほど真っ赤になり、その叫びは隣となりの夷い皇おう島じままで届くほどだった……。



    

  
    
      


４　小麦色のマーメイド



　全員が眠っていた。

　九く品ほん仏ぶつと流山ながれやまは、盛大なイビキをかいている。ときおり雄たけびのように、流山が寝言をわめいた。傍かたわらには、すっかり空になった一升瓶びんが転がっている。

　馨けい一いちが風呂から上がると、ちょうど食事の用意ができていた。まさかきっ子やヘンシェルたちと風呂場にいたとは言えない。幸いなことに（？）すでに九品仏と流山は持参の、例のものをそうとう呑のんでいたため、些さ細さいなことは気づかなかったようだ。

　食事は意外に豪華なものだった。

　しかも女将おかみが人数分の食事を用意してしまったために、馨一たちは三人で五人分を食べなくてはならなかった。きっ子やヘンシェルはものを食べないからである。

　五人分の食事、といっても餓うえた男子高校生にはなにほどのものでもない。しかしさすがに馨一も満腹になった。昼間の遊び疲れもあり、布団を敷くと同時に寝てしまった。

　アンドロイドも疲れるということがあるのだろうか。きっ子とヘンシェルもまた、馨一の両側で、しがみつくように、あるいは腕を絡からませて、眠っている。もっとも彼女たちの睡眠は、データの整理と更新、そして機器の再点検のためだったが。

「うあ～…………ん」

　馨一は突如むくっ、と起き上がった。

　襖ふすまを開けて廊下へ出る。すたすたと歩き出した。

「暑い……水」

　誰だれに言うとでもなくつぶやく。洗面所を通り過ぎ、そのまま裸足で旅館の外へ出た。

　半分眠っているような足取り。確かに目は開けているのだが、どうにもうつろだった。灯あかりもない闇夜を、糸で引っ張られるように歩いていく。

　やがて馨一は、昼間遊んだ砂浜も過ぎ、その先の岩場へ差し掛かった。

　ザーンッ！

　波が打ち寄せる。馨一は不意に正気に戻った。

「な!?　……ここは、海？　ぼくは、寝ていたはずじゃあ……」

　確かに、パジャマ代わりのジャージを着ている。痩やせている馨一は、似合わないので浴衣ゆかたは着なかったのだ。久品仏や、馨一より痩せていても流山は平気で着ていたが。

　ル……ル―――――、ル――――……。

「何か、聞こえる……。なんだ？」

　風の音のような、しかし人の声のようでもある。か細い、喉のどを鳴らすような声。

　馨一は音の聞こえてくる方向を捜した。波打ち際を歩く。裸足のせいで、足の裏に岩が痛い。ジャージの裾すそが濡ぬれるのもかまわずに進んでいくと、ひときわ大きな岩が半島のように突き出た場所が見えた。

　馨一が暗くら闇やみを凝視していると、突然、雲が切れて月明りが降り注いだ。

「あれ、は……!?」

　岩の影だと思っていたものが、人のように見えた。馨けい一いちは引かれるように、近づいていった。

　リー……リ―――――……リ――――――……。

　声のような音はより高く、激しく鳴り響いている。馨一の耳は音に満たされていた。もう足の痛みもわからなかった。

　強い月の光を浴あびて、人影が黄金に輝いていた。もうそれが、長い髪の女性であることまで見て取れる。岩場に座っているのか。長すぎる髪は深い緑で、たっぷりと身体からだを覆っていた。

「あの……すいません、けど……」

　もう彼女は数歩の距離にある。馨一は、なんと言っていいかわからず、つい間抜けな声をかけてしまった。

　長い髪が、振り向いた。

　顔が、見上げてくる。

　女性、というには若い。少女、というには、妖よう艶えんだった。

　切れ上がった大きな目。はっきりとした眉まゆ。鼻び梁りようは高い。ぽってりと厚く、濡ぬれたような唇が官能的に光る。

　オリーブ色というのだろうか。色づいた肌が、月明りに光っている。まるでブロンズ像を滑らかに磨き上げたような光沢をたたえていた。

　エキゾチックな顔立ちで、瞬まばたきもせずに見つめられると、馨一は胸が苦しくなるのを感じた。動どう悸きが、これ以上ないほどに弾んでいる。メチャクチャなペースで何キロも走った後みたいだった。息がハァハァと弾んで、何もしゃべれない。

「き、きみ、は……」

　それだけ言うのが精一杯だった。が、言葉はいらなかった。少女は微笑ほほえむと、馨一に手を差し出した。そのときはじめて、馨一は少女が何も身にまとっていないことを知った。

「わ！　あ……」

　しかし退こうとする馨一を逃さず、少女は腕を絡からめてきた。馨一の身体に、少女の肌が触れる。

　ヒ――――――！　ヒ――――――！

　それまで聞こえていた音が、突如いっせいに大きくなり、馨一を包み込んだ。音質も限りなく高い。可聴域を超えそうだった。

「わあ、あぁ！」

　馨一は耳を押さえて膝ひざをついた。強すぎる音に、頭の中を鷲わしづかみにされたようだった。汗が噴き出す。

　うずくまる馨一に、少女は包み込むように身体を寄せてくる。肌が密着してきた。長い髪が、馨一の身体にもまとわりついてくる。

「う――――っ！」

　耐えられない！　これ以上耐えられない！　頭が割れて粉々になる！

　そう思った瞬間だった。不意に音が消えた。

　いや、音は鳴っている。もう言葉に表せないような音が。変わらぬ大音響で鳴っている。しかしもう耳も頭も痛まない。音が大きすぎて、耳が、鼓膜がつぶれてしまったのか。不思議なほどの静寂。大音響の中の静寂だった。

「……市いちヶが谷や、馨けい一いち……アモーレ私の、ラ　ミア愛しい　ラガッツァ人……」

　染み入ってきた。どんな蜜みつよりも甘い声だった。馨一の脳の中に直接響いてくる。抗しきれない、蟲こ惑的な声。

「あ、ああぁ……」

「何も考えないで。私に全部、委ゆだねて……アモーレは何もしないでいいの。身体からだの力を抜いて。そうよ。任せて、ね。預けてしまうの。そうすれば、ずっともっと気持ちよくなる。気持ちよくなって、これからずーっと、一生楽しく、暮らせるの」

「……楽しく……一生、楽しく」

「そうよ。いいでしょう。気持ちいいことも、いっぱいしてあげる。私を、アモーレの好きにしていいのよ。私の全部を見せてあげる。なにもかも、全部。見たいでしょう。見てもいいのよ。触さわってもいいわ。どこでも、好きなところを触って」

「どこ、でも……？」

「そうよ。なんでも。アモーレのすることなら、なんでも受け入れてあげる。どんなことでも。アモーレのしてみたいこと、女のコにしてみたいこと、なんでもしてくれていいの。私が全部、受け入れるから……だから、私といっしょに、行きましょう。一生楽しく、暮らせるところへ、何も苦しまず、何も悩まない世界へ……さあ」

「何も悩まない……」

「そうよ」

「何も、悩まない……なやまない……」

　真綿でくるまれているような心地よさだった。

　たっぷりとした、暖かい、ふかふかの、そんな物の中にくるまれているような……。

　震えるほど甘い少女の声と、芳かぐわしい香り。そのすべてに溺おぼれそうになる。どこまでも柔らかく、崩くずれていきそうだった。

　そうしてしまえば……。委ゆだねてしまえば、もう何も考えずに、もう何も悩まずに、済む。そんな、未来……。

　きっ子、ヘンシェル……流山ながれやま先輩……みんな……ゆひちゃん……。

「だめ、だ……」

「だめ、じゃないわ、アモーレ……」

「ちがう……だめだ。駄目だ！」

「ケーイチ、離れて！」

　突然、刺し込むナイフのように、声が入り込んできた。意識の一部に冷たい風が吹き込んだようだった。寒い、不快で不安な、ざらっとした感覚。しかし現実の感覚だった。

「チッ！」

　バラッ、と少女の身体からだが開いた。馨けい一いちの身体にまとわりついていた髪も、腕も、脚さえも一度に離れた。暖かく、柔らかい、ふかふかな心地よさから急に引き剥はがされて、馨一は濡ぬれて冷えたコンクリートに産み落とされた嬰えい児のように打ちのめされた。

「ううぅ……！」

　が、その手を、暖かい手が握った。馨一の身体を、しっかりと支える腕があった。

「ケーイチ！」

「へーか、へーか！」

「きっ子、ヘンシェル!?」

　ヘンシェルの剣は鞘さやから放たれていた。馨一をかばうように、半身を前にさらしたヘンシェルが振り向く。

「大丈夫か、ケーイチ！」

「ああ、もう大丈夫、だよ」

　まだ音は続いている。しかしもう、意識を覆い尽くすような音ではない。

「へーか、めをさましたでありますか。こっちであります」

「きっ子。……あのコ、は……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　きっ子とヘンシェルに守られるようにしながら、馨けい一いちは捜した。たったいままで、肌を触れ合わせていた少女を。

「もう少しのところを。ほんと、余計なことしてくれるじゃないのさ」

　いた！　さっきの岩場からさらに沖の、小さな岩の陰だった。

　濃い緑色の長い髪。その隙すき間まから肌が見えている。脚が見えた。

「人魚じゃ、ないのか」

「貴様、何者！　ケーイチに何をしようとした！」

「何って。アモーレに聞いみてればいいじゃない。とーってもいいことなんだから。あんたたちが邪じや魔ましなきゃ、私たち、アモーレ恋人ジアーレどうしになってたって、言ってくれるわよ」

「笑止なことを。そこを動くな！」

　ヘンシェルが剣をかざしたまま跳とんだ。両手で握り、そのまま振り下ろす。打ち込みの要領だった。

「ふん！　さっきは後おくれを取ったけど、加速装置ってやつを使ってないなら」

　少女は身軽に岩場から岩場へと跳とび退のいた。ヘンシェルが追う。まだ加速装置はチャージされていない。

　シャッ！

　突如、少女が脚で海水を揆はねた。水が強い勢いでヘンシェルの顔にかかる。一瞬目が塞ふさがれ、体勢が崩くずれた。

「つッ！」

　そこへ少女が襲い掛かる。いや、襲いかかろうとしたところへ、ビームの火球が飛んだ。

「きっ子!?」

「へーか！　あぶないであります！　ふせてほしいでありますー！」

　暗くら闇やみを切り裂くように、白い光が一いつ閃せんした。きっ子が両手を掲かかげて、過粒子ビーム砲を放ったのだ。

「やるじゃないのさ。今日は形勢不利のようね。また会いにくるわ。アモーレ！　市いちヶが谷や馨一！」

　それだけ言うと、少女はくるり、と身を翻ひるがえし、海へダイブした。

「逃がすか！」

　ヘンシェルは駆け出すと、そのまま背中の羽根を広げる。一気に加速し、飛び上がった。

「ヘンシェルも……！」

　馨一は驚き、眼めを見張った。

　きっ子が馨一の命令を待たずにビーム砲を放ち、ヘンシェルが加速装置ばかりか、翼つばさまで使って少女を追おうとする。

「どうなってるんだ」

　しかしヘンシェルの追跡はかなわなかった。

　少女は海へ没したまま、そのまま姿を現さなかったのだ。白い航跡がしばらく残ったが、そのまま小さくなって消えた。よほど海の深いところへ潜もぐったのか。そんなに深く潜ったまま、どこまでも泳げる人間など……。

「そうだよ。どうなってるんだ……」

　馨けい一いちは今さら濡ぬれた身体からだが冷えてきたように、ぶるっ、と身を震わせた。



    

  
    
      


Ａｎｄａｎｔｅ



　アメリカ合衆国。

　国防省。ペンタゴンと呼ばれる特徴的なそのビルの中は、第二次大戦中という古い設計ながら、改装を重ね、じつに近代的に作り変えられていた。

　大きなアメリカ車すら快適に走れそうな広い廊下は深いグリーンで、威い信しんにかけて磨き上げられているせいか、歩く者は、覗のぞき込めば自分の顔の皺しわさえはっきり見てとれたろう。

　その廊下をコツコツと心地よいヒールの音を響かせて歩いていた女性が、四階の奥まった部屋の前で立ち止まった。スーツの襟えり元を正す。ノックの後、招まねき入れる声がした。

「失礼いたします。ドゥイエ准将。報告書を、お持ちしました」

　少しも無駄のないハキハキした声。正面の、当の准将だけでなく、その向かいのソファーに腰掛けていた男も顔を向けた。

「ありがとう。もらおうか、ミス・ドワイコフ」

「マギー、でけっこうですわ」

　報告書を差し出す白い左手。その薬指には指輪が光っている。

　地味なブラウンのスーツを着ているが、まだ三十はいっていないだろう。肩にかからない程度の短い髪。縁なし眼鏡の向こうの目は、知的な光を宿している。

　ドゥイエは報告書を受け取って言った。

「うん。ごくろうだった。マギー」

「ありがとうございます。失礼します」

　マギーは小さく会え釈しやくし、ドゥイエから離れた。ソファーの男にも目礼を、と顔を回したが、すでに背中を向けていた。

　マギーが部屋を辞して、ドアが閉じ合わされる音がすると、初めてソファーの男が口を開いた。

「いい秘書をお持ちですなあ、将軍」

「秘書は仕事ができればそれでいい。それよりコンディランくん。この報告書によると……日本政府は事態を憂慮している」

「無理からぬことでしょう。アンドロイドなんてものがままごとをやっているうちはまだいいが……」

　コンディラン、と呼ばれた男が立ち上がった。その制服は、ドゥイエとはまた異なったものだった。

　ドゥイエは薄くなりかけた頭をなで、眼鏡を持ち上げた。

「それも、ＳＥＡＬが最初の回収に失敗したから、ではないのかね」

「確かに成功とは言えませんでした。しかし、成果はあった。半世紀以上もまえの、枢軸アクシズのやつらが開発した最後の秘密兵器の存在を、現地で確認したんですからね」

「どうするつもりだね。場合によっては、君の管轄から離れることになるが」

「お待ちください将軍。これはチャンスなのです」

「チャンス、か」

　コンディランの青い目が自信たっぷりに光った。豊かな金髪がひと房、額に垂れる。

「ブルースの……イオージマ、でしたか。あの事件に引き寄せられて、アルゼンチンのネオ・ナチどもが動き出した。ジャパンでは、こういうことを“〝瓢箪ひようたんから駒こま”〟というのでは？　思いがけず、得をした、という意味です。やつらはこの件にすでに深く関かかわっている。必ず、次の手を打ってくるでしょう」

「アルゼンチンの、たしか……」

「真紅の十字。クロイツロッサと名乗っている連中ですな。こいつらを引きずり出し、根絶やしにする、チャンスだということです」

「しかし日本政府の要請もある。薮蛇やぶへび、という言葉もあるそうだぞ。我々はそう長く待つわけにはいかない」

「わかっております。島に潜入させてある内通者の報告です。これを」

　コンディランは薄い書類ホルダーを差し出した。ドゥイエは一いち瞥べつするや表情を変えた。

「この報告は本当か。イオージマですでにアンドロイドどうしの戦闘が生起し、一機が大破した、と」

「間違いありません。しかも現在残った二機のうち、一機がクロイツロッサの科学者の手になるもの」

「二機だと？　すでに一機がＳＥＡＬの攻撃で破壊されたのではなかったのかね」

「そのとおりです」

「ではアンドロイドはいったい何機あるんだ」

「確認されたのは四機です」

「四機だと！　バカな。アンドロイドが四機もだと……信じられん」

「わが国の安全保障上も重大な問題です。しかし」

　コンディランは言葉を切った。海軍大佐の襟えり章を直す。

「アンドロイドの技術は有用です。我が国の軍需産業にもたらされることで、さらに有用な技術に転用できるでしょう。今次、兵士の損失は非常に大きな問題です。第二次大戦では三十万のアメリカ兵が死亡した。朝鮮戦争で六万、ベトナムでは五万だ。しかし現代の戦争では、一人のアメリカ兵も死んではならない。千人のアメリカ兵が死ねば、政権の根幹に関かかわります。たとえ敵の損害が、その数百倍であっても、です」

「わかっている。陸軍の開発局がアンドロイドに大きな関心を寄せていることもな」

「陸軍だけではありません。将来は、空軍も、海軍も、海兵隊も、アンドロイドによって置き換わることになるでしょう。兵士と兵器の垣根が取り払われるのです。兵士がイコール兵器になる」

「恐ろしいことだな」

「アメリカ兵が死を免れるのです。理想的な軍隊となるんですよ」

　だがドゥイエの顔は晴れなかった。

　機械による戦争から、機械のみによる戦争となる。そんな戦場に、ヒューマニズムは、人道主義は存在するのだろうか。

　戦争にヒューマニズムを求める、などと言ったら、あらゆる者に笑われてしまうだろうが……。

「それで、どうするのだ」

「おわかりでしょう。アンドロイドの技術はぜひとも手に入れなくてはならない。すべてです。そのために、クロイツロッサをうまく使います」

「吊つり出して、根こそぎいただく、か」

「合衆国のためです。イオージマはしばらく監視のもとで、場合によって調整を行うことになるでしょう」

「わかった。予算は出そう。だが言っておく」

　ドゥイエは眼鏡を外はずした。ある種の強い決意を述べるときの癖くせだった。

「アンドロイドよりも、サターンが優先する。その場合には、アンドロイドの技術の取得、既存のアンドロイドの回収も、諦あきらめなくてはならないことがあるということだ」

「アンドロイドを諦めるのですか」

「コンディラン君！」

「いや、承知いたしました。将軍」

「……少々しゃべりすぎたようだ。また次週、定時に報告をくれたまえ」

　ドゥイエとコンディラン、二人の会話が終わりを感じさせたところで、秘書のマギーはドアの前から退いた。手にはメモを持っている。もしドアが開いても、新たな伝言が届いた、と言い訳するのは容易だった。

　重い大きなドアには、金のプレートがはめ込まれていた。プレートの文字は、Ｄ・Ｉ・Ａ（国防情報局）とあった。



    

  
    
      


５　高気圧ガール



「ただいま～、って帰ってきたって、誰だれもいるわけないんだよな」

「ボンジョルノ～！　キャ～！　おかえりなさ～い！　アダモーーリレン!!」

　ボケ、のつもりで言いながら、発明部の部室を開けた馨けい一いちは、中から飛び出してきた少女にまるでぶつかるように抱きつかれ、勢い余って押し倒された。

「な！　なんだあ!?」

　それは、馨一の後ろで見ていた、流山ながれやま、九く品ほん仏ぶつ、それにきっ子やヘンシェルにとっても、あまりに突とつ飛ぴな光景だった。

「はぅ～、アモーレ、大丈夫デスか？」

「キミ、は、いったい……？」

　馨一は、少女を見上げた。思い切りのしかかられている。落ちてきそうな目の前から、少女の顔が見つめている。

　切れ上がったブルーの大きな瞳ひとみ。凛々りりしい眉まゆ。尖とがった鼻。ぽってりと官能的な唇。豊かな長い髪は深緑ふかみどり色だった。それに、艶つややかなオリーブ色の肌……。

「あああ！　キミ、は……!!」

「んまあ～、アモーレったら、もうミ私のことおぼえてくれたデスか？　感激デス！　んーっ、アモーレ！　んーっ」

「いいかげんにせよ！」

　明らかにキスを迫る少女に対し、ヘンシェルの切っ先のような声が飛んだ。剣の柄つかに手をかけると、電光石火、少女に抜きつけた。

「待って、ヘンシェ……」

「キャーッ！　キャーッ、キャー！　なんデスかこの人おー！　怖いデスー！　刃物なんか突きつけないでー！　マンマミーヤー！　キャーッキャー！」

　少女はますます馨けい一いちにきつく抱きつく。身体からだを密着させ、胸も腰もぐいぐいと押し付けてくる。

　ヘンシェルの顔が見る間に怒りで赤く染まった。

「この……！」

「はなれてくださいー！　へーかからはなれてください、いやでありますー！」

　こんどはきっ子が少女の腕を引っ張っていた。

「なんデスか、このちっこいのは！　はん。離そうとしても無駄デス！　アモーレとミはもう一心不乱デス、あれ、あらららら……」

　しかしきっ子の力は並みの女子高生のものではない。少女はズルズルと引きずられ、馨一から引き剥はがされた。

「それを言うなら、一心同体だよ……」

　ようやく解放され、立ち上がった馨一に、つかみかかったのはもちろん、

「くおらあああァ！　市いちヶが谷やァ！　市ヶ谷くぅん！　これ！　これ、どういうことォ！　おまえというヤツはァ！　またこんなことをして、許されると思ってるんじゃ、ない、だろうなァァァ！」

　台詞せりふの最後のところは、ほとんどファルセットになっている流山ながれやまである。

「ちょ、ちょっと待って！　先輩、ホントに！　知らない人なんです。今回は、もう、ホントのホントに知りませんから！」

「知らないで済めば警察いるんですかァ!?　あァ!?　知らないで済めばＣＩＡもＫＧＢも、ゲシュタポもいらないんだよォ！　市ヶ谷、おまえまた、知らないで済ませて、このコとねんごろになるつもりだったなァ!?　きっ子ちゃんやヘンシェル嬢がいるというのに、おまえはァァ！　恥を知れーィ！　地獄で後悔しろォォォ！」

「ねんごろって……先輩、落ち着いて！　部長、助けてください！」

　しかし九く品ほん仏ぶつはじっと腕組みをしたまま、動かない。首がゆっくりと左右に振られていた。その腹筋は、Ｔシャツの上からでもわかるほど、ぴくぴくと振動していたが。

「オゥ！　アモーレとミは、もう離れられない仲ネ！　アモーレ、なんでもしてくれていいデスよ！」

「なんでもだと……おのれ！」

「ちょっと待って！　待ってくれ。冷静に……キミは、誰だれなんだ。いや、キミだよね。昨日の、浜辺にいた、女のコは」

　似ている。いや、そっくりだ。そう思った。間違いなく、昨日、小こ皇おう島じまの浜辺で見た、あの少女だった。岩の上で、馨けい一いちを抱いて、その意識の中に入り込んできた。

『なんでもしてくれていいのよ……あなたのしたいこと、なんでも……すべて私が、受け入れてあげる……』

　ゾッとするほど甘い声が、馨一の中で蘇よみがえった。戦せん慄りつするとともに、馨一はなぜか顔を赤らめた。

「相違ないな、ケーイチ」

「うん」

　ヘンシェルはまだ剣を収おさめてはいない。少女の一挙手一投足を見逃すまいと、鷲わしの目で見つめている。

「キミは、誰だれなんだ。いったい？」

　確かに顔は似ている。しかし、印象があまりにも違っていた。

　ささやくような甘いウィスパーボイスと、いま目の前にいる少女のキンキンと響く大声。妖よう艶えんな瞳ひとみに包み込むような雰囲気。対して、ガチャガチャとがさつで、落ち着きのない仕草。大げさな物言い。

　そういえば、少女の服もずいぶん変わっていた。

　夷い皇おう島じま学園の制服でも、もちろんヘンシェルの服装と同じでもない。

　真紅の上着と超ミニスカート。

　上着は襟えりぐりが開きすぎて、肩や背中まで露出している。それに胸が、深い谷間まで丸見えだ。そのくせ裾すそは短くて、形のいいヘソをどうどうと曝さらしていた。本来、中に着るべきブラウスを省いた、とでもいうのだろうか。あまりにもむき出しすぎる姿を、足首まである豊かな長い髪がところどころ隠している。足元はやはり真紅のピンヒールだった。

「驚かなくてもいいデス！　私は……」

「留学生の、フォルゴーレさんです。この方は」

　横から見事に入り込んできたのは、由ゆ佳か里りだった。華道部部長。その日本的で控えめな美しさは、とっちらかったこの場の温度をスッ、と下げてしまう。

「昨日から、うちの華道部に入部したのよ。イタリアからの留学生ということでね」

　副部長の響織子きようこだ。

「市いちヶが谷やくん、また何かしたの!?　もうフォルゴーレさんと……！」

　ゆひである。馨一を見る目が明らかに冷たい。

「違うよ！　断じて違うんだ、ゆひちゃん！　この人……フォルゴーレさんは、昨日、浜で……それに、また、ってなんだよ。また、って。何もしてないよ、ぼくは！」

「隠すな市ヶ谷ァ！　昨夜、浜辺で会った、といま言ったじゃないかァ！　さっきの、知らないっていうのはどうしたァ！　しかも、オレたちが寝ている隙すきに、いったいおまえは何をしていたんだよォォォ！　こんなかわいいイタリア娘とよォォ！」

「アハ！　よろしくデス！　ミの名前は、フォルゴーレ・サエッタ・トルナトーレね。フォルって呼んでくださいデス。ベネチアの女子高等学校から来まシタ。身長は百六十二センチ。体重は、オォ、ないしょネ！　上から、九十五、五十五、八十五ネ！」

「きゅ、九十五ォ！」

　流山ながれやまが思わず口走る。

「そうデス！　あと、好きな食べ物は、パスタ料理、ポモドーロトマト、プロシュート生ハム、嫌いなものは、パタータ、つまりジャガイモね！　アハハ！　でもイタリア人は生の魚も食べるデスよ。だからジャポネーゼとお友だちネ！　それから……」

　じつに流暢りゆうちような日本語ではあった。しかし、いつ果てるともしれないフォルゴーレのおしゃべりを止める者が必要だった。

「そんなことは聞いていない！　それよりも答えてもらおう。貴公、何者だ!?　何のためにこの学園に来た。そして、なぜ昨夜、あそこにいたのだ!?」

　ヘンシェルの問いに、しかしフォルゴーレは大げさにおびえた振りをする。

「オオッ、怖いデス。この人、怖い！　なぜミのこと、いじめるデスか。ミはただのイタリアの女子高生ネ」

「質問に答えろと言っておろう！」

「キャーッ！　怖い怖い！　わかったデス。ぶたないでー！　だからミは、イタリアの女子高生で、留学でこの学園に来たデスよ。それに、昨日着いて、この華道部に来てからは、ずっとここにいるデスから。どこにも行ってないデス。そんな浜辺なんて、どこデスか？



    

  
    
      



    

  
    
      ミ、華道部に入ったのは、ずっと日本のフラワーアレンジメントに憧あこがれていたデスよ。グエラレツガィンアト、センプリチェシンプル、ベッロビューティフルね。ミは……」

「よくしゃべるひとでありますー」

　きっ子までが、呆あきれたように言った。

「黙れ！　昨夜会っていないのなら、なぜケーイチのことを知っていたのだ」

「それは簡単ネ。昨日、華道部のみんなからいろいろ話を聞いたデス。男子の部員もいるということネ。中でも、市いちヶが谷や馨けい一いち、やさしくて、真面目で勇敢デス！　ミ、大好きになったネ」

「そんな話、したの？　ゆひちゃん」

「うん、ちょっとね。でもそんなふうには……あ、私は、しない、しない！」

　あわてて否定するゆひに、馨一は期待のようなものが急激にしぼんでいくのを感じた。

「それでデスね、あそこで待っていたら、アモーレ、ベリッシモとてもかっこいいデス！　もう、オッティモ最高！　会えたらうれしくて抱きついてしまったデス。そう、アモーレは発明部に入っているのデスね。ミも入るデス、発明部！」

「いや、そういうことじゃないんだ。キミは、昨日の晩、確かに浜にいたはずだよ」

「ンまーッ、キミ、だなんて、アクア水のオドーレ臭いデス。フォルって呼んでほしいデス、アモーレ！」

　いつのまにかまた擦すり寄って馨一に抱きつこうとするフォルゴーレを、きっ子がスカートの裾すそをつかんで抑えた。

「だめでありますー！」

「このピッコロちいさいの、さっきからなんデスか。じゃまデス！」

「あの、一応わかったけど、なんでそんなに積極的なの!?」

「イタリアではこのくらい当たり前、常識ネ！　人生短いデス。すぐに行動起こさないと損ネ！　ぐずぐずしてる、誰だれかにいい人とられるデス！　イタリア人、パッシオーネ情熱の固まりネ。藤原ふじわらはカマタリネ！」

　なぜか妙な知識だけはあるようだった。

「だからと言って、なんでもやっていいということにはならぬ！　その手を離せ！　イタリア女！」

　きっ子はもちろん、ヘンシェルももちろん収おさまりがつくはずがない。

「キャー、アナタこそ、何デスか。怖い。テドデイスツコ人みたいデス。イタリアは昔、ドイツといっしょに戦争してひどい目にあったデスよ。ドイツ人、いつも怒っていて怖いネ。シャレ、通じないデス」

「何を言う！　いつもチャラチャラと、二時間も昼食をとっているから、負けるのだ！　昼寝までしていて戦争に勝てるか！」

　さすが、メンタリティーはドイツ民族のヘンシェルである。

「オウ、ひどいデス！　イタリアにはおいしい食材、料理もいっぱいネ！　初めてポモドーロトマトを使ったの、イタリア人デス！　ドイツ人はジャガイモしか食べるものないから、食事なんか一分もかからないネ！　ミはジャガイモ、大っ嫌いデス！」

「おのれ！　パッシオーネだと。ただ軟弱なだけではないか。情熱があるなら、もっと大きな望みを持つがいい！」

「フン！　イタリアは温暖で豊かな地中海に囲まれてとてもいいところデス！　ドイツなんて寒くて嫌だから他ほかの国を侵略しようとしたネ！」

「言わせておけば……！」

「もう、やめてくださいであります。へんしぇるも、ふぉるごーれも！」

　きっ子が見かねて止めに入った。

「なんデスか、さっきからこの小さいのは。小学生デスか？　子供はお家うちに帰るデス！　発育もぜんぜんしてないのに、アモーレを取ろうなんて、一万光年早いデス！」

「はついく……あーん！　きっこ、ばかにされたでありますー！」

「フン！　悔しかったら、ミのように魅力的なコルポバディーになるデス！　男性はみんな、女性のセーノバストが大好きネ！　トゥユーのようではダメ！　日本語ではツルペタっていうデスね」

　果たしてそれは正しい日本語だろうか……。

　フォルゴーレは言い放つと、胸を突き出すポーズでこれでもかとバストを強調した。

「ちょっとむねがおおきいからって、ひどいであります！　そんなおおきなむね、へんであります。へーかはちいさいほうがすきでありますもの！」

「いや、小さいほうが好きとは、言ってないんだけど……」

「とにかく、私の質問に答えるがいい！」

「だいたいドイツ人はデスね……！」

「あー、だからさあ！　もう、みんな！」

　いつまで経たっても進まない話に、馨けい一いちが業を煮やして声を上げた。

「だいたい、ヘンシェルはドイツじゃなくてオーストリアなんだからさ」

「それに、光年は時間じゃなくて、距離の単位よ」

　響織子きようこがさらっ、と付け加える。

「身体からだのことをあげつらうのは、よくありません」

　由ゆ佳か里りが最後に諭さとした。

「……わかった。つい低次元の言い争いをしてしまったことは謝ろう。しかし、この……フォルゴーレを我々は昨日見たのは間違いないと……」

　しかしヘンシェルの言葉を遮さえぎって響織子が言った。

「でも、昨日はあなたたち、みんな小こ皇おう島じまにいたんでしょ。フォルゴーレは昨日からこの御ご殿てんにいたんだし、小皇島へ一人で行くのは無理じゃない」

「そういえば、晩御飯もいっしょに食べたし」

　ゆひも思い当たる。

「ハーイ！　これでわかったデスね！　ミョ～な疑いも晴れたし、ミはアモーレの側そばにいられるデス！　さっそくアモーレ、いっしょにお風呂入るデスか？」

「なんでこうなるんだよー！」

　馨けい一いちはしかし、フォルゴーレから隔離しようとするきっ子とヘンシェルに護送されるように発明部の部室へ連れ込まれた。続く流山ながれやまはうわごとのようにつぶやいていた。

「きゅ、きゅうじゅうごせんち……きゅうじゅうご……」

　　　＊　＊　＊

「黎れい、五時からの番組、何見るのだったかしら？」

「私は、『スペース・トレック　ＤＳ99』かな」

「リオナさま、あたしー、この『小さな魔法使い　ソルト』がいいですー」

「ＳＦにアニメ？　もっと他ほかにないの？　格調高い映画は？」

「いまの時間、『温泉ポン引き芸者』、『零戦入道雲一家』、『地獄の女バトルコップ』しかない」

「なんてこと！　もっとちゃんと捜して！　恋愛映画は？　男女の激しい……」

「あった『ミスティック・ラブ　処女監禁』」

「あーもー、ダメダメダメ！　もうどうでもいいわ！　リモコンを貸して、黎！　あった。わたくしはこれよ、『仁義なきバトル・広島死闘編』！」

「リオナさまがヤクザ映画がお好きだなんてー、びっくりですー。みんなが知ったらリオナさまのイメージがー……」

「お黙り、めぐみ！　あなたたち以外、誰だれも見てないんだから、よくてよ、もう！」

　リオナが言う。その姿勢は、寝椅い子すにほぼフラットに寝転がったままだ。めぐみはファーの長い絨毯じゆうたんが敷き詰められた床に直接寝そべり、黎もたっぷりとしたシングルのソファーにルーズにかけていた。肘ひじかけに高々と脚を投げ出すようなかっこうだ。

　あたりに散らかったお菓子の袋、飲み物のグラス。まるで空気の澱おりが見えるような、だらけきった部屋。これが夷い皇おう島じま最高の権力を持つ、リオナの執務室なのだから驚く。

「へーえ、やっぱりいいわねえ、金かね子こ信のぶ尾おって」

「えー、こんなタヌキオヤジ、どこがいいんですかー、リオナさまー」

「役柄どおりのオヤジってことよ。必要でしょう。こういういやらしい卑ひ劣れつな役やると、光るのよねー」

　リオナが言う。その表情はうつろで緩ゆるんでいた。

　もう数週間も、毎日この部屋でお菓子を食べながらＣＳ放送ばかり見ているのだ。確実に数キロは太っているに違いない。

　なぜこんなことになってしまったのか。

　華道部の脅威を身近にひしひしと感じながらも、決め手がない、というのが大きな理由だった。

　いちばん手っ取り早いのは、由ゆ佳か里りや響織子きようこなど、華道部主要メンバーのスキャンダルだった。それをネタにネガティブキャンペーンを張れば、相対的にリオナの地位はアップする。そのため、風紀委員会を何人も張り込ませ、華道部御ご殿てんを見張っているのだが、いっこうにしっぽを出さない。というよりも、由ゆ佳か里りにも響織子きようこにも、なにも後ろ暗いところがないのだからしっぽが出るわけはなかった。

　ヘンシェルやきっ子と馨けい一いちのドタバタの報告は聞こえてくるものの、アンドロイドには触れたくない。ことが大きくなれば今度こそ大きな機関の介入を招まねくし、少々策をめぐらせたくらいでは、ミス仮装大会のときのように返り討ちにあうのがオチだろう。

　となると、もっともよいことは、なにもしないこと！

　そんなことから、連日ＣＳ番組ざんまいとなってしまった。ところがこれが、見ているとおもしろい。とくにテレビの連続ものなどは、一つ見るとつい続きが見たくなる。ますますＣＳ漬けになるリオナたちだったというわけである。

「リオナさまー、次ー、『キューティーバニースラッシュ』にしてくださいねー」

「だめ。ヒストリカルチャンネルの『ソ連の戦略ミサイル軍』」

「へーえ、おもしろそうなテレビやってんじゃないの。私にも見せてよ」

　突如、ベランダの窓が開いて、風が吹き付けた。

「はあ？　な、なんなの!?　また、あの……！」

　リオナが飛び起きた。かつてのヘンシェルの襲撃（じつは同型のドルニエだったのだが）を思い出したのだ。しかしベランダを背に、自信たっぷりにポーズする少女は、

「フォルゴーレ。覚えておいてもらうわ」

　自信満々でそう名乗ったのだ。

　足首まで届く長い濃緑色のウエービーヘア。胸もヘソも脚も、ギリギリまで露あらわに、オリーブ色の艶つややかな肌を見せ付けている。そう。まさに馨一たちの目の前に現れたあのフォルゴーレなのだが……。

「な、なに、この露出過多な女は！　ま、またアンドロイド!?　そうなのね、またアンドロイドよ、黎れい！」

「こんどはイタリア……」

「よーくわかってるじゃない。いかにも、私はアンドロイドよ。そこ、動くな！」

「ひーッ！」

　リオナの執務机の上にあったペンが飛び、床を這はって逃げようとしためぐみの顔をかすめて、壁に突き刺さった。

「アンドロイドですって!?　なんでまたアンドロイドが！　どうなってるのよ、この島は、アンドロイドだらけじゃなくて！」

「泣き言を言っても始まらないよ。生徒会長、有う楽らく町ちようリオナ、だっけ。それに私はあんたたちをどうにかするために来たわけじゃない。そうならもうやってるわ」

　フォルゴーレはそう言うと、片方の腕を突き出した。手の甲の一部がせり上がり、二十ミリはあろうかという銃口のようなものが覗のぞいた。

「や、やめて！」

　リオナが蒼白そうはくになる。目に明らかな怯おびえの色が走った。

「ハハハ、冗談！　生徒会長さん。何もするわけないってば」

　フォルゴーレは笑って武器を収納した。

「じゃあ、何を……」

「あれ？　おもしろそうなテレビじゃない。ちょっと、どいて」

「ちょ……！　見るの？」

　寝椅い子すのリオナをヒップで押しのけるようにして、フォルゴーレが座った。どっかりと脚を組む。

「リモコン」

「はい……って、どうしてわたくしに命令するのよ！　ここの主人はわたくしなのに！」

「だったら、抵抗してみることね。私はためらわないわ。人間とは違うの。アンドロイドはどんなことでもできる。道徳なんかに縛られない。わかった？」

　殺人もためらわない、そう言っているのか。

　まだ何もしていない。何も力を見せていないのに、フォルゴーレはリオナたち三人を呑のんでしまっていた。黎れいはモバイルＰＣの通信で外に助けを呼ぶこともできたが、それをためらった。フォルゴーレを刺激して、犠牲が出ることを恐れたのだ。

「あのー、お菓子、食べますかー」

「あん？　私はアンドロイドなのよ。そんなもの、食べるわけないわ。昨日は無理に炊飯した米だの、肉だの魚だのを食べてみせて、超気持ち悪かったんだから！　あんなもの日常口に入れてるなんて、信じられない。人間って、ホント、最低！」

　昨日、食べ物を食べた、とは、華道部での夕食のことを言っているのだろうか。

　だとすれば、この少女は、やはりつい先ほど馨けい一いちたちにさんざん絡からんでいたあのフォルゴーレだということになる。

　しかし態度も雰囲気も違っていた。まるで尊大で、乱暴な口をきき、暴力を簡単に振るって省みない、そんな少女が、馨一に迫ったフォルゴーレと同一人物なのか。

　そして、馨一が小こ皇おう島じまの浜辺で見た少女は……？

「つぶしたいんでしょう」

「え？」

　と聞いたのはリオナのほうだった。

「華道部も、華道部のアンドロイドも、みんなつぶしたいんでしょう、って、言ってんのよ。違うの!?」

「あ、いや、そうだけど」

「私が手を貸してあげる」

「本当なの？　でも、あの……」

「ハハハハ！　別にあんたたちに人殺しをしろって、言ってんじゃないわ。大丈～夫。私も人殺しなんてしないから。それに、アンドロイドは殺すって言わないものね。大破。機能停止。それでＯＫ。誰だれも困らない」

「まさか……」

　きっ子とヘンシェルを破壊する、と言っているのか、このフォルゴーレ一人で。

「華道部にはアンドロイドが二人もいるのに、あんたたちだけじゃ勝てるわけないわ。でも私がいれば楽勝よ。私は世界最高のアンドロイド！　あんなボロアンドロイドなんて、エステルノアウト　ディオブ眼中!!」

　高らかに宣言するフォルゴーレの声が執務室に響いた。



    

  
    
      


Ａｌｌｅｇｒｅｔｔｏ



「ここにいらっしゃったのですか、メレンゲ博士」

　白衣の青年が声をかけた。まだ二十歳になったかどうかという、少年の面影を残している。金色の髪が午後の光にふんわりと輝いていた。

「シュバインフルト君か」

「ハンスでかまいません、ドクトル」

　ヨーロッパ調のクラシックな建物。その中庭に面した廊下で、ダークスーツにボウタイのメレンゲとハンスが並んでいる。メレンゲの身長は二メートル近い。ハンスよりも頭一つも背が高かった。

「メイジャイから報告がありました。大佐に上げておきましたが、博士にもお知らせしたほうがいいかと」

「うむ」

「Ｄ・Ｉ・Ａが、本格的に動き出した、そうです。島の監視は強化されるでしょう。作戦を急がなくてはならないかと」

「そうですか」

「……大佐は、新型アンドロイドの性能について疑問を持たれております。イタリアの基本設計をなぜそのまま活いかしたのか、と」

「イタリアの海軍は一流だったのだよ。海の作戦は、フォルゴーレに任せていい」

「フォルゴーレ……投入されたアンドロイドのコードネームですね。なぜ、ペルソナを……ペーソナリティをインストールしたのですか。大佐はそれを……」

「大佐は残念ながら、アンドロイドのことをわかっておられない」

「しかし……」

「考えてみたまえ。君が、個性も人格もない、ただの命令に従う木で偶くの坊ぼうだったら、だ。そうだな。ちょっとそこのペンを取って来い、その程度の単純な命令には苦労しないだろう。学習によっては、マーケットで夕食の買い物をしてくるくらいは可能になるかもしれない。だが、献立を考えることはできまい。では、人を殺せ、という命令にはどうかね。あるいは、別のアンドロイドを破壊しろ、でもいい。その対象は、遠く離れたところにいる。しかもバカではない。警戒もする。どうやって近づき、警戒を突破し、目的を達するのかね。そんなことは、木偶の坊には無理じゃないのかね」

「わかります。創造的な発想が、必要なのですね」

「そうだ。ドルニエにはある程度の自由連想プログラムが搭とう載さいされていた。しかし命令に対して、硬直的な発想しかしなかった。戦術で言えば、正面攻撃だよ。ドルニエとヘンシェルは同型のアンドロイドだ。その特徴をドルニエは利用することもできたはずだ。しかししなかった。そして、パーソナリティを持ったヘンシェルに敗れた。硬直的な発想は、創造的なパーソナリティの敵ではないのだ。わかるかね、ハンス君」

「同型アンドロイドなら、攻撃力は同じのはずだ。ドルニエが敗れたのは、パーソナリティを持たなかったこと、なのですね」

「自ら努力し、ひらめき、あるときは怠なまけることもある生体バイオコンピュータ、それが、パーソナリティなのだ。これなくして、優秀な兵士はありえない。兵士は臆病おくびようではいけないが、恐怖も知らなくてはならない。恐れを知らないだけでは、自己を保存できないからね」

「勇敢と無謀は異なる……」

「そのとおりだ。自己を保存したいという本能が、人間にあらゆる創意と工夫をもたらす。ときには独創的な、あるいは卑ひ劣れつな戦略も用いることができる。しかしだよ」

　そこでメレンゲは初めて口の端に笑いを乗せた。

　おかしくて笑っているのではない。笑いというよりもそれは、静かな興奮が表情に漏もれ出してきている、そんなふうだった。

「人間は自ら命を捨てることができる。自らの信念や思想に殉じて、だ。自己保存の本能を超越して、命を投げ出すことができるのだよ。これは他ほかの動物にはない。動物もときに犠牲をいとわないが、それは自分の種を保存しようという場合の行動に限られる。広義の自己保存といえるだろう。それに対して、自己犠牲は人間だけの特徴なのだ。そしてそれが、人間の最大の武器なのだよ。いいかね。パーソナリティを持たないアンドロイドはただの機械だ。そこに自己保存の本能はない。動物には自己保存の本能しかない。そして人間には自己犠牲という切り札がある。つまり……」



「人間のパーソナリティを持つアンドロイドは……」

「最強の存在だ！　それは将来、人間をも凌りよう駕がする存在に！　……なるかもしれないんだからねえ、ハンス君」

「は、はい」

　南半球は秋を迎えつつある。しかし庭の緑はまだまだ青々と茂っていた。

　この、変哲もない洋館の地下には、広大なアンドロイドの研究施設が広がっている。

　アンドロイドへの偏愛を語るメレンゲの神殿だった。

　ハンスは質問を変えてみた。

「今回の作戦……どうするおつもりなのです。本当にその少年が何かを握っていると」

「正直なところ、私にこの事実を気づかせてくれたのは、いわゆるＫウイルスの一件がきっかけだ。ヤーパンのアンドロイド、キッコのオリジナルメモリーに含まれていたものだよ。これをインストールしたヘンシェルは、投入された夷い皇おう島じまで劇的な変化を遂げている。それは先ほども出た、インストールされなかったドルニエとの違いでも明らかだろう」

「前回の作戦後に明らかになったウイルスですね」

「そうだ。アンドロイドの生体バイオコンピュータに棲すみついて、自由連想プログラムを飛躍的に拡大させる効果を持つ。これによってアンドロイドは、明確に自我と呼べる状態を作り出した。ところがだ。このＫウイルスは一種のバグによって偶然発生したものなのだ」

「それは工作員の、ブリテンの報告によるもので？」

「うむ。しかも、たった一人の少年が、ヤーパンのアンドロイド、〈キ―５５０〉を偶発的に起動させたことが発生原因と言われている。しかし本当にそうだろうか。そうだとしても、他ほかの要因はないのか」

「それを解明するためなのですか」

「考えても見たまえ。Ｋウイルスの新種を人工的に作ることができれば、我々の計画は大きなアドバンテージを持つことになる」

「しかし、ウイルスの解析はすでに……」

「終わってはいる。ゆえに、フォルゴーレには改良されたＫウイルスをインストールすることができた。しかし、その少年に対する興味は尽きないと思わんかね」

「科学者の好奇心ですか。大佐はドクトルのそれを懸念されておられます。くれぐれも、計画を第一にお考えいただくよう……そろそろ私は行かなくてはなりません。また、連絡いたします」

　ハンスは会え釈しやくすると午後の光の差し込む廊下を去って行った。

　メレンゲはその後ろ姿を目で追うこともなかった。

「……わかっておられんな、大佐も。我がクロイツロッサの最終目標に、この私のアンドロイド計画がもっともふさわしいということを。ハンス君、彼も惜しいことだが……」



    

  
    
      


６　夕陽を追いかけて



「は～……」

　数メートル離れていても聞こえる大きなため息を漏もらすのは、もちろん馨けい一いちだった。

　午後。学生街の喫茶店。などにはもちろん一人で入るはずもなく、物陰の木箱に腰を下ろして生温ぬるい缶ジュースを飲んでいた。

　この島に自販機がないわけではないが、たいていは店で店員から直接買う。冷えているジュースは十チケット割高なので、自然の温度と同じものを買った。つまり、冷蔵庫ではなく店先に詰まれた段ボール箱に入ったジュースだ。

「果肉のつぶつぶ入りって、本土じゃ流は行やってるのかな。粒が缶の飲み口に付くのが嫌だよ……それに、粒入ってたって、果汁三十パーセントだし」

　意味もなく悪態をついてみる。

　きっ子やヘンシェルが付いてこようとするのを強引に断って一人で出てきたのだ。外出しても、とくに行くところもなかった。それで学生街のこんなところでぼんやりしている。

「こんなことなら、学校があったほうがよかったよ」

　一人だと、時間のつぶし方がわからない。

　ここのところいつもきっ子やヘンシェルとドタバタやっていたから、いつもすぐに昼になり、夕食になり、就寝時間になった。毎日何をした、ということもないので覚えてもいないが、時間の進むのだけは早かった。

　いまとなっては謎なぞの温泉旅行。

　その旅行を振り返る間もなく現れた謎のイタリア娘。

「もう、いっぱいいっぱいだよ」

　いま思えば、温泉旅行自体、仕組まれていた可能性が高い。

　急に当たった福引。しかも当たり券も、馨一たちが引いたくじではなく、すり替えられたとしか思えない。帰ってきてから流山ながれやまが確認したら、馨一たちに対応したのは、その日一日だけアルバイトで雇った店員だったことが判明した。それ以来店には来ていない。しかも店は、福引のキャンペーンなど行っていなかった。

　小こ皇おう島じまへ運ぶ小船の船頭も、民宿の女将おかみも謎だった。

　馨一たちが浜で謎の少女に出会った翌日、人のよさそうな女将は忽然こつぜんと消えていたのだ。しかも、人魚を撮影したビデオテープまでがなくなっていた。

　さらに、夕方、全員を迎えに来たのは、前日に馨一と流山を島まで送ってくれた学生とは別人だった。その日の朝、突然電話がかかって来て、小皇島へ行くよう頼まれたというその学生が言うには、人魚の話など聞いたことがないという。

「いったい、何だったんだ……」

　馨一はため息とともにつぶやいた。

　フォルゴーレの騒さわぎに、つい気をとられてしまいそうになるが、本当はそんな場合ではないのだ。

　馨けい一いちたちの知らないところで、底知れない陰謀が動いているのを感じる。足元のさらに深いところで、何かが蠢うごめいているような不安……。

　きっ子たちの乗る潜水艇を襲った謎なぞの人魚。

　そして人魚を彷彿ほうふつとさせる裸身の少女。

　フォルゴーレ……。

　明らかに、小こ皇おう島じまの少女に似ている。髪や、肌の色。雰囲気は違うけれど、顔も似ていると思う。

「きっ子やヘンシェルは怒っちゃうし、まあ、無理もないよな。きっ子たちも、あの人魚の女のコを見てるんだから」

　そういえばあのとき、岩場の少女に向けてきっ子はためらいもなく過粒子砲を撃ったし、ヘンシェルは翼つばさを広げて追跡しようとした。馨一の他ほかに誰だれもいなかったとはいえ、二人は普段、アンドロイドと思われるような行動をいっさい控えている。アンドロイドと思われたくない、というのが本当ではないだろうか。

「なのに、アンドロイドの武器をむき出しにして戦うなんて……」

「……何してるの？　市いちヶが谷やくん」

「うわ！」

　缶ジュースの残りを一気に喉のどへ流し込もうとしていた馨一は、思わず急な角度をつけすぎてジュースをあふれさせてしまった。顎あごから喉へジュースが滴したたり落ちた。

「うわ、粒が！　くそ……ゆひちゃん？」

　………………

「夕食のお買い物に来たの。当番だから。でももう帰るところ」

　偶然通りかかったゆひと並んで歩く帰り道。重そうな買い物袋は、二つとも馨一が持つ。

「市ヶ谷くんは、何か用事だったの？」

「いや、ないんだけど、ちょっと一人になりたくて。ほら、部室にいると、きっ子やヘンシェルがうるさいから。それに、新しいフォルゴーレさんとか」

　こんなふうにゆひと二人きりになるなど、何ヶ月ぶりだろう。

　まえに、ゆひが夷い皇おう島じま大学の華道部へ茶器を運ぶのを手伝って以来だと思う。あのときは、突然のスコールで、いっしょに畑の中の小屋に逃げた。そこでスコールが止やむまで待ちながら、いろんな話をしたと思う。

　あれは、楽しかったな。

「ゆひちゃんは、家に帰らないの？」

　春休みの帰省のことを言ったのだ。といっても、いまからでは春休みは残り一週間あまりしかないのだが。

「うん。なんとなく。帰りそびれちゃったって、ところ。市ヶ谷くんは……帰らないか」

「ぼくも、なんとなく、かな」

　実家に帰りたくないわけじゃない。たまには母親の料理も食べてみたい。帰ったら帰ったで、落ち着くだろう。しかしもう近所に友だちもいない。いまさら帰ったって……。

「きっ子やヘンシェルがいるし、それに、昨日着いたフォルゴーレも、いろいろと、ね」

「……フォルゴーレさんて、二年生なのよね。四月の新学期から編入なのに、早く学園の生活に慣れたいからって、自分から申し出て一週間以上も早く来たんだって。市いちヶが谷やくん、聞いてる？　重い？」

「いや、聞いてるよ。重くないよ、全然」

「でも不思議ね。なんで転校生や留学生……きっ子ちゃんやヘンシェルさんのことだけど、みんな市ヶ谷くんのことが、好きになっちゃうのかな」

「そ、そうだよね。でも、ぼくもわからないよ。そんなにモテたって、いいことないし。いまだって、きっ子とヘンシェルがぼくについてくるって言うのを、無理に振り切って来たんだよ。それに、あのフォルゴーレまで来たら、身が持たないよー」

「ふうん。市ヶ谷くん、きっ子ちゃんたちのことが嫌いなの？」

「嫌いじゃないよ。きっ子もヘンシェルも、タイプは違うけど、きっ子はいい子だし、ヘンシェルはすごく、なんていうか、できる、女性だと思うしね。だけど、あんなふうにベタベタされたらちょっと迷惑っていうか。なんであんなに露骨なんだろう。もっと、普通にしていてくれればさ、こっちも落ち着いて付き合って、選ぶことができるのに」

「市ヶ谷くん」

　ゆひの声のトーンが変わった。

「え？」

「市ヶ谷くん、ちょっとモテるからって、いい気になってるんじゃない」

　ゆひが立ち止まった。馨けい一いちを見る。

「ゆひ、ちゃん」

「きっ子ちゃんもヘンシェルさんも、市ヶ谷くんのこと、真剣に好きなのよ。だけど二人とも姉妹みたいなものだから、あんなふうに、冗談めかしてするしかないの。でないと、本当に気まずくなっちゃうじゃない。いつも市ヶ谷くんを取り合いみたいになるのも、お互いに抜け駆けしないようにって、口に出さなくても決めているからなのよ」

「そう、なのか」

「そうよ！　市ヶ谷くん、女のコの気持ち、もっとわかってあげてよ！」

「だって、きっ子やヘンシェルは、アンドロイドだし……」

「だから、よけいやさしくしてあげなきゃ！　きっ子ちゃんもヘンシェルさんも、とても弱いんだから」

「弱い!?」

　馨一は驚いた。どうしてきっ子やヘンシェルが、弱いのか。あんなに強いじゃないか。

「ゆひちゃん、でも、きっ子はあんなすごい武器もあるし、ヘンシェルは加速装置や、空を飛ぶことだって……」



    

  
    
      



    

  
    
      「市いちヶが谷やくん、全然わかってないよ」

　ゆひは改めて馨けい一いちを見た。その目はもう怒ってはいない。むしろ哀かなしみに潤うるんでいた。

「きっ子ちゃんやヘンシェルさんは、そんな武器があるから、大変なのよ、普通の人になれなくて。武器があるから強いとか、そんなことありえない。それよりも、きっ子ちゃんたちには、両親や親戚しんせきもなければ、帰る家もないのよ。私たちみたいに、春休みだからって帰省できるわけじゃない。そういうの、市ヶ谷くん、わかってない」

「家も、ない……」

　馨一はショックを受けた。

　この瞬間に、自分の母も父も、家もなくなったら、どうなるだろう。自分はどうするのだろう。

　自分の根のようなもの、拠よりどころがいっさいなくなる恐怖。

　裸でサハラ砂漠に放り出されたような、たよりなさと孤独、それに、どうしようもない寂寥せきりよう感に苛さいなまれるだろう。

　きっ子やヘンシェルが、そんな思いをしていたなんて……。

「きっ子ちゃんやヘンシェルさんは、市ヶ谷くんだけがたよりなんだよ。市ヶ谷くんしかいないの。それを、二人のうちどっちかを選ぶだとか、うるさいだなんて」

「わかったよ。ぼくが、悪かった。そんなふうに言うつもりじゃなかったんだけど」

　つい、ゆひの前で、自慢してみたくなってしまったのだろうか。モテ男ぶりを気取ってみたかった？　それでゆひの気を惹ひけるわけがないのはわかっていたのに。

「ごめんなさい。市いちヶが谷やくんの気持ちもわかるの。きっ子ちゃんのときもそうだったけど、私だって、好きな人がアンドロイドだったら、わからないもの」

　ゆひは急にあいまいな笑顔を馨けい一いちに向けた。

「そう、だよね」

「行こうか。市ヶ谷くん。立ち話、しちゃったね」

「うん」

　馨一は黙って荷物を持った。ゆひがとなりを歩いている。が、それ以上話はできなかった。

『私だって、好きな人がアンドロイドだったら……』

　好きな人って、誰だれなんだよ、ゆひちゃん……。

　　　＊　＊　＊

「アモーレ！　いっしょに学校行くデス！」

　フォルゴーレが来てから早一週間。すさまじいラブラブ攻撃は留とどまるところを知らない。

　朝一番で馨一の布団に潜もぐり込んでくる。

「いや、学校って、今はまだ春休みだってば！」

「だったらいっしょに寝るデス！　ミーがいっしょに寝てあげるデスよ」

　身体からだを密着させてくる。しかしその身体が妙にすべすべしているような……。

「ま、まさか、服は……」

「ハイ。着てないデス。してもいいデスよ。アモーレなら、ミはかまわないデス！」

　そう言ってフォルゴーレが抱きついてくる。グッと押し付けられる胸。腰のあたりの感触。フェロモンのように香る甘い甘い匂におい。香水なのか。その匂いが鼻孔を満たすと、馨一の頭の中が朦もう朧ろうとしてくる。

「してもいいって!?　ちょ、ちょっと……」

「そうそう。いいデスよ。おっぱい、触さわりマスか？　ウフフフ……」

「だめー!!　でありますー!!」

　突然迸ほとばしる火球。フォルゴーレは間一髪身体を翻ひるがえし、跳とび退のいて逃れる。火球は馨一の布団を直撃した。

「うわ、うわー、熱、熱―――――！」

「へ、へーか、だいじょうぶでありますか!?　あー、もう、ふぉるごーれがいけないでありますー！」

　………………

　あるいは、頼まれものをした馨一が華道部御ご殿てんの廊下を歩いていると……。

「アモーレ！　ここにいたデスね！　ミといっしょにお風呂入るデス！」

　突然飛び出して来たのは、バスタオルを身体に巻いただけのフォルゴーレである。

「うわあ！　何してるんだよ！」

「さ、ミといっしょに背中流し合うデス！」

「お風呂って、普通華道部のみんなは夜お風呂に入るんじゃないのか。まだ昼前だろ」

「かわまないデス！　ミが沸わかしたネ。朝風呂は身体からだにいいデス！」

「そんなの関係ないよ。離してくれ！」

「オウ！　大丈夫。ミに任せて！　アモーレは何もしないでいいネ。身を任せていればいいデスよ」

　意外に強いフォルゴーレの力に、ズルズルと湯ゆ殿どのの方へ引きずり込まれていく馨けい一いち。しかし湯殿の戸を開けるとそこには……

「ケーイチから手を離せ！　無礼者！」

　中で待っていたのは剣を抜き放ったヘンシェルだった。間髪をいれず、フォルゴーレに襲いかかる。

「ヘンシェル!?」

「キャアアアア！　アモーレ、助けてデス～！」

　これもすんでのところで身をかわしたフォルゴーレだが、激しい動きにバスタオルはとうに剥はがれてしまっている。

「わぁ！　な、何か、着てよ！」

「ケーイチ、そちらを見るな！」

　ヘンシェルは続けざまフォルゴーレに抜き打ちを放つ。しかしそれをフォルゴーレはすべてかわすと、飛び去るように姿を消す。

「逃げ足の速いやつ……」

　………………

　そして、華道部御ご殿てんでの夕食のときだった……。

　学園では基本的に朝、昼、晩ともチケットを払えば学食が出る。しかし学食を嫌って街で外食したり、自分で材料を買ってきて自炊する生徒もいる。すべて学食なら格安で済むが、外食となればその数倍はくだらない。

　華道部では、基本的に持ち回りで当番を決め、自炊して全員で夕食をとることになっていた。そして発明部の馨一たちも当番に加わっている。ということは夕食は華道部の少女たちと毎日とれるのだが。

「はいアモーレ、あ～ん、デス！」

「いいよ、やめてくれよ」

　普段は華道の稽けい古こにも使われる大広間。

　そこに二十人近い華道部の少女たちが二列になって向かい合い、それぞれ膳ぜんを前に食事をしていた。

　満座の中、馨一に密着しているのはもちろん、フォルゴーレだった。手取り足取り、食事を馨一に食べさせようとする。

「ミの分も食べていいデス。アモーレ、いっぱい精力つけてくださいデスよ。後でた～っぷり、ミがサービスするデスから」

「黙って聞いていれば勝手なことばかり……貴様、そこへ直れ！」

　とうとう我慢できなくなったヘンシェルが剣を抜きつけようとした。それを止めようとする華道部の女子部員たち。そしてわざとらしく馨けい一いちに抱きつくフォルゴーレ。

「キャ～！　アモーレ、またあの乱暴な女が襲ってきたデス！　助けてデス！」

「いや、だから、フォルのそういう態度がいけないんだって」

「キャ、アモーレ、フォルって呼んでくれたデスか！　ミ、感激デス！　アモーレ、大好きデス！」

「いやでありますー！　へーかからはなれるです、ふぉるごーれ！」

　きっ子も加わり、食事の席が再び大混乱に陥るか、と思われたそのときだった。

「静かに！　食事はみなさん、仲良く騒さわがずに、召し上がってください」

　由ゆ佳か里りである。さほど大きな声でもなかったのに、広間にいた全員の気持ちがスッと引き締まる。まるで心の居住まいを正したような、由佳里の一言はそんな効果があった。

「ヘンシェルさんときっ子さんは食事をしないのでしたら、部屋へ戻っていてください。フォルゴーレさんの席は、市いちヶが谷やさんのとなりではないはずですよ」

　穏やかな口調だが、ぴしゃりと言ってのける。見事な喧けん嘩か両成敗りようせいばいだった。

「もとはといえば、この女が……」

　ヘンシェルは言いかけたが、そういう自分の態度が見苦しい、と悟ったのだろう。剣を収おさめると広間を無言で出て行った。

　アンドロイドであるきっ子とヘンシェルは食事をしない。しかし食事の当番は務めている。当番でない日は、発明部の部室で馨一を大人しく待っているか、華道部の自室で学校の課題などを済ませていることが多い。当番でもないのに今日、夕食の広間に来ていたのは、もちろんフォルゴーレを見張るためだったのだ。

「ア～、驚いたデス。ミもすっかり食欲がなくなったネ。アモーレ、また後で、お風呂いっしょに入るデスか？」

「まさか。入らないよー」

　フォルゴーレは立ち上がると、自分の膳ぜんを下げに炊事場へ向かった。その姿に、華道部の少女たちがざわざわと声を立てる。あきらかに、フォルゴーレに対しての非難が混じっていた。しかし本人はまったく意に介さない。

「すごい人ね、フォルゴーレさんって。イタリアの人ってみんなああなのかなあ」

　ゆひが小さな声で言う。

「まさか。みんながみんなああでは、国がもたないわよ」

　響織子きようこが箸はしも休めずに答えた。

　………………

　フォルゴーレが炊事場に膳を置いて戻る途中だった。

「そこにいたデスか」

「私がいるのがよくわかったな」

　物陰から現れたのは、もちろんヘンシェルである。

「きっ子、というピッコロもいっしょデスか」

「いや。きっ子は発明部の部屋へ先に行かせた。それよりお主、わかっているであろう。話がある。ついてきてもらおう」

「仕方ない。ま、いいデス」

　フォルゴーレが答えるまえに、ヘンシェルはもう背を向けて歩き出していた。

　ヘンシェルが向かったのは、御ご殿てんの裏手にある河原だった。このあたりは街灯もない。御殿から漏もれて来る光をのぞけば、月と星しか明りはなかった。

「ずいぶん寂しいところに来マスね。まるで、決闘みたいデス」

　笑うフォルゴーレに、ヘンシェルの表情は冷たく冴さえたままだった。

「はっきり言おう。お主、アンドロイドだな」

「はア？　アンドロイドって、なんデスか？　もしかして、ロボットのこと？　ミが？　ハハハ、ハハハ……」

「なぜ笑う」

「だって、アニメじゃないデスよ。そのへんにロボットだのアンドロイドだの、まさか。冗談きついデス。おなか、よじれマス」

「冗談ではない。私が、アンドロイドだ」

　ヘンシェルはそう言うと、背中の翼つばさを展開して見せた。こんなときのために、ヘンシェルのブラウスは背中にスリットが入っている。

「オウ！　すごい！　どうやったデスか！」

「黙れ！　いい加減に正体を現せ！」

　ヘンシェルは翼を収納すると、同時に剣を抜き、フォルゴーレに斬きりかかった。しかしフォルゴーレはすんでのところでかわす。

「その身のこなし、間違いない、人間のものではない。人間なら、かわすにも動きに無駄が出る」

「そんなこと言われても無理デス。身のこなしなんて。ミ、逃げるので精一杯デス！」

「ウソを言うな！　初めからわかっていた。私が最初に抜きつけたときだ。お主は逃げなかった。かといって怯おびえる風でもなかった。最初から剣の動きを見切っていたな。大げさに悲鳴を上げるふりをしていたが、どこにも恐怖も緊張もなかった」

「あなたの思いすごしデス！　ミはずっと怖かったネ」

　話しながらも、ヘンシェルは次々と剣を繰り出していく。フォルゴーレはそれを奇跡的にすべて避けているのだ。これだけでも、常人の技ではない。

「そろそろ話してもらおう。あの島にいたのはお主だな。それに、人魚も」

「人魚？　アンドロイドの次は人魚デスか!?」

　フォルゴーレの表情に笑顔がなくなっていた。ヘンシェルは、このとき、と狙ねらいを定め、加速装置のエネルギーをチャージした。

「どうしたデス？　もう止やめデスか？　なら……」

　フォルゴーレの言葉の途中で、ヘンシェルが動いた。加速装置。数メートルの間合いが一気に詰まる。人間ならば、絶対に防ぐ術すべはない。

「!!」

　だがフォルゴーレは一瞬早く、跳とび退のいていた。いや、まるでヘンシェルが加速装置を使うのを知っていたように、その寸前に背後へ跳躍ちようやくしたのだ。

　しかし、加速装置のスピードはそれを上回った。遠ざかるフォルゴーレにヘンシェルが追いつく。

　と、異変が起こった。

　バシャアアアアッ！

　しぶきとともに背後の川へ落ちるフォルゴーレ。そう大きな川ではない。深さもいまの季節、膝ひざのあたりまでしかないだろう。しかしわざと川の中へ倒れた、いや、背中から飛び込んだように見えた。

　そこへヘンシェルの剣が襲いかかった。

　ヘンシェルにしても、まともにフォルゴーレを突こうと思ったのではない。十分に手加減している。挑発し、アンドロイドの正体を暴こうとしたのだ。

　剣の切っ先がフォルゴーレの喉のどに突きつけられる、そう見えたそのときだった。

「うっ！」

　突然、ヘンシェルの身体からだが、大きく跳はね飛ばされた。正確には、胸に弾丸を受けたような衝撃だった。

「貴様、何を……！」

　ヘンシェルは胸を押さえて立ち上がった。アンドロイドの超甲殻チタン装甲でなければ致命傷を負っていただろう。それでもダメージはヘンシェルの戦闘力を大幅に奪っていた。

「何を言っているデスか。ミにはぜんぜんわからないネ！　フフフ」

　フォルゴーレは川の深みを見つけたのか、腰のあたりまで水に浸つかっている。濡ぬれた髪が広がり、肌に張り付いて凄そう絶ぜつな美しさを醸し出した。

　その光景、水に濡れたフォルゴーレは、まさに小こ皇おう島じまで見た少女と同じだった。

「貴様やはり、あの島にいた……」

「フフン、もう隠すのも面倒デス。そう、ミはあの島にいた娘ネ。人魚もそうデス。ミは水中戦用アンドロイドネ。水の中を三十ノット以上のスピードで泳げるデス。夜中に抜け出して、あの小島へ行って朝までに帰ってくることも楽勝デス！」

「おのれ、やはり。何が目的だ。私か、きっ子か？　それともケーイチか」

「目的はセンプリチェシンプル。トゥユーときっ子を破壊し、ケーイチを連れ帰るデス」

「連れ帰る……貴様、やはりネオ・ナチの！」

「もともとトゥも同じはず。ドクトル・メレンゲに作られた。ミはトゥの後に作られたから、言ってみれば、トゥの妹デスね」

「黙れ！　貴様のような妹を持ったおぼえはない！」

　ヘンシェルにクロイツロッサの研究所にいた、という明確な記憶はなかった。オーストリアで生まれ、育ったという偽の記憶を植えつけられていたためである。しかしクロイツロッサとの接触によって、一部の内部命令が蘇よみがえっていた。

　いまヘンシェルの中には、自らの誕生やその意識の覚醒かくせい以前のことについて、記憶とも呼べないおぼろげな感覚があった。それがヘンシェルを苦しめてもいた。

「いずれにせよ、これで貴様が敵だということがはっきりした。妹だろうと、もう手加減はせぬ！」

　ヘンシェルに、再びの加速装置のチャージは済んでいる。

「ミは人魚デスもの。アドリア海の白イルカの脳から培ばい養ようされた細胞を組み込んであるネ。水の中では、トゥたちと運動機能が違うデス！」

　しかし不思議とフォルゴーレはそれ以上仕掛けてこない。そう大きくない川とはいえ、水のあるところならばフォルゴーレの有利は揺るがないというのに。

「ならば、こうだ！」

　ヘンシェルはチャージの終わった加速装置で最後の賭かけに出た。これ以上長引けば、戦闘力の低下したヘンシェルは、水を利用したフォルゴーレの敵ではなくなる。

　一気に加速した。川の中心にいるフォルゴーレを目指す。中枢機能を刺し貫き、停止させるつもりだった。

　真っ直すぐ突進する、と見せかけてヘンシェルは背中の翼つばさを開いた。一瞬高く舞い上がる。

　ヘンシェルの視界の中でまたもフォルゴーレは止まっている。その身体からだを飛び越え、反対側へ回り込んだ。

　加速装置と飛行デバイスは同時に併用はできない。飛び上がった時点で、ヘンシェルの加速装置は解除されている。しかしフォルゴーレの虚を衝つき、背後を取ることに成功した。

　フォルゴーレの右手の甲が開いて、武器の開口部が見えた。ヘンシェルが受けた打撃は、明らかにここから発射された武器によるものだったろう。しかし、もうこの武器は使えない。ヘンシェルはフォルゴーレの背後にいる。

　勝った！

　そう思った。エストクの切っ先を繰り出す。

　しかし驚くことが起こった。

　フォルゴーレが振り返りもせずに左腕を突き出したのだ。

　その腕は剣を握ったヘンシェルの腕を弾はじき、ガードした。剣の切っ先が大きく逸それる。攻撃は失敗した。そう思った。そのとき……。

「キャアアアアアアア!!」

　夜をつんざくような悲鳴が迸はしった。

　悲鳴の主は、フォルゴーレだった。

「なに、バカな……!?」

　言ったのはヘンシェルだった。

　フォルゴーレの右腕、手首のあたりにエストクの切っ先が突き刺さっていた。

　襲撃は失敗したはずだった。ヘンシェルが振るった剣はフォルゴーレの左腕で弾はじかれた。なのになぜ？

「……ヘンシェル!?」

　呼ぶ声にヘンシェルは振り返った。背後に馨けい一いちが立っていた。

「ケーイ……」

「アモーレ!!　わああああああ！」

　突然、フォルゴーレが泣き出した。剣の切っ先が突き立った右手首を握って、苦痛と恐怖に声を上げて泣き続ける。

「貴様、何を……!?」

　しかしフォルゴーレの腕に刺さった剣を握っているのは、紛れもないヘンシェルなのだ。

「ヘンシェル、剣を引くんだ！　早く！」

　馨一に言われるままに、ヘンシェルは剣を引いた。切っ先が抜けると、フォルゴーレの手首から鮮血が噴き出した。

「アアアアア、痛ああい、痛ああああい！」



    

  
    
      



    

  
    
      　血を見ると、フォルゴーレはさらに声を上げた。目をつぶり、顔を背けているが涙は止まらない。

「フォルゴーレさん！」

「大変！　救急箱を持って来ます！」

　見ると、由ゆ佳か里りやゆひまでが出てきていた。

「フォル、大丈夫か!?」

　夕食の後、姿が見えなくなったヘンシェルとフォルゴーレを捜して、馨けい一いちは、河原まで下りてきたのだ。人影を見つけ、駆け寄ってきた馨一が見たのは、川の中でもつれ合う二人。そしてフォルゴーレの手首に剣を突き刺しているヘンシェルの姿だった。

「ヘンシェル、なんでこんなことを！」

　馨一は自身が血で汚れるのもかまわず、フォルゴーレの手首の傷を押さえていた。フォルゴーレはといえば、血の気の引いた顔で、馨一の身体からだに抱きついている。

「違う、ケーイチ……おのれ、こういうことだったのだな。ケーイチやみんなをだますために、わざと私の剣を受けたというのか！　浅はかな芝居はそのくらいにして、正体を現せ！　この……」

　ヘンシェルはなおも剣を振りかざし、フォルゴーレに挑もうとする。いまは馨一に抱かれるように身を預けているフォルゴーレの襟えり首をつかむと、無理矢理引き剥はがした。

「キャアアア！　や、やめてエエエ！」

　悲鳴を上げるフォルゴーレ。しかしヘンシェルは容赦せず、その喉のど首に剣の切っ先をあてがった。

「さあ正体を見せよ！　卑ひ劣れつなネオ・ナチのアンドロイド！」

「やめないか、ヘンシェル！」

　馨一が止めに入った。ヘンシェルの腕を押さえる。

「止めるなケーイチ、この者、人間ではない！　このままにしておいたら必ずそなたに危害を加える。そんなことになるまえに、禍か根こんは絶たなくては！」

　ヘンシェルは馨一の腕を振り払って、フォルゴーレの喉を突こうとした。もう手加減はない。それほどに目の前のフォルゴーレは危険な存在なのだ。

「ヘンシェルさん！」

「へんしぇる！　やめるであります！」

　由佳里が戻ってきていた。きっ子もいた。しかしヘンシェルは動じなかった。正義を信じて疑わないヘンシェルに、ためらいは今度こそなかった。

「アアア……」

　フォルゴーレはそれでも逃げなかった。目をつぶり、恐怖に怯おびえていた。剣の切っ先は首筋に当てられている。ほんの少し、ヘンシェルが力を加えれば、もっとも繊細な部分が確実に破壊されるはずだった。

「助けて、アモーレ……！」

　助けを求めるフォルゴーレのかぼそい声が、ヘンシェルの意識を逆なでした。

「まだするか！　ならば望みどおり……！」

　パン！

　乾いた音がやけに大きく響いた。

「あ……」

　声を出したのは、馨けい一いちだった。いま気づいたように、上げられた自分の手を見る。

「……ケー、イチ」

　ヘンシェルは剣を握ったまま止まっていた。その身体から、力が抜けている。そして剣を、取り落とした。両手で、自分の顔を包み込むように、触れた。

「市いちヶが谷やさん！」

「市ヶ谷、くん……？」

　由ゆ佳か里りもゆひも、一瞬の出来事に声を失っていた。きっ子も動かない。

　馨一の手が、ヘンシェルの頬ほおを叩たたいたのだ。

　平手が頬を張り、ヘンシェルは立ち尽くした。

「あ……ご、ごめん……ヘンシェル。こんなことを……」

「私を、ぶったのだな……ケーイチ、みんなのまえで、私の、顔を……」

　ヘンシェルの顔が見る見る青ざめた。そして怒りとも哀かなしみともつかない表情に、凍りついた。

　小刻みに、震えているのがわかった。打たれた頬を隠すように、両手で顔の下半分を覆っている。しかし隠されない碧みどりの瞳ひとみが、震えながら馨一を見つめていた。

「ごめん、ヘンシェル、そんなつもりじゃなかったんだ。どうしても、止めたくて！　でも、力で抑えることができないって思ったら、つい！　……つい、無意識に……キミをぶつつもりなんか、なかったのに」

　しかしヘンシェルは答えない。ただ、馨一を見つめるだけだった。その瞳ひとみに、見る見る涙がたまっていくのが暗くら闇やみにもわかった。

「市ヶ谷さん。フォルゴーレさんを」

　見ると、もう由佳里が馨一の側そばまで来ていた。濡ぬれるのもかまわず、川に脚を浸している。馨一からフォルゴーレを引き取ると、その腕を手当てする。

「フォルゴーレの傷は、大丈夫ですか？　血が……」

　由佳里が巻いた包帯が、もう半ば赤く染まっている。

「傷口を拭ふいたときには、血が止まりかけていたのでもう大丈夫だと思います。刺し傷なので、傷口はそんなに大きくありませんでしたから」

「アモーレ、ミはもう大丈夫デス」

　立ち上がろうとするフォルゴーレに馨一は肩を貸す。片手の使えないフォルゴーレは馨一にもたれておぶさるような格好になった。

「ダメだ、ケーイチ！　離れろ、その女から！　その女は危険だ。そなたを誘拐しようと狙ねらって……」

「いい加減にしないかヘンシェル！」

　なおもフォルゴーレを引き離そうとするヘンシェルに、とうとう馨けい一いちは大声を出した。

「フォルゴーレは怪け我がをしてるんだぞ！　普通の人に、こんな怪我をさせて。ヘンシェル、キミは……そんなだから、強いけど、フォルゴーレはただの女のコなんだ。どうして手加減しないんだ。下手をすれば、死んでしまうところじゃないか！」

「違う！　その女は、ネオ・ナチの、例の機関から派遣されたアンドロイドだ。この島に来たのも、私やきっ子や、そなたを狙ねらって……どうしてわからないのだ！」

「わからないよ！　現にフォルゴーレは怪我で、こんなに血が出ているんだ。どこがアンドロイドなんだよ。フォルゴーレのことが嫌いだからって、そんなウソまでつくなんて」

「ウソ……。ウソだというのか。私の言うことが」

　ヘンシェルが言葉を詰まらせた。

「わ、わからないけど。とにかく！　いまのヘンシェルは、キミはどうかしてる！　いつものヘンシェルじゃない！　フォルゴーレに謝るんだ！」

「市いちヶが谷やくん、それは言い過ぎよ！」

　ゆひが言うが、馨一は引かなかった。

　馨一の目には、傷ついたフォルゴーレと、加害者のヘンシェルとしか見えていない。フォルゴーレにちゃんとした手当てをさせるのはもちろん、ヘンシェルをこのまま許すわけにはいかない、と思う。

「まだわからないのか、ケーイチ。私はそなたのために……」

「アモーレ、もういいデス。ミの怪我、ぜんぜん痛くないネ！　だからヘンシェルのこと、怒らないでほしいデス」

「フォルゴーレ、キミがやさしくそう言ってくれるのはうれしいけど……でも、ヘンシェルを……」

　そう言って馨一が視線をふとヘンシェルに戻した。

　ヘンシェルは馨一を瞬まばたきもせずに見つめていた。唇は固く小さく結ばれている。大きな碧みどりの瞳ひとみは、潤うるんで震えていた。いまにも涙の最初の一滴がこぼれ落ちそうだった。

「ヘン、シェル……」

「もういい！」

　思わず伸ばそうとした馨一の手を、ヘンシェルは振り払った。剣を拾い上げる。

「ヘンシェル、言い方は悪かったけど、でも……」

「これ以上私にかまうな！　もう、私はそなたを……」

　ヘンシェルはキッ、ときびすを返した。その瞬間に、いくつもの水滴が舞うのが見えた。それはヘンシェルの濡ぬれた髪についた水滴だったのか。それとも涙の雫しずくだったのか。

「ヘンシェ……！」

　呼び止めようとする馨一を振り切るように、ヘンシェルの背中から翼つばさが開いた。噴射ノズルも現れる。

「へんしぇる！　いったらだめであります！」

　きっ子が叫んだ。しかしヘンシェルは振り向かなかった。

　金色の長い髪をなびかせ、一気に空へ駆け上がる。

　あっと言う間に、夜の空に消えていった。

「ヘンシェル……いったい……」

　追うこともできず、馨けい一いちたちは空を見上げることしかできなかった。



    

  
    
      


７　夢の中へ



「ミが眠るまで、手を握っていてくれマスか、アモーレ」

　フォルゴーレがそう言って、怪け我がをしていないほうの手を布団の隙すき間まから差し出した。

「……うん。わかったよ、フォル」

　馨一は迷ったすえに、その手を取った。フォルゴーレの手はひどく冷たい。

　華道部の御ご殿てんへ戻った後、由ゆ佳か里りやゆひがフォルゴーレの傷を手当てし、濡ぬれた身体からだを拭ふいた。冷えてしまった身体を温めるために熱い風呂が作られた。

　フォルゴーレは疲れたようすを見せて、いつもの元気もなく大人しかった。風呂に入り、用意された浴衣ゆかたを着ると、部屋に敷かれた夜具に入った。しかし、

「アモーレ、お願いデス。ミが眠るまでいっしょにいて欲しいデス」

　馨一はためらったが、蒼白そうはくな顔で訴えるフォルゴーレを一人にしておくわけにもいかない、と思ったのだ。

「アモーレの手、温かいデスね」

「フォル、あのさ、ヘンシェルとのことなんだけど、何があったのか、もう少し詳しく教えてくれないか」

「あー、もうそのことは、いいデス。そんなことより、アモーレ、いっしょに布団に入って、寝てほしいデス。ミ、少し、寒いデス」

「ダメだよ、そんなこと。寒いなら、もっと掛け具を持ってくる」

「ア、ダメ！　行かないで、アモーレ！　もう、アモーレはなんでそんなに冷たいデスか。何もないデス。いっしょに寝るだけネ。雪山で遭難したら、ハダカで温めあう、常識ネ」

「ここは雪山じゃないよ。でも暖房はないしなあ」

「ミ、寒いネ！　寒くて死んじゃうデス！　血が減ったせいネ。アモーレ、早く温めてくれないと、ミが死んでもいいデスか」

「わかった、わかったよ。大げさだなあ、フォルは。でも横に寝るだけだからね」

　馨けい一いちは仕方なく、布団の中へ入った。もちろん、服は着たまま、である。

「わーい！　アモーレといっしょネ！　アモーレ、寒いデス、もっとこっちに来るネ」

　案の定、フォルゴーレがぴったりと密着してくる。馨一が動かなくても、脚が絡からみ、腕が首に回され、頬ほおが触れ合わんばかりに顔が寄せられる。

　フォルゴーレの息が馨一の首筋や頬にかかるほどだ。

「アモーレ、なんで棒みたいになってるデスか。もっとリラックスするネ」

「そんな、これ以上無理だよ」

「もう、冷たいネ。いいデス。じゃあアモーレはそのままにしていてくださいネ。動いちゃダメデスよ」

　フォルゴーレは馨一の胸に置いた手を、さわさわと蠢うごめかせる。絡んだ脚が、ますます食い込んできた。

「ちょ、ちょっと、フォル」

　フォルゴーレは浴衣ゆかたの下に下着をつけているのだろうか。押し付けられる胸の膨ふくらみの感触は、限りなく自由な気がする。

「ミ、さびしかったデス。誰だれもこの島に友だち、いないネ。華道部のみんなも、冷たいデス。ミのこと、嫌ってるネ。アモーレ、嫌われたこと、ありマスか？　嫌われるの、哀かなしいデス。泣きたくなりマス。理解してくれる人がほしいネ。ミはこんなふうだけど、アモーレのこと、ベリッシモとても愛してマス。アモーレだけ。他ほかの男なんて、エステルノアウト　ディオブ眼中ネ。だからアモーレも、ミのこと、受け入れてほしいデス。そうしたら、ミ、ベリッシモ、幸せデス」

「わかるよ。いや、よくはわからないけど、わかる気がする。一人でイタリアから、地球の裏側みたいなこの島へ来たんだもの。心細いよね。でも、ここにいれば、華道部のみんなや、ぼくらもいるから、安心していいよ。ヘンシェルだって、すごく気持ちが真っ直すぐでいいコなんだ」

「アモーレはヘンシェルにやさしいデス。ミ、とてもジェローシアジェラシー。どうしたら、ミのことだけ見ていてくれるデスか」

「それは、無理だよ、まだ。フォルとは知り合ったばかりだし」

「じゃあ、ずっとこうしていれば、いいデス。毎日こうしていっしょに寝て、おしゃべりしたらすぐ仲良くなれるネ」

「いや、だから無理だってば」

　馨けい一いちは言いながらあくびをかみ殺した。なぜだろう。ひどく眠たい。もうとうに夜の十二時を回り、日付は翌日になっているものの、この眠気は異常だった。ヘンシェルとフォルゴーレの騒さわぎもあって、身体からだが疲れているせいなのか。

　ヘンシェルが急に出て行った、っていうのに、なにしてるんだ、ぼくは……。でもちゃんと眠って、明日になったらヘンシェルを捜さないと……。

　………………

　御ご殿てんへ戻ってきてから、由ゆ佳か里りやゆひ、流山ながれやまたちと短くだが、話し合った。

「ヘンシェルさんは、やっぱりフォルゴーレさんのこと、剣で斬きったんだ、よね……」

　ゆひが言った。

「ぼくが見たときには、二人がもつれ合って、フォルゴーレの悲鳴が聞こえて、ヘンシェルの剣が彼女の腕に刺さってた。だから、間違いないと思うんだけど」

「でも市いちヶが谷や、ヘンシェル嬢はあのイタリア娘のことを、ネオ・ナチのアンドロイドだ、って言っていたんだろォ？」

「そうです。でもあんなに血が出ていたし、傷だって」

　馨一が言うと、由佳里が頷うなずいた。

「傷は、確かにありました。出血も……」

「じゃあ……」

「へーか！」

　きっ子の声にみんなが顔を上げた。

「きっ子。どこにいたんだ」

　きっ子は広間の入り口にちょこん、と立っている。馨一の側そばに歩み寄ると、その場に膝ひざをついて座った。

「へーか、へんしぇる、どこにもいないであります」

「うん。明日になって明るくなったら、みんなで捜しに行こうと思うんだ。きっ子は、何かヘンシェルのこと、感じないか？」

　きっ子は首を振る。

「へーか、へんしぇるを、しんじてあげてくださいであります」

「うん。わかった。しんじるよ」

「うそでありますー！」

「え？」

「へーかは、いま、へんしぇるよりも、ふぉるごーれのことを、しんじてるであります」

　きっ子が言う。いままで見たこともない、きっ子の強い口調と抗議の表情だった。

「きっ子、そんなことないよ」

「あるであります！　へーかはへんしぇるより、ふぉるごーれのほうがすきだから、ふぉるごーれのいうことをなんでもきくであります。きっこやへんしぇるはへーかのことがすきなのに。へんしぇるがかわいそうでありますー！」

「きっ子……」

　……きっ子、ぼくがフォルゴーレについていてやらないと、って言ったら、哀かなしそうな顔をして……。

　黒目勝ちの潤うるんだ目で馨けい一いちをじっと見上げていた。

　………………

「……なんでアモーレはミを受け入れてくれないデスか。イタリアの娘、とても情熱的ネ。一度この人と決めたら、すべてを捧ささげるデス」

　フォルゴーレの声に、馨一は引き戻された。

　冷たかったフォルゴーレの身体からだが、いつのまにか炉のように熱くなっている。布団の中が汗ばむほどに暑い。押し付けられる重い身体。その柔らかい感触。これが現実……。

「すべて、を？」

　馨一は思った。どこかで聞いたことがある。

「そうデス。ミの身も心も、すべてアモーレのものネ。命ある限り、アモーレに尽くすデス。だからアモーレも、ミを受け入れてほしいの。いいでしょう。受け入れるだけでいいのよ……」

「い、いや、それは……」

　いつのまにか、フォルゴーレの唇が、馨一の耳に触れていた。

　言葉が出てくるたびに、くすぐるように耳が刺激される。その声は甘く甘く響いて、馨一の鼓膜も耳小骨も、聴覚中枢までもとろけさせるようだった。フォルゴーレの言葉遣いが変わっていたのにも気づかないほどに……。

「さあ。もうアモーレと私の二人だけよ。アモーレ。その手で私に触れて。私の身体の、どこでも、どこまでも触れていいわ。触れたら、もっと自由にしていいのよ。私の身体の隅々まで、全部アモーレのものなの。私の身体の奥の奥まで……」

「身体の、すみずみって……」

　意識が濁ってくる。馨一の脳裏に、フォルゴーレの言葉だけが響いていた。頭ず蓋がい骨こつを満たし、共振し、降り注ぐ。

　まさに、小こ皇おう島じまで出会った少女と同じだった。

　しかし意識が混こん濁だくした馨一は気づかない。

　フォルゴーレは布団の中で器用に浴衣ゆかたを脱ぐ。その下には何も身につけていなかった。

「私の全部を、アモーレにあげる。だからアモーレも、すべてを私にちょうだい。二人だけで、ずーっと満たされて暮らすのよ。永遠に終わらない、二人だけのときを過ごしましょう」

「終わりの、ない」

「そうよ。始まりも終わりもない……哀しいことも、寂しい思いも、もう二度とないの。怒ったり、悩んだり、悔しさに泣くこともない。妬ねたみも、嫉しつ妬とも、屈辱も、ない……永遠にやすらぎと、安心と、満たされた思いが続くのよ。もう誰だれにも裏切られない、誰にも、邪じや魔まさせない、二人だけの、そんな、楽園のような世界に行きましょう。アモーレ、私を受け入れて。それだけでいいのよ。私にアモーレのすべてをちょうだい。それで、アモーレは永遠にやすらぎの中で生き続ける……」

　フォルゴーレの言葉に、馨けい一いちはいつのまにか涙を流していた。

　幼い頃の、さまざまな想おもいが、一度に蘇よみがえって馨一の意識を押し流そうとした。

　病弱だった子供時代。

　外で遊ぶことが苦手だった。外にはばい菌がいっぱいいる。砂場、鉄棒、ブランコ……。露店で売っているお菓子。露台に並べられている生の食材。

　空気にはいっぱいばい菌が含まれているんだぞ。なんで人が触さわった食べ物を、食べられるんだ！

　真空パックに入った加工食品しか食べられなかった。ボトルに入ったミネラルウォーターしか飲めなかった。家でお母さんの作ったものしか食べられなかった。食堂やレストランでは、アイスクリームやプリンしか食べられない。

　外で遊ぶ友だちがいなくても、家の中で遊べばいい。絵を描いたり、本を読んだり、テレビゲームがある。馨くんは絵が上手ね。馨一がマンガの絵を真似して描くと、大人がみんなほめてくれた。絵画を馨一に習わせようかしら……。

　友だちもできた。

　幼稚園で、お絵描きの時間にはヒーローになれる。みんなが馨一の絵をうまい、と言う。馨一に絵を描いてもらいたがった。馨ちゃん、こんどは、筋骨マン、描いてよ。ロボットのほうが馨ちゃんはうまいよ。ねえ、キャンディちゃん、描いて。

　なんて心地いいんだ。尊敬されるって、こんなに気持ちいいんだな。みんな、ぼくを尊敬してよ。ぼくのことを大事にして！　ぼくに気を使って、そして、話しかけてよ！

　でもすぐに、もっと絵のうまいヤツが現れるんだ。

　本当に絵のうまい人を初めて知った。ロボットよりも動物を、マンガのキャラクターよりも実際の人間を、秘密基地よりも、風景を、すごくすごくうまく描けるヤツ。センスもいい。だからきっと、マンガもロボットも、ぼくよりもっとうまい。絶対敵かなわない。

　もう絵を描くのはやめよう。

　勉強ならいい。

　勉強なら、センスは関係ない。とにかく勉強して、成績が上がればいい。勉強さえすれば、成績は上がるんだ。クラスで一番。学年で一番……。

　英語の先生は、みんなのテストの点を読み上げる。なんていい先生だ！　ぼくの点を読むと、みんなが、えー、とか、すごーい、って言うんだ。もっと言ってよ！　ぼくを尊敬して！　ぼくに、注目して！

　お父さん、馨一が社会科で学年トップになったのよ！

　勉強ができるとみんなぼくを尊敬する。一目置くんだ。体育は苦手だけど、体育の先生もぼくにはやさしい。ただ勉強ができなくて、運動もダメなやつより、ずっとていねいに扱ってもらえる。きっとそうだ。

　勉強ができると、女のコにもモテる。

　市いちヶが谷やくん、勉強教えて！　市ヶ谷くんって頭いいよね。市ヶ谷くんって、けっこうかっこいいよね。

　もっと言ってよ。もっと聞きたい。すごく、すごくいい気持ちだ！

　……でも。

　夷い皇おう島じま学園に来てからのぼくは、ただの庶民だった。

　勉強はみんなできて当たり前。成績は中の下か下の上。ビリにもなれやしない。

　中等部入学だから、友だちもいない。みんな、幼稚部や初等部からの友だちとつきあうのがかっこいいんだ。

　ひどかった。一日、学校にいて、寮にいて、みんなといるのに、遊ぶ友だちもいない。自分から誘って、拒絶されるのが怖い。そんなことになるより、寮で一日、目立たないようにしていたほうがいい。食事の時間くらい、同室の同級生が誘ってくれるだろう。

　小学校の友だち……みんなみんな、ごめんなさい。ぼくは、ここではただの目立たない一般ピープルだよ。誰だれもぼくに注目しない。誰もぼくを尊敬しない。みんながやさしくしてくれたのに。当然だと思ってた嫌なヤツ。それがぼく。最低の人間。ゴミみたいな人間。それがぼく。みんなに会いたい……会いたい……。

「おう、おおうう……」

　馨けい一いちは嗚お咽えつを漏もらしながら泣き続けていた。

　馨一のはだけられた胸に、まるで心臓の音でも聞くようにフォルゴーレがぴったりと頬ほおをくっつけている。ときおり顔を上げると、裸の胸に唇を押し付けた。手を伸ばすと、馨一の耳に触れ、愛あい撫ぶする。

「アモーレ……現実は嫌なことばかりでしょう。逃げ出したい。どこにも行きたくない。誰とも会いたくない。そうよね。逃げ出していいの。どこにも行かなくていいわ。私がずっといっしょにいてあげる。だから誰とも会わなくていい。さあ、私を受け入れて。私と一つになりましょう。ネ。永遠に、怖おそれも、孤独も、悩みも、ない世界へ行きましょう……いっしょに……いっしょに、ネ……」

　発明部。

　変な部だなあ。やたらしゃべる変な先輩。ぜんぜんしゃべらない変な部長。やだな。一年生なんて誰もいないし、こんなところに入ったら、バカにされるよ。

　え、迎えに来てくれたんですか？　でもぼく、発明部に入るなんて言ってないし。え？　好きなマンガですか？　それ、ぼくも知ってます！　アニメは受験であんまり見られなくて。これって、ＬＤですよね。ＤＶＤじゃなくて。見てもいいんですか？　えー、これ、作画がひどいなあ。ぼくでも描けるよ。あ、ぼく、絵もちょっと描けるんですよ……。

　きっ子……きっ子はぼくを好きでいてくれる。



    

  
    
      



    

  
    
      　ヘンシェルは、きっとぼくを赦ゆるしてくれる。

　でもアンドロイドじゃないか。

　アンドロイドと結婚できるの？　アンドロイドを、お父さんやお母さんや親戚しんせきや、本土の友だちに紹介できるのかよ。

　アンドロイドと、ずっと暮らせるの？

　誰だれか、教えてよ。ぼくに答えを教えて。ぼくに、どうすればいいのか、教えてください。ぼくを導いてください。言うとおりにしますから……知っていたら、教えて……。

“〝へーか、だいすき、でありますう”〟

“〝ケーイチ、私はそなたに従う”〟

　きっ子、ヘンシェル！

“〝へーか、へーか！”〟

“〝ケーイチ！”〟

　きっ子の、声だ。ヘンシェルの……。

　そうだよ。この声を、いつまでも聞いていたい。

　きっ子の声とヘンシェルの声。きっ子の柔らかい手。ネコ毛の髪。見つめるヘンシェルの碧みどりの目。白い指。

　そうだ。それがあるから、きっ子やヘンシェルなんだ。

　人間だとか、アンドロイドだとか、後から頭で考えるから、ぼくはだめなんだ。

　そこに、きっ子の声がして、重ねてくるヘンシェルの手のひらの温かさがあれば、ぼくは他ほかに何が必要だっていうんだ！

　面倒が怖いから、法律に当てはまらないから、後のことばかり考えて、いま、きっ子とヘンシェルを失ったら！

　怖い……。

　取り返しがつかないよ。今度こそ、きっ子もヘンシェルも、失いたくない。絶対に。絶対に……！

　いっしょにいたいんだ。いま、きっ子の声が聞きたい。ヘンシェルに何か言ってほしいんだ。

　二人に、また、やっかいなことでもいい。無理なことでもいいよ。なんでも言ってきてほしいんだ。トラブルで、ぼくを呆あきれさせて、悩ませて。イライラさせてほしい。ときには怒らせて、怒ってくれてもいいよ。わずらわせて！　思い切り、悩ませてくれよ！

　いっしょにいてくれ！　いっしょにいたい！　ずっと、いっしょに……！

　きっ子！

「ああああああ！　ヘンシェル！」

　混こん濁だくした海底から一気に海面へと駆け上るように、意識が、戻ってきた。目眩めまいと混乱と吐き気を伴って。

「なぜ目覚める!?　アモーレ、馨けい一いち。どうしてあそこから、戻って来れる？　不可能だ。もう意識のレベルはこちらから操作しない限り、回復不可能な状態まで低下していたのに。アモーレ、アモーレ。力を抜いて。楽にして。私といっしょに、行きましょう……」

「い、嫌だ。きっ子、ヘンシェル！　みんな！　先輩も、ぼくは、みんなと……ぼくには好きな人が……仲間が！」

　うわごとのように口走ると、馨一は跳はね起きた。まぶたが開く。目が見える。

　完全に、覚醒かくせいした。

「はぁ、はぁ、フォル……夢か……夢を、ぼくは夢を、見ていたのかな」

「アモーレ、そうかもしれない、デス」

「ごめん。ぼくのほうが寝ちゃって……あれ？　なんでシャツを脱いでるんだ……フォル、ゴーレ？」

　はじめて馨一は、大きくシャツをはだけた半裸の自分に気づいた。そして、いつのまにか浴衣ゆかたをすっかり脱いでしまったフォルゴーレの姿。掛け具から半分以上覗のぞかせたむき出しの身体からだに、裸の胸がすっかり覗いている。

「わああ！　なんで脱いでるんだよ。ぼくが、まさか、何もやってないよね。いくら寝ぼけてたからって！」

　しかし予想に反してフォルゴーレは大人しかった。小さく微笑ほほえむ。

「アモーレは、もう大丈夫ネ。もう、おかしな夢を見ることも、ないデス」

　そう言って、浴衣を身につけようとする。馨一はあわてて背中を向けた。

「じゃ、じゃあ、ぼくはもう行くよ。ゆっくり休んで。明日また……」

「はい、アモーレ。アモーレがいてくれたから、きっとよく眠れるネ。グラッチェ」

「うん。おやすみ」

　それだけ言って立ち去ろうとした馨けい一いちに、フォルゴーレが背後から身体からだを寄せた。

「え？」

「大丈夫。嫌がらないで……おやすみなさいデス」

「う、うん」

「アモーレは、本当は強いデスね。とても。だから、きっ子にも、ヘンシェルにも、好かれてるネ」

「強い？　ぼくが？」

「そうデス。とても強い人ネ」

「そんなことないよ。ぼくは、むしろ人一倍、優柔不断で、グラグラしてて、情けないよ。ただ……」

「ただ？」

「ぼくはもう、好きな人を失いたくないんだ。これ以上、好きな人を、失いたくない。それだけなんだ。それだけ……」

　最後はまるで、自分に言い聞かせるように、馨一は言った。

　翌日、華道部の御ご殿てんからフォルゴーレの姿は消えていた。



    

  
    
      


８　潮騒しおさい



「荒あら先生のところにも来ていませんか」

　僚りよ冶うじの校医室を尋たずねた馨一が言う。

「ああ。ヘンシェルも、フォルゴーレ、だったか、そのコも、どちらも来てないな」

「そうでしたか、やっぱり」

　フォルゴーレはともかく、ヘンシェルならひょっとして来ているかもしれない、と思っていた馨一はがっかりした。

「そのフォルゴーレっていう留学生のことだが……」

「ええ。イタリアの学校から来ているって、言ってましたけど」

「今度はイタリアか」

　僚冶は禁煙パイプをくわえながら無精ひげを擦さする。

「きっ子が日本、ヘンシェルが実質ドイツとして、こんどはイタリアときた」

「日独伊、っていうことですか」

「ああ、ちょっとできすぎだな。ヘンシェルはフォルゴーレをアンドロイドだと言っていたんだな」

「そうです。でもヘンシェルの剣でフォルゴーレは怪け我がをしたんですよ。ぼくも見ました。血がいっぱい出てたし」

「そのくらい、どうにでもなるだろう。やろうと思えばな。ヘンシェルやきっ子の仲間だとしたら、日独伊の枢軸すうじく三姉妹ってことになるがな。アクシズ三姉妹か」

「三姉妹……まさか」

「さあ、まさか、な。しかし、ヘンシェルがそのコをアンドロイドだ、と断定したっていうんだろう。よほどのことがあったんじゃないのか」

「ぼくもそう思います、いまは。だからヘンシェルを捜し出して、ちゃんと話を聞きたいと思ったんです。昨日は驚いて、なんだか決め付けるようなことを、言っちゃって……。でもフォルゴーレもいなくなっちゃって、どうしていいか」

「市いちヶが谷や、おまえ、そのフォルゴーレが好きなんじゃないのか」

「ええ!?」

　馨けい一いちは動揺した。流山ながれやまや、ゆひたちといっしょでなくてよかった、と思った。

「ま、まさか。それは、ないですよ、先生。それは、きっ子や、ヘンシェルとは違った感じだけど」

「ははは、違ったタイプもまたいい、か」

「いや、だから、それはないですってば！　本当です」

　必死に否定する馨一を僚りよ冶うじが笑った。

「心配するな、市ヶ谷。男はそういうふうにできてるんだ。子孫を残すためにな、動物行動学も証明してる」

「そうですけど」

「でもおまえのはちょっと違うかもなあ。アンドロイドは子孫繁栄とは関係ないからな」

「子孫って！　……そうですけど」

「わかってる。いまのは言い過ぎだ。だがな、おまえ、きっ子とヘンシェル、どっちを選ぶつもりなんだ」

　僚冶の問いかけは、中身に反して浮うわついたものではなかった。表情が語っている。それだけに、馨一もはぐらかしたりごまかしたりはできないと思った。

「どっちって、選ばなきゃいけないんですか？　ぼくが、そんなふうに彼女たちを選ぶなんて、なんだかとても、やり過ぎのような気がしてるんです。思いあがりっていうか。それに、正直、どっちって、言えないんですよ。きっ子は、妹みたいだし、ヘンシェルは、恋人とか、そういうこと抜きでも、尊敬できる女性だと思うし」

「それで？」

「だ、だから。二人とも、大事にしなきゃいけないと思うんですよ。それに、ぼくがどっちかを、二人のうちのどちらかを選んだら、選ばれなかったほうが、悲しむというか、傷つくと思うんです。ぼくはだから、そんなことは、できないって、きっ子やヘンシェルを悲しませたり、傷つけたりするなんて……」

「ダメだな」

「え？」

「そんな考えだから、ダメなんだ」

「でも！」

「市いちヶが谷や、考えてみろ。いまのままだと、おまえと、きっ子と、ヘンシェルと、三人とも傷つくぞ。三人とも不幸になる」

　僚りよ冶うじは禁煙パイプをくわえなおすと、ギュッ、と噛かんだ。

「じゃあ、荒あら先生は、きっ子とヘンシェルと、どちらかを傷つけてもいい、って言うんですか!?」

「もしかすると、フォルゴーレも、だがな。いいか市ヶ谷。人を傷つけずに、生きてなんていけないんだ。とくに恋愛なんてのはそうだ。それとも、アンドロイドだからって、何か思い切れずにいるのか」

「いえ、それはないですよ。いまは」

「だったら、誰だれかを選ぶんだな。選ばれなかったほうは、絶対に傷つく。だが、そこからまた、そいつの未来が始まるんだ。未来は、悪いことばかりじゃない。ひょっとしたら、新しい展開があるかもしれないんだぞ。新しい、出会いとか、ときめき、ってヤツがな」

　最後はちょっと口はばったい、というふうに僚冶は笑って見せた。

「新しい、展開……」

「そうだ。いまのままじゃ、誰にも新たな展開もないし、未来もないぞ。要するに、誰かを振るなら振るで、早く振ってやらなきゃ、そいつもおまえも苦しむってことだ」

「でも、振られたほうは苦しむんですよ」

「それがおまえの思いあがりだよ、市ヶ谷」

「思いあがり、ぼくが」

「振られたほうはもちろん苦しい。でも振ったほうだって苦しいはずだろう。そういうことをちゃんと覚えていればいいんだ。振られたほうだってな。きれいに振ってくれてありがとう、って、そのうち思うようになるんだよ……」

「きれいに……振るって」

　僚冶の意見はさすがに重みがある。

　校医室からの帰り道、馨けい一いちはあまりにも自分と違う考えに、歩みを止めて考え込みそうになった。

　僚冶はこうも言っていた。

「いいか市ヶ谷。誰にでも好かれようと思うな。自分がいちばん好きな相手と、そいつだけと百パーセント愛し合っていれば、あとの誰かに憎まれても、嫌われてもノープロだ。誰にでも好かれるなんてことが、あっちゃいけないんだよ」

「……そんな極端な生き方、それは、荒先生は、できるかもしれないけど」

　つぶやきながら来た道を戻った。

　高等部の校舎前から道を折れ、川の方へと歩く。華道部の御ご殿てんが見えてきた。

「きっ子、ヘン……」

　ヘンシェルはいない。いないはずだった。

「なんだ？　人がずいぶん……」

　御ご殿てんの正門の前に、数十人の生徒たちがいるのが見えた。華道部の少女たちではない。それに、いつも開け放たれている門が閉じられている。

「何かあったんだ！」

　馨けい一いちはとっさに身を隠した。門の前に集まっている生徒たちが、みんな風紀委員会の腕章をしているのが見えたからである。

「どういうことなんだ。風紀委員会がなぜいま？　とにかく、中の由ゆ佳か里りさんたちと連絡をつけなきゃ！」

　………………

　馨一は木々の陰を伝いながら、御殿の裏手に回りこんだ。

　ちょうど、中の枝が茂って、塀の外へたっぷりとはみ出しているところがある。馨一は枝に飛びつくと、塀の上へよじ登った。普段したことがないことをしたので、脇わきの下の筋肉が引きつった。手のひらに木の棘とげも刺さっている。

「つっ！」

　しかしそんなことにかまっているときではない。

　真っ直すぐ華道部御殿の広間に向かった。

「市いちヶが谷や！　遅かったなァ！」

　すでに広間には、流山ながれやまや九く品ほん仏ぶつ、それに由佳里と、華道部の少女たち数名が集まっていた。

「どうなってるんです？　正門も裏門も、生徒会の風紀委員がいっぱいいて」

「この建物の明け渡しを要求しているんです」

「ええ!?」

　由佳里の言葉に、馨一は驚いた。

「でも、どうして？　いまさら、生徒会がなんでそんなことを」

「それなんだがなァ、市ヶ谷。さっきネット配信された、生徒会のＨＰの最新メッセージだ。見るか」

　流山が言い、久品仏が側そばに置いてあったコンピュータの画面を馨一に向ける。ＣＲＴ一体型の小柄なマシン。ＭａｃＰｌｕｓだった。どうやってネットと接続しているのだろう。

　少女趣味的なトップページから、馨一が生徒会のメッセージページを開く。生徒会執行部最新発表、というボタンをダブルクリックした。

『高等部生徒会最新発表～！』

　突然、大音響が鳴り響いた。このキュロキュロした声はめぐみだろう。

「わ、なんだ！」

　あわててボリュームを絞しぼる馨一。

　それからも、えんえんスキップできないフラッシュ動画（主にリオナの肖像など）を見せられたあげく、ようやく本題が表示された。

“〝生徒会、華道部に解散命令！”〟

　ひときわ大きなタイトルをクリックする。そこには……。

「なんだ、これは!?」

　………………

　ここで場面は数時間まえの生徒会執務室へと戻る。

「リオナさまー、あのアンドロイド女、どうするんですかー」

　言うのはめぐみだ。

　相変わらずお菓子を片手に床に寝そべり、少女ものコミックを読んでいる。怠たい惰だを絵に描いたような光景だ。しかし背後の寝椅い子すのリオナもさっきから一心に爪つめの手入れとマニキュアに余念がないし、一人がけソファーの黎れいも、同じようなものなので人のことは言えない。

　さすがにＣＳ三昧ざんまいは飽きたものの、さりとてすることもないので暇だけは持て余している。こんなことなら、春休みに帰省でもすればよかった、と思うことしきり、であった。もっとも、誰だれ一人帰省しないのは、ここにいたほうが居心地がいいから、なのだったが。

「どうするもこうするも、わたくしたちに何ができて？　あのイタリア女がなにかしでかしてくるまで、ここで待っているしかないじゃない」

「三時から『タイタニック・アドベンチャー』録画しておく？　ネットから予約できるから……」

「あたしは、パスー」

「わたくしもパスね。録とっても見ないと思うし。それより、エステ部員を呼んでもらえるかしら。なんだかこのあたりに肉がついてるようで、嫌なのよ」

　リオナはそう言いながら、セーラー服を捲まくり上げて脇わき腹を押さえる。回りに同性しかいないのでこんな行儀の悪いこともつい平気になってしまうらしい。連日の怠なまけ者生活で贅ぜい肉にくがつき、太ってきているのだ。それを運動もせずにエステでなんとかしようなどというのが、また噴飯ふんはんものなのだが。

「でもリオナさまー、アンドロイドにこのまま好きにさせたら、いまにこの生徒会も乗っ取られちゃうんじゃないですかー。そのうち、アンドロイドの生徒会長とか、生徒会書記とかになっちゃったら」

「言えてる……メカ生徒会長」

「メカ……まあ、おもしろくてよ」

　リオナはひとごとのように笑った。

「見てなさい。わたくしだって、このまま手をこまねいているばかりではなくてよ」

「わぁ、さすがリオナさまー！　もうちゃんとどうするのか考えているんですねー。ただ太ってるだけじゃ……あぅー！」

　リオナの投げつけたコースターがめぐみの頭に当たった。

「これから痩やせるのよ！　たった二キロなんだから！」

「リオナさまー、でもどうやって」

「エステの脂肪揉もみ出しはいちばん効果があるのよ。水泳もまた始めるわ！　それからサウナで……」

「痩せるほうじゃなくて」

　黎れいの一言でリオナは我に返った。咳せき払いをする。

「何も。何もする必要はなくてよ」

「えー、何もしないんですかー。じゃあ、また太って……あー、ごめんなさいー！」

「めぐみ！　あなただって、体重計に乗っているの!?　振り向くと、顎あごのところの肉が盛り上がってるわよ！」

「えー、そんなあ」

　急いで手鏡を見るめぐみ。

「目には目を……」

　ポツリ、とつぶやく黎に、リオナが声を上げた。

「そのとおりよ！　アンドロイドにはアンドロイド！　お互いに戦ってつぶれてくれれば、わたくしたちとしては大助かりじゃなくて。あのイタリア女をどうするかは、それから考えればいいことよ」

「さすがリオナさまですー！　じゃあ、当分はこのままダラダラしていていいんですねー。じゃあ、あたし……」

「ヤホー!!　ボンジョルノ～！」

　突然、バルコニーの窓が開け放たれると、フォルゴーレの長い髪が風に舞うように入ってきた。そしてもちろん、本人が現れる。

「わああ！　で、出たー！　マカロニ、じゃない、カンターレ、マンジャーレ、ええと、ペスカトーレ……」

　めぐみがうろたえて適当な名前を口走る。

「フォルゴーレ！　何かたくらんでた気配デスねー。おおかた、ミをどうやって追い出すか、なんて算段ネ。図星か？」

「ズボ？　ま、まさか、そんなことないですよー、ねえ、リオナさまー」



    

  
    
      



    

  
    
      「ま、まあ、そうかしらね。それより、華道部を攻撃する証拠はつかめて？」

「あら、ごまかすデスか？　まあ、いいネ。ミーはこの島、ベリッシモ気に入ったデス。しばらくいてあげマスよ」

「ええ？　いつまでいるの!?」

「卒業するまでネ……アハハ、冗談ネ！　大丈夫デス。トゥをちゃんと生徒会長にしてあげマス。ミの言うとおりにしていればネ。それには、まず、これデス！」

　そういってフォルゴーレが上着の内側から取り出した写真とは……。

　………………

「こ、これ！」

　馨けい一いちはＭａｃＰｌｕｓのモニター画面指差して絶句した。

　モノクロの８インチモニターなのでわかりにくいが、映っているものは一目いちもく瞭然りようぜんだった。

　裸のフォルゴーレと馨一。

　ヘンシェルの剣で傷ついたフォルゴーレを、馨一が同衾どうきんしたときのものだった。

　実際には馨一は、フォルゴーレの手でシャツをはだけられているだけだったのだが、この写真では二人とも裸に見える。そのうえ、フォルゴーレが馨一の胸にキスをしているようだった。馨一はこのとき催眠状態で朦もう朧ろうとしていたのだが、画面からはそんなことはわからない。

　ひどくスキャンダラスに見えた。

「こんな写真って！」

　憤る馨一に代わって、九く品ほん仏ぶつが画面をスクロールした。

　他ほかにも現れてくる写真は、馨一に抱きついているフォルゴーレ、逆に馨一に抱かれているような写真もあった。それなどは明らかに、怪け我がをしたフォルゴーレを馨一が抱き起こしたときのものだろう。

「由ゆ佳か里りさん、この写真は……！」

「わかっています。市いちヶが谷やさんに非はありません」

「どうやって、こんな写真を」

「たぶん、自分で撮ったか、生徒会の風紀委員が張り込んでて撮ったか、だろうなァ。いずれにしても、市いちヶが谷や、おまえはハメられたんだ」

「そんな……くそ！　あいつ、どうりで！」

　馨けい一いちは憤った。こんなに腹が立ったことはない。それに、ひどい屈辱だった。怒りで、画面をまともに見ることができない。

「そ、それで、生徒会は」

「ああ。生徒会は、この写真をネタに、華道部の解散とこの御ご殿てんからの退去を求めてきてるんだ」

「でも、そんなこと、由ゆ佳か里りさんたちにはぜんぜん関係ないのに！」

「いちおう、オレたちも華道部の部員だからなァ。形式上。だからこうして、御殿に入ったりもできるわけだ。それに、フォルゴーレも華道部員だ。つまり、華道部の部員が、部室であるこの御殿で、生徒会法で定められた男女交際違反を明確にやってた、てことになるんだなァ、いちおう」

「メチャクチャだ。くっ……」

　馨一は唇を噛かんだ。確かに、ひどい言いがかりだが、口実を与えてしまったことは事実だ。それも、自分のだらしない行動が原因で。

「由佳里さん。ごめんなさい。ぼくがもっと気をつけていれば……」

「いいえ。大丈夫です。私は市ヶ谷さんを信じています。華道部のみんなも。それに、この写真だけでは根拠にならない、と考えているんです。ですから、当事者の……ここでは、市ヶ谷さんとフォルゴーレさんをちゃんと呼んで、いろいろ質問して、事実を明らかにしなくてはいけません。それを、生徒会のほうと、公正に行えるように、いま申し入れているところです」

　由佳里は少しもあわてていない。馨一は本当にホッとした。

　しかし、フォルゴーレと二人で、いろいろ質問されるというのは、まるで証人喚問のようなものだろうか。

「ごめんなさい。市ヶ谷さんには、まだ少し辛つらいことがあるかもしれませんけれど」

「いいえ。もとはと言えばぼくのせいです。なんでも、辛いことなんて、ありません。それより、ぼくの方からも、頼んできます。ぼくだけがここでただ待ってるなんて、できないから。ぼくからも話をしてきます！」

　馨一はそれだけ言うと立ち上がった。何かしないといたたまれない。

「私も行きましょう」

「おう、オレも行くぞ、市ヶ谷ァ！」

「……！」

「あ、待ってください。ぼく一人で、行かせてくれませんか」

　いっしょに行ってくれようとする由佳里や流山ながれやま、九く品ほん仏ぶつを馨一はしかし断った。

「後で、みんなの力を借りることになるかもしれない。でもまずは自分一人でやってみたいんです。でないと、自分に対するしめしがつかないと思って」

　みんなについて来てもらえば心強い。しかし、最初から頼ってはだめだ。そう思った。

「そうか。市いちヶが谷や、おまえがそう言うなら、一人でやってみろ。いいですよね、部長」

　流山ながれやまが言い、九く品ほん仏ぶつは腕組みをしながら頷うなずく。

「市ヶ谷さんがおっしゃるなら、そうなさってください。でも私たちが必要なときは、いつでも呼んでくださいね」

「わかりました。由ゆ佳か里りさん。そのときは、甘えさせてもらいます」

　珍しく、ちゃんと発言することができた。いつもは、なんとなくあいまいな表現を使ってしまうところだ。

　馨けい一いちは一礼すると広間を出た。廊下で、ゆひに会う。

「あ、市ヶ谷くん。生徒会の人が、部長を、由佳里さんを出せって言ってるの。私、由佳里さんに言ってくる」

「ぼくが悪いのに、由佳里さんを責める気なのか。くそ！　由佳里さんには、ぼくが帰るまで出ないで、って言っておいて！」

「わかったわ。市ヶ谷くんも、がんばって！」

「うん。ありがとう」

　ゆひの、がんばって、が心に染みた。

　ゆひも、あの画像を見たはずだ。なのに、馨一を責めるようなところは少しもなかった。

　信じてくれているんだな……。

　馨一はそれがうれしかった。心強かった。信じてくれている、ということがこれほど大きなものだとは思わなかった。

「へーか」

「きっ子！」

　御ご殿てんを出たところに、きっ子がいた。きっ子は明らかに、馨一を待っていた。

「きっこもいくであります。へーかのいくところ」

「きっ子、でも」

　馨一の顔を、きっ子はじっと見上げている。見つめる黒目勝ちの瞳ひとみを、馨一はなぜだかとても懐かしく思った。

「へーか、きっこはへーかとずっといっしょにいるであります」

「きっ子。きっ子は、あのホームページの画像、見なかったのかい」

「みたであります。あいてがへんしぇるだったら、きっこ、おこったであります。でも、あんなのうそでありますから。へーきでありますー」

　そうやって笑うきっ子に、馨一はどれほど勇気付けられたか。

「……わかった。きっ子。いっしょに行こう」

「はい！　であります」

　馨けい一いちはきっ子の手を取って、歩き始めた。

　やがて華道部御ご殿てんの正門に出た。門を開ける。

　目の前に、風紀委員十数名を従えた巣す鴨がもめぐみが立っていた。

「あー、いたわね、不純異性交遊男！　もう、Ｈ！　不潔！　ヘンタイ！」

「へーかはＨじゃないでありますー！」

　しかしめぐみの罵ば詈り雑言ぞうごんに馨一が応えるまえに、猛然と反撃したのはきっ子だった。

「また、チビアンドロイドも出てきた！　あたしよりチビのくせに、生意気なのよー！」

　どうやら自分よりもきっ子が小さいのがよほど優越感らしい。チビを連発するめぐみ。

「ちびでもかんけいないであります。へーかをいじめたらゆるさないでありますー！」

「なによ、やるつもりー!?　アンドロイドのくせにー！　あたしだって知ってるんだから！　ロボット三原則を守りなさいよー！」

　最近、ＳＦ小説を読んだらしい。いや、コミックだろうか。

「くやしいでありますー。きっこのこと、ろぼっとさんとうへい、っていったでありますー！」

　誰だれもそんなことは言っていないが……。

「わかった。きっ子。ちょっと待って。めぐみ！　ぼくをリオナのところに連れて行ってくれ！　ぼくのことで、華道部をつぶすなんておかど違いだ。それに、ぼくは何もやましいことはしてない！　それをちゃんとリオナに会って説明する！」

「風紀委員長って言いなさいよー！　それに、リオナさまを呼び捨てにしないでよー。なによ、いまさら釈明なんかしたって無駄なんだからー。いまごろこの学園の生徒全員が、あのＨＰを見てるわ。みんな怒って、呆あきれてるわよー。こんな部員がいるんじゃ、華道部なんて廃部だ、って思ってるわ！」

「廃部になんかさせない！　だから、誤解を解くために説明させてほしいんだ。頼むよ、めぐみ。いや、風紀委員長。リオナ、さんに会わせてくれ」

「なによ、ちょっと、離して！　セクハラよー！」

　馨一は真剣さのあまり、ついめぐみの肩をつかんでいた。馨一の鬼気迫る態度にめぐみは思わず気け圧おされた。

「……ふうーん。ずいぶんマジなのねー。いいわ。会わせてあげる。リオナさまに」

「本当かい。ありがとう、めぐみ！」

「風紀委員長だっつーの！　まあ、廃部は覆くつがえらないでしょうけどねー。リオナさまに思い切りやり込められるといいのよー」

　そこまで言うと、めぐみはクルリ、ときびすを返した。



    

  
    
      


９　冷たい海



　白亜の殿堂。生徒会の拠点、迎げい賓ひん館かんである。

　そのリオナの執務室に、馨けい一いちときっ子は招まねき入れられた。

　招かれた、といっても事態はちっとも安穏あんのんとしたものではない。

　フォルゴーレは、いなかった。もっとも、彼女が生徒会と通じていることを、馨一たちは知るはずがないのだが。

「市いちヶが谷や馨一くん。久しぶりね。去年の仮装大会以来、かしら」

「有う楽らく町ちようリオナさん……あれ？　少し、太った？」

「う、うるさいわねー！　お黙りなさいー」

　リオナがペーパークリップを投げつけようとするのを見て、馨一は思わず身体からだをかわした。きっ子が前に出て立ちはだかる。

「へーか、いじめたらだめであります！」

　きっ子の姿を見て、リオナは愁しゆ眉うびを開いた。

「まあ、きっ子ちゃんじゃなくて。相変わらずかわいいわね。かわいいアンドロイドなら大歓迎よ。こんどこそ、私のところに来ない？　どう？　あそこにいたって、華道部はどうせ廃部になってしまうんだし」

「でも、りおな……」

「なあに、きっ子ちゃん？」

「ふとったでありますか？」

「だからー！　うるさいって言うのよー、もう！」

　再び、投げるものを物色しようとするリオナの向こうで、黎れいが言う。

「話って、なに」

「ああ。それなんだけど」

　ようやく馨一は、事情を説明することができた。

　フォルゴーレと自分は恋人でもなんでもないこと。あの写真は自分が眠っている間に撮られてしまったものであること。他ほかの写真も、フォルゴーレが抱きついたタイミングなどで撮られているだけで、その後二人の間にはなにがあったわけでもない。だから、写真を根拠に、男女交際違反の罪に問うことは間違いであること。

「……それに、もし容疑があるとしても、それはぼくと、フォルゴーレのことで、だからぼくたちが釈明すればいいことでしょう。華道部には関係ありません。華道部を廃部にするとか、御ご殿てんを没収するとか、そういうのは、いますぐやめてください」

「まあ、けっこうがんばったわね」

　リオナはちょっと感心したように馨一を見た。しかし……、

「でもダメよ。あなたも、フォルゴーレも華道部の部員。しかも現場は華道部の部室じゃなくて？　これはつまり、華道部の監督不行き届きに当たるわ。よって、生徒会法、第二十一条、男女交際禁止に抵触、そして所属クラブの活動停止、クラブ室の使用禁止、に当たることになってよ」

　得意顔で、高らかに宣言する。

「待ってよ！　ぼくは処罰されてもいい。ですから、華道部のみんなには！　関係ないんだ。だから、罰するならぼくだけを罰してください！」

「ふうん。なら、自分の罪は認めるのね、市いちヶが谷やくん」

「え、それは……わかった。認め、ます。だから！」

「市ヶ谷馨けい一いち、二週間の懲罰ちようばつ房行きよ！」

「うっ……」

　懲罰房は、迎げい賓ひん館かんの地下にある。

　そこで二週間もの間、屈辱的な生活を強しいられる罰なのだ。なんでも、毎日リオナの足の裏をなめさせられるとか、そんな噂うわさもあるらしい。風呂に入れないというのは本当みたいだが。

　リオナの言葉を受けて、風紀委員の男子学生二名が進み出てきた。有無を言わさず馨一の腕を取る。

「待ってくれ、ちょっと……」

「へーか！　ゔ～～～」

　きっ子が男子学生を睨にらむ。ネコ特有の威い嚇かくの声が出ていた。

「きっ子、ダメだよ、武器をここで使ったら」

「でも、へーか……」

「いいんだ。ぼくが罰を受ければ、それでいいんですよね！　華道部には、害は及ばないって、約束してください！」

　馨一はリオナに迫った。

「なーによー。懲罰房行きのくせして、リオナさまにそんな怖い顔しないでよー！」

　めぐみを制して、リオナが言う。

「それとこれとは、別問題なんじゃなくて。それに、生徒会法違反の生徒が、取引なんておこがましくてよ」

　サラッ、と肩の金色の髪を指に取って流す。

「だましたな！　汚いぞ、リオナ！」

「こらー、リオナさまに乱暴な口きかないでよー！　早く連れていくのよー！」

　めぐみの指示で、男子学生たちは馨一を部屋から引きずり出しにかかった。

「離せ、この！」

　しかし抵抗しても、二人分の力には敵かなわない。それでも馨一は、身体からだ中の力を使って抵抗を試みた。足を踏ん張り、腕に渾身こんしんの力を込める。

「こいつ！　さっさと来いよ！　この、おらあ！」

　男子学生が二人がかりで無理矢理でも歩かせようと引っ張る。

「へーか！」

「待て、きっ子、武器は使うなよ。武器は使っちゃいけないけど……！」

　馨けい一いちはきっ子の目を見て言った。

「ぶきは……つかっちゃいけないでありますね」

「そうだよ、きっ子……だったら、ああああああ！」

　喉のどが痛くなるほどの大声だった。馨一を捕まえていた風紀委員も驚くほどの声を絞しぼり出す。と同時に、馨一は全身の力を抜いた。というよりも、引っ張られているほうへと自分から踏み出した。

「……あれ？」

　一瞬、馨一をつかんでいる手が緩ゆるんだ。身体からだが半ば自由になる。馨一はその場に素早く屈かがむようにひざを曲げると、

「ごめん！」

　言いながら思い切り背後の学生めがけて頭突きをかませた。

「うぐ！」

　ガチン！

　馨一の後頭部は学生の顎あごに当たった。強烈なアッパーカットを食らった学生は、歯を鳴らす音とともに昏こん倒とうした。

　もう一人の学生には別の攻撃が襲ってきていた。

「ゔ～～～！　っな！」

　きっ子は狙ねらいを定めて男の背中へ飛びついた。

「わあ！　うあああ、重！」

　小さく見えても、きっ子の体重は九十キロを超している。突然大男にのしかかられたに等しい重さを背中に受けて、この男子学生も前のめりに倒れた。

「やった、であります！」

　馨一はもう走り出していた。きっ子が後に続く。

　迎げい賓ひん館かんの真紅の絨毯じゆうたんを敷いた階段を駆け下りながら、馨一がきっ子に合図する。

「すごいぞ、きっ子！　よく武器を使わずに切り抜けたね。えらかったよ」

「えへ。へーかにほめられたであります。へーかもすごい、つよいでありますー」

「ありがとう。でもなんだか夢中で、よく覚えてないんだ。なんであんなことができたんだろう」

　素手のケンカなどしたことない馨一だった。

　もしかすると、いままでのいろいろなことが経験になって、とっさに有効な攻撃ができたのかもしれない。謎なぞの戦闘部隊との交戦や、きっ子を取り戻すために戦ったことが。

　馨一ときっ子は、そのまま一階の大ホールを突っ切り、迎賓館を飛び出した。

「なによー！　あいつらー！　あんたたち、何しているのよー、すぐ追いなさいよー！」

　執務室ではまっ赤な顔でめぐみが風紀委員たちに檄げきを飛ばしていた。

「ほらあ、ほかの風紀委員も、行きなさいよー！　きっ子と馨けい一いちのヤツを、つかまえて来るのよー！」

「めぐみ、もうよくてよ」

　しかし意外なことに、めぐみを制したのはリオナだった。

「えー、でもリオナさまー」

「もういいと、言っているのよ。市いちヶが谷や馨一だけつかまえたところで、どうにかなるわけでもないでしょうし」

「でもー……」

「それになにか、気乗りしないのよねえ」

　リオナはいつもの寝椅い子すに腰を下ろすと、ため息をついた。黎れいを見る。

　黎はモバイルＰＣから顔を上げて、小さく頷うなずいた。

「他人のルールでプレイするのは、流儀じゃない……」

「そういうことよ。華道部に揺さぶりはかけたわ。あとはあのマカロニアンドロイドが、したいようにするんじゃなくて」

「そうかあ、そうですよねー。さすがリオナさまですー！　あんなよそ者のアンドロイドなんて、ちょっと胸が大きいからって威張って、あたしも嫌いなんですー。そのうえ、あたしをチビ扱いしてー！　ちょっとプロポーションがいいからってー……」

　一転、えんえんとフォルゴーレの悪口をいい続けるめぐみを遮さえぎって、リオナが言った。

「風紀委員会は、御ご殿てんの監視を続けるのよ。何かあったら、すぐにわたくしに報しらせなさい！」

　　　＊　＊　＊

　馨一ときっ子は、迎げい賓ひん館かんを出て再び華道部の御殿へ向かっていた。

　この夷い皇おう島じまでも一本しかない、広いメインストリート。

　海岸を見下ろす道を通り、御殿のある林の方へ曲がる、というところで、見慣れた人影が立っていた。ちょうど道がカーブして、海へ突き出した小さな岬のようになっている場所。

「あれは……フォルゴーレ！」

　海からの風に、長い髪をなぶられるままに背中を向けているのは、間違いない、フォルゴーレだった。

「フォルゴーレ！」

　走り寄ろうとする馨一に、きっ子が袖そでを引いた。

「へーか、あぶないであります。きっこが……」

「待って。ちゃんと話をしてみないと。フォルゴーレ！　聞いているんだろう。なんであんなことをしたんだ！　ちゃんと説明してくれよ！」

　しかし振り返ったフォルゴーレの目には、涙が光っていた。馨一は驚き、歩みを止めた。

「アモーレ……来てくれたデスね。アモーレ、アモーレ～！」

　そして、泣きながら馨けい一いちの胸に飛び込んでくる。

「え、え？」

「へーか、だめでありますー！」

　しかしきっ子の言葉とは裏腹に、フォルゴーレはしきりに馨一の胸に顔を埋めて泣きじゃくるばかりだ。その腕には、ヘンシェルの剣で負った傷の包帯が残っている。

　馨一はひとまず、話だけでも先に聞こうと思った。

「さあ、そんなに泣かないで。話を聞かせてよ。どうしてあんなことを……」

「あーん、アモーレ、ごめんなさいデス。でも、ミもだまされたデス！　生徒会の、リオナとか、黎れいとか、なんかチビっちいのとかに、アモーレをオトせば、生徒会に入れてやるってネ。でないと、留学を認めない、言われたデス……」

「オトす、って。じゃあキミは最初から」

「ごめんなさい、アモーレ！　ミがおろかだったデス。でも、アモーレはすごく清潔で、親切で、いい人ネ。ミはそれで、だんだん大好きになったデス。でも、アモーレが抱いてくれたり、いっしょに寝たりしたこと……」

「あ、言葉どおりの意味だからね、ほんとだよ！」

　きっ子が睨にらんでいるのを、馨一はつい弁解してしまった。

「それを、写真に撮られてたデス！　あの風紀委員とかの、小さいのの、仕業ネ！　ミもとても、恥ずかしい、辛つらいデス。それに、アモーレを傷つけてしまったこと、とてもとても、いけないことデシタ。ごめんなさい、アモーレ！」

「本当、なのか」

　馨一は迷った。

　フォルゴーレの言うことは、いちおう理屈は合っている。しかし、ヘンシェルとの戦いは？　ヘンシェルの言ったことが間違いではないなら……。

「アモーレ、やっぱりミを疑ってるデスネ……」

「いや、そうじゃないけど……」

　フォルゴーレを信じることは、ヘンシェルの言葉を疑うことになる。それはできない。ヘンシェルを疑うことはできない！

「アモーレに疑われたら、ミ、生きていけないデス」

　馨一の気持ちの動きに気づいたのか、フォルゴーレは離れた。数歩後ずさりする。馨一はハッとした。

「待って！　どうするんだ!?」

　この先は、十メートル以上の崖がけになっている。かつてヘンシェルが、仮装コンテストのゲームで崖下の花を摘みにダイブしたところだ。ヘンシェルなら可能でも、フォルゴーレには……。

「アモーレ、それでもミはアモーレが好きデス。愛してマス」

　それだけ言うと、フォルゴーレは崖に向かって駆け出した。

「やめるんだ、フォル！」

　馨けい一いちはその背中を追いかけた。手を伸ばす。フォルゴーレの腕を取った。

「だめであります、へーか！」

　その瞬間、フォルゴーレがクルッ、と向きを変えた。馨一の腕を自分から握り、手た繰ぐり寄せるように抱きつく。

「え？」

　そう思う間もなかった。すでに二人は、崖がけの突端に位置している。

　そして馨一に抱きついたまま、フォルゴーレは崖の地面を蹴けった。

「アモーレ、ミといっしょに、行きましょう？」

　もつれ合うように、崖下へ落下していく二人。

「うわああああ！」

「へーか！」

　ダバッ―――ンッ!!

　きっ子が駆け寄る。しかし馨一の姿は、海面に大きく広がる波紋の中へと消えていた。

「へーか、へーか！　……たいへんであります、へーかが！」

　きっ子は崖下を見つめるが、馨一は浮かび上がってこない。フォルゴーレもまた姿がまったく見えなかった。

「へーか……どうしたらいいでありますか、どうしたら……」

　きっ子は泳ぐことができない。九十九キロの自重は、海に飛び込んだが最後、そのまま沈んでしまう。

「たすけないと、へーか、しんでしまうです。へーか、たすけないと……」

　呪文じゆもんのように繰り返すきっ子は、突然顔を上げると、叫んだ。

「へんしぇる！　へんしぇるー！　来てくださいであります！　へーかが、へーかが、たいへんであります、へんしぇるー!!」



    

  
    
      


10　海の奇蹟



　華道部御ご殿てんは、変わらず生徒会の風紀委員会に取り囲まれていた。

　拡声器で御殿の明け渡しを迫り、それに呼応してシュプレヒコールを繰り返す風紀委員たちが正門前を占拠している。

　御殿の中では、華道部の少女たちがそれぞれの門や塀沿いに待機していた。しかし武器を持っているわけでもなく、風紀委員たちが強行突破してくれば防ぐことはできないだろう。もっとも武器があってもそれを使うことは由ゆ佳か里りが許さないだろうが。

『生徒会法違反の華道部は～、すみやかに～、解散しなさい～。御殿を～、明け渡しなさい～』

「ったくゥ、好き勝手なことを言ってやがるなァ、あいつら、見ていろよォ！」

　がなりたてるように響いてくる拡声器の割れた声に、正門を守っている流山ながれやまが悪態をついた。手にはなぜか、三メートルはある物干し竿ざお。腰にはエアガンも持っている。九く品ほん仏ぶつは裏門に就ついていた。

「いっそのこと、生徒会の迎げい賓ひん館かんを逆に襲撃したらどうなんだァ。やつら、あわてて引き返して行くんじゃないかァ？」

「でもそんなこと、由佳里さんが許さないと思う」

　傍かたわらにいたゆひが言う。手にはなぜか剣山けんざんを持っている。何か持たないと、こういうとき、落ち着かないものらしい。

「そうだよなァ。だいたい、襲撃するったって、オレたちだけじゃァ。きっ子ちゃんもヘンシェル嬢もいないしなァ」

「流山さん！　そんなふうに言っちゃ、ダメです。まるで……」

　ゆひが流山の言葉を聞きとがめて言った。流山の台詞せりふでは、きっ子やヘンシェルはていのいい武器ということになってしまう。

「あ、そうだな、こりゃァ、すまなかった。そんなつもりでいつも思っていたわけじゃないんだけどなァ。オレも、なんで……」

　流山は、心底しまった、という顔で頭をかく。狼ろう狽ばいするほどしどろもどろになっている流山に、ゆひが言った。

「ううん。わかります。じつは私も、さっき、つい、きっ子ちゃんやヘンシェルさんがいてくれたら、心強いのに、って思っちゃったんです。いつもは普通に接しているつもりなのに、いざとなると、やっぱり差別っていうか、変なことを考えていたのかな、って恥ずかしくなっちゃって……だから、流山さんだけじゃないんです」

「オレたちのいけないところだなァ。いままでに二度もきっ子ちゃんやヘンシェル嬢に助けられて、どうしてもそういう考えが抜けなくなっちまった。オレたちが、きっ子ちゃんやヘンシェル嬢を受け入れなくちゃいけないのに、これじゃ、どうも……」

「だから私、市いちヶが谷やくんって、偉いな、って思うんです、最近」

「市いちヶが谷やが？　うん、そうか、そうかもなァ」

「きっ子ちゃんを守ろうとして、あんな大怪け我がまでして。それにいまも、きっ子ちゃんやヘンシェルさんと、ちゃんとつきあってるし……あ、つきあってるって、そういう意味じゃないですよ。市ヶ谷くん、優柔不断だし、そんな甲か斐い性しよう、あるわけじゃないから」

　甲斐性がない、と言って、ゆひは自分の言葉に小さく噴き出した。流山ながれやまも笑う。

「ははは！　優柔不断で、甲斐性がないのも、あいつのいいとこかもしれないなァ」

「でも不思議かもしれない。市ヶ谷くん、なのになんで、ときどきあんなにがんばれるんだろう。決まって、きっ子ちゃんやヘンシェルさんのことなんだけど……」

「それは、市ヶ谷さんが、きっ子さんやヘンシェルさんのことを、とても大事に想おもっているからだと思います」

「由ゆ佳か里りさん！」

　由佳里が立っていた。

「ごめんなさい。立ち聞きしたみたいになってしまって」

「そんなこと。由佳里さんは、中にいてください。ここは、騒さわがしいし、それに……」

「風紀委員会のヤツらが、いつなだれ込んでくるか、わからないですからなァ」

「いいえ。私だけが、奥の間で安穏あんのんとしているわけにはまいりません。それに、私から言っておきたいこともあります。門を、開けてください」

「門を!?　そんなことをしたら！」

　他ほかの女子生徒たちも色めきたった。

「かまいません。それに、この門はいつも開けておくのが華道部の方針。こんなふうに門を閉ざしては、話し合えるものも話し合えないと思うのです」

　そういう由佳里の態度には、微み塵じんも余計な気負いが感じられない。緊張した空気が、ふっ、と緩ゆるんだような気がした。これなら、門を開けても大丈夫なのでは、と思えるほどだった。

「……じゃあ、由佳里さん」

　女子生徒が言い、由佳里が頷うなずく。

　華道部御ご殿てんの正門、櫓やぐら作りの重々しい木戸が開かれた。

『……華道部は～！　おっ!?』

　これには、正門前に詰めかけていた風紀委員たちも驚いた。

　由佳里が進み出る。

「私が、華道部部長の田た町まち由佳里です」

「おお～」

　期せずして、どよめきが起こった。

「今回のことは、おそらく不幸な誤解が原因だと思います。それを正すために、いま私たち華道部の部員、市ヶ谷馨けい一いちさんと夏なつ岡おか橘きつ子こさんが、生徒会へ行っています。二人が帰ってくるまで、ひとまず待ってはいただけないでしょうか」

　すぅ、と誰だれの胸にも抵抗なく入ってくる、そんな由ゆ佳か里りの言葉だった。風紀委員たちも、その不思議な力に思わず感じ入ってしまうほどだった。

『し、しかしだ、我々は、即座にこの建物を明け渡すようにと、あー、生徒会長、有う楽らく町ちようリオナさまから、命令を、受けてるんだ』

「おい、もう拡声器使うのやめろォ！」

「あ、つまり、待ってはいられないっていうことだ！　それに、抵抗してもダメだぞ。こっちは五十人からの部隊がいるんだからな！」

　華道部は全員をあわせても二十人足らず。しかもほとんどは、女子ばかりである。

　この成り行きは、誰の目にも明らか、と思われた。だが……。

「待てーい！　生徒会の横暴を、我々は許さないぞー！」

　突然の場違いな野太い声。そしてその声の方向には、

「なんだ？　おまえたちは!?」

「我々は、夷い皇おう島じま学園高等部、アニメ研究会の者だー！」

　そこには、数十人の男たちが……。

　髪を中途半端に伸ばし、太目であるか、あるいはガラガラに痩やせている者、眼鏡の着用率が異常に高い。トレーナーや迷彩服を着ているなど、その服装は一様に冴さえているとは言い難い。しかし堂々と居並んでいた。

「我々は、この度の生徒会の処置を横暴とみなして、抗議するとともに、華道部に助力するためにはせ参じた者だ！」

「たかがアニオタふぜいが、なんの用だ！　帰れ帰れ！　おまえたちなんぞ、見ているだけで不愉快なんだよ！」

「なんだとォ！」

　風紀委員の罵ば詈り雑言ぞうごんに、食ってかかったのは流山ながれやまだった。

「オタクはなァ！　もっとも前衛的かつ専門的な新しい知識層なんだぞォ！　それに誰にも迷惑をかけてないだろうがァ！　おまえたちみたいな、権力を傘に着て、浅い現状認識しか持てない俗物どもに何がわかるゥ！」

「なんだとー！　この、生徒会法違反の華道部がー！」

　しかし流山と風紀委員の角つの突つき合わせる言い合いもそこまでだった。さらに別の集団が現れたからである。

「たのもおー！　我々は天文同好会の者だ！」

　血色の悪そうな男たちがさらに十数名。今度は若干の女子も混ざっている。

「なんだ、おまえらー！　正式に部に昇格もできない同好会のくせしやがって！」

「なら、私たちならいいのよね。マンガ研究会よ。名称は研究会、だけど、ちゃんと生徒会に認められた部なんだから」

　振り向くと、制服をきっちりと着込んだ女子が十数名。スカートの丈はこれまた膝ひざまできっちりである。さらに、続々と新たな文化系クラブが、集まってきていた。

「ぼくたちは、アイドル研究会の者です！」

「続いて、クイズ研究会だー！」

「落語研究会！」

「ＳＦ研究会である！」

「コスプレ同好会なんですけど」

「ミリタリー研究部！」

「テーブルトークＲＰＧ同好会！」

　まだまだ続いている。

　気がつくと、華道部御ご殿てんの周りは文化系クラブの部員たちで埋め尽くされていた。その数、千人以上である。風紀委員たちは、すっかり取り囲まれてしまっていた。

「な、なんだなんだ！　お、おまえらは……すいません、ごめんなさい……」

　すっかりそれまでの勢いを失い謝るしかない風紀委員たち。あちこちで取り囲まれ、暴力などないものの、その分厚いプレッシャーに完全に押し込められている。

　生徒会のＨＰで華道部の窮状きゆうじようを知った文化系クラブの生徒たちが、駆けつけてきたのである。生徒会の明らかな華道部つぶしに対抗するために。お互いメールなどで連絡を取り合って。

　普段なら目立たない、サイレントマジョリティとも言われる層に属する生徒たちだった。

　見た目は地味な者が多いし、普段取り立てて騒さわいだり、声が大きいわけでもない。学園中に知られるような有名人もいないし、異性に人気のある生徒もいなかった。

　それでも、ここに集まった生徒たちは、使命感に輝いていた。沸々ふつふつと沸わき起こる連帯の精神に、全員が結びつき、お互いを認め合う。

　一つの気持ちに、解け合う仲間同士だった。

「やったなァ！　文化系クラブの大連合だァ！」

　流山ながれやまなどは感激のあまり涙を流していた。

「すごい……みんなが私たちのために、来てくれたなんて」

　ゆひも驚きを隠せなかった。

「とてもうれしいことです」

　由ゆ佳か里りが微笑ほほえんだ。

　そのときだった。

「たいへんでありますー！　へーかが！　へーかをたすけてくださいであります！」

　駆け込んできたきっ子に、あたりは再び騒然となった。



    

  
    
      


11　嘆なげきの海



　馨けい一いちは、海へ落ちたのと同時に半失神状態に陥った。

　フォルゴーレは馨一を抱きかかえたまま、淵ふちの底へと沈んで行った。やがて海底の岩の一つに近づくと、隠してあったらしいパッケージから酸素吸入器とノズルを取り出した。ノズルを馨一の顔に当て、固定する。ノズルには小さなボンベがついていて、ここから空気が供給されるらしい。それにしても清涼飲料水の小瓶びんにも満たない大きさでは、せいぜい十数分の空気しかないに違いない。

　馨一をそうしておいて、フォルゴーレは水中で服を脱いだ。制服も下着も取り去り、一糸まとわぬ姿になる。

「っ！」

　一瞬、フォルゴーレの表情が変わった、と思うと、胸から下が銀色に変わった。どうやら皮膚を、流体の抵抗を低減する水中用のものにチェンジしたらしい。身体からだにぴったりとした水着を身につけているようだった。

　さらに、腰の周囲にいくつかのスリットが開口した。肩のあたりが持ち上がってインテークになる。ここから水を取り入れ、腰のスリットからジェット水流として吐き出すのだ。この機構によって、フォルゴーレは水中三十五ノットという驚異的なスピードで進むことができた。

　再び馨一を抱きかかえると、フォルゴーレはゆっくりと進み始めた。腰のスリットから吐き出された水流が、下半身にまとわりつくように滑っていく。スリットのパターンから、それはまるで魚のうろこのように見えた。

「さあ、アモーレ、私といっしょに行きましょう。そうね。とてもいいところ。私とアモーレがずっといっしょにいられるところよ」

　馨一をかかえているため、いまは十ノットに満たないスピードで、フォルゴーレは進んでいく。明るい海には遮さえぎるものもなかった。

「そろそろ、この島の湾から出るところね」

　フォルゴーレはゆっくり浮上した。海面を割って顔を出す。振り返ると、夷い皇おう島じまの街が遠くにあった。小高い丘の中腹には、白い迎げい賓ひん館かんがごく小さく見える。

「夷皇島、アリーヴェデルチさようなら！　楽しかったわ。もう二度と来ることもないわね。アモーレも、見納めしたほうがいいんじゃない」

　酸素吸入器をつけた馨一を、フォルゴーレが戯たわむれに水面に持ち上げた。

　そのとき、空の一点から真っ直すぐ海面に向かって急降下してくる影を、フォルゴーレは一瞬見つけるのが遅れた。



    

  
    
      



    

  
    
      「な、に!?」

「遅い！」

　時速三百キロ以上の速度で落ちてきた影、それはヘンシェルだった。高速用に背中の翼つばさを小さくたたみ、金色の髪をたなびかせている。正確に繰り出された剣の切っ先が、フォルゴーレを貫く！

「っあああ！」

　しかしフォルゴーレも最後のところで体勢を立て直した。ヘンシェルの剣を片手を上げて受ける。

　バキッ！

　剣がフォルゴーレの手のひらを刺し貫いた。衝撃とともに小さなパーツが吹き飛ぶのが見えた。

「ケーイチ！」

　致命傷を与えることには失敗したが、フォルゴーレは馨けい一いちを抱えていた腕を思わず離した。ヘンシェルは自由になった馨一の腕を握ると、一気に上昇しようとした。しかし二人分の体重がかかる。どうしても速度は極端に遅くなった。

「姉さん!?　逃がさないわよ！」

　フォルゴーレは残った腕の甲から、水圧弾を発射する。馨一をかばって姿勢を崩くずしたヘンシェルを、さらに思いがけないものが襲った。

「これ、は!?」

　フォルゴーレの髪が一斉に水中から飛び出すとヘンシェルに向かった。髪はヘンシェルの身体からだに絡からみつき、自由を奪ってしまう。

「私の髪は数十本に一本、自在に操れる強化繊維が入っているのよ！」

「このような武器を、いままで……！」

「奥の手は最後まで隠しておくものでしょ。この繊維で、自分の周りを一定の間隔で覆えば、一種のレーダーにもなるのよね」

「そうか。それであのとき」

　ヘンシェルが言うのは、川の中で対たい峙じしたときのことだった。

　加速装置を使うヘンシェルに対して、フォルゴーレはまるでその動きを読んでいたように対応した。髪を自分の周囲に柵さくのように張り巡らせていたのだろう。加速装置を使っても、髪に触さわれればフォルゴーレにはヘンシェルの動きがわかる。細い髪は暗くら闇やみで見ることができない。

「おしゃべりはここまでだわ。ちょうどいい。おまえには死んでもらう！」

　フォルゴーレはそう言うと、一気にヘンシェルを水中へ引きずり込んだ。

「ううっ！　ケーイチ！」

　ヘンシェルは意識を失っている馨けい一いちを離すこともできない。不利な体勢のまま、フォルゴーレに海中深く沈められていく。

「海の中で、どれだけのことができるのかな。どう？　姉さん」

　フォルゴーレはわざとヘンシェルを姉さん、と呼ぶ。そのまま一気に増速した。海底近く潜もぐると、急速なターンでヘンシェルを振り回す。ヘンシェルは珊瑚礁しように身体からだを打ちつけられた。

「あぅ！」

「まだまだよ、姉さん！」

　水の中で最高の機動性を持つうえに、自在に動く髪でヘンシェルをつかみとっているフォルゴーレはまさに無敵だった。ヘンシェルを翻弄ほんろうし、二度三度と、珊瑚礁しように叩たたきつける。

「ああっ！　うううっ！」

　ヘンシェルは馨一を抱きかかえ、必死に守ろうとする。叩きつけられると珊瑚が砕け、その破片がヘンシェルの身体を切り裂いた。

　何度目かに珊瑚礁にぶつけられた後で、激しい水中機動のために、馨一の顔につけられた酸素マスクが剥はがれていることにヘンシェルは気づいた。

「ケーイチ、このままでは！」

　息ができずに馨一は窒息死してしまう。

　ヘンシェルはとっさに、馨一の口に自らの唇を押し当てた。

「……んぅ」

　体内の酸素タンクから酸素を取り出して馨一の口へと送り込む。

　燃料電池は水素と酸素から電力を取り出すシステムだ。きっ子やヘンシェル、フォルゴーレもこのシステムを体内に持っている。酸素は大気中から取り込み、水素はバックアップシステムで補給する。どちらも体内のタンクに蓄積されているのを、酸素だけを逆流させて、ヘンシェルは馨けい一いちに与えたのだ。

「なんだ？　ずいぶんとなめたマネを……そうか、酸素か……フフン、それなら、もう抵抗する力も残っていないわね」

　酸素を馨一に与えれば、その分発電ができなくなる。自ずとパワーは一気に低下してしまうのだ。もうヘンシェルは、自らのシステムを保つことすらできなくなりつつあった。

　それでも懸命に馨一を守って、酸素を送り続けることを止やめなかった。

　さらに何度か、岩場にぶつけられ、海底を引きずられた後だった。フォルゴーレはヘンシェルと馨一を伴って急浮上した。

「ふーぅ！　アハハ、私の勝ちみたいね、お姉さん」

　そこは海軍湾と呼ばれる夷い皇おう島じま唯一の入り江の向こうに浮かぶ、小さな岩礁だった。旧日本軍の輸送船が座礁し、半ば朽ちかけている。フォルゴーレは髪の拘束を解き、岩と砂でできた陸地にヘンシェルと馨一をほうり出した。

「あぅ！」

　ヘンシェルはほとんどすべての力を失い、まともに動くこともできない。馨一を抱えていることももうできなかった。

　フォルゴーレはヘンシェルの髪をつかむと引きずって馨一から引き離した。

「もうミのアモーレに手出しをしないでほしいネ」

「……なぜだ。なぜケーイチをほしがる」

「さあ、それは私のパパ、ドクトル・メレンゲに聞いてほしいわ。それより、いま私は考えてるの。市いちヶが谷や馨一はもう確保したわ。でもコマンドにはほかに副次的な項目がある。キ―５５０、それにＨｓ―Ｐ．２２２５、つまりきっ子とお姉さんを捕獲するか破壊すること。ただし、最優先目標の確保に反する場合はこの限りにあらず。だったかな」

「私を、壊すのか……それでもいい。でも、ケーイチは、離して！」

「わからないわねえ。お姉さんをどうこうするのは、アモーレを確保した後のことよ。まあ、いいわ。それより、姉さんにもう反撃の力はないわね。姉さんさえ望むなら、このまま回収してもいいわ。あ、それがいいじゃない！　そうすれば、姉さんはアモーレといっしょに私たちの街で暮らせるかもよ。フフフ、アモーレは譲ってあげるわ」

「バカを言わないで。そんなこと、できるわけない！」

「なぜ？　もともと姉さんもパパに作られたのだし、里帰りするようなものだわ。パパも姉さんのデータには興味を示すでしょうね。いい？　もう一度聞くわ。私たちの仲間になる？　仲間になるのなら、許してあげる」

　フォルゴーレはそう言って笑うと、ヘンシェルを覗のぞき込んだ。

　ヘンシェルは身体からだ中に傷を負っていた。

　服は破れ、人工皮膚は裂けてあちこちから銀色のベアメタルが覗いている。腰のエストクはそのままだったが、もう剣を振るう力は残っていなかった。

「……断る」

　ヘンシェルはしかし、傷だらけの顔にかすかに笑みを浮かべた。

「おまえたちの仲間になることは、ケーイチを裏切ることになる。いっしょにいられたとしても、そんな私をケーイチは許してくれまい。それに、私はケーイチを裏切りたくない！」

「ハッ！　何言ってるのよ。人間を信じるとか裏切りたくないとか、くだらない。いい？　人間なんて必ず裏切るのよ。姉さんはこの男を好きかもしれないけれど、この男が……市いちヶが谷や馨けい一いちが姉さんを好きだという保証はどこにあるの!?　だいいち、人間がアンドロイドを本気で好きになると思う？　その逆も同じ！　アンドロイドが人間を好きになるなんて、ストゥーピダおろかな！　バカげてるわ！」

　フォルゴーレは勝ち誇ったように続いて言い放った。

「アンドロイドは、人間を凌りよう駕がする存在よ。アンドロイドの前には、人間なんてエステルアウトノ　ディオブ眼中！　いずれ世界はアンドロイドによって指導される日が来る。アンドロイドは死ぬこともない。永遠に、人類をコントロールし続けることができるの。パパはそんな世界を作ろうとしているわ。私はパパの夢の実現のために、生まれてきたのよ！」

「……永遠の命なんて、ひどい自惚うぬぼれだ」

　ヘンシェルの一言に、フォルゴーレは目を剥むいた。

「なんですって！」

「命は限りあるからこそ、美しい。限りがあるから、人間は真しん摯しになれるし、誰だれかを愛することもできる。永遠の命など持つ者に、人を思いやる心や、まして痛みはわからない。そんなアンドロイドに、私はなりたくない」

「自分もアンドロイドのくせに、何を言っているの！　裏切り者！　人間なんかに心を奪われて、情けない、くだらないわ！　いいわ、私が殺してあげる！」

　フォルゴーレはヘンシェルの顔を、脚で踏みつけた。

「人間は必ず裏切る！　アンドロイドは絶対に裏切らないわ！　人間を信じた報いをうけるがいい！」

「人間は……ケーイチは裏切らない。私は、ケーイチを信じる……」

「いつまでそう言っていられるかしらね。フフン、このままおまえの顔をつぶしてやる。そうなってもこの男が、おまえを好きでいてくれると思うの？」

　フォルゴーレは脚に力を込め、ヘンシェルの顔を踏みつぶそうとする。

　耐殻チタンの頭ず蓋がいブロックがミシミシと音を立て、徐々に変形していくのがわかった。ヘンシェルはフォルゴーレの脚を押さえ、押し戻そうとするが、電力が低下してしまってそれもできない。

「ほら、顔がメチャクチャになるわよ！」

「い……い、イヤああああああ!!」

　ヘンシェルの喉のどから悲鳴が迸はしった。無意識のうちに手を伸ばす。その手は、失神して横たわる馨一に触れようと、もがいた。

　………………

　馨けい一いちは……意識を取り戻しつつあった。

　しかし、あまりにも分厚い壁が目の前を閉ざしているようで、覚醒かくせいまでたどり着けない。身体からだを動かすことができなかった。

　そこへ、切り裂くような悲鳴が襲った。

　誰だれ？　だ。何が……。

　きっ子……ヘン、シェル……!?

　分厚い壁が悲鳴によって貫かれた。馨一の意識が急激に感覚の表面へと浮上していった。

「……ぅ…………」

　眩まぶしすぎる光と熱が馨一の身体を包んでいる。

　なのに身体はぐっしょりと濡ぬれて冷たい。

　身体が重たい。感覚がすみずみまで行き渡らないのか、自分の身体だという気がしなかった。指一本を動かすのも、まるで壊れかけの機械をだましだまし操作しているようで、むずかしく、ひどくじれったい。

　頭が割れるほど痛い。こんな頭痛は初めてだ。それに、吐き気。

「……イヤああああ！」

　聞こえた。暗くら闇やみの意識の中で聞いたものと同じ悲鳴なのか。

「……シェル……！」

　馨一は無理矢理に眼めを開いた。光が網膜もうまくを焼く。真っ白い視界に平衡へいこう感覚がくらむ。手が何かにぶち当たった。壁か、地面なのか。じゃり、っとした砂。手のひらに刺さる岩の角。頭を上げる。目を、向けろ！

「あら、目が覚めたデスか、アモーレ！　フフフ、ほら、おまえの恋人が起き上がろうとしてるわよ、姉さん」

　フォルゴーレは、足をずらして、ヘンシェルの顔を馨一のほうへ向けさせた。踏みつけたボールをそのまま回転させるような、ひどい扱いだ。

「……ケーイチ！」

「ヘンシェル……ヘンシェルなんだね……！」

　馨一はかろうじて身体を起こすと、四つんばいで動こうとした。しかし下半身に力が入らない。無理に肘ひじで地面を掻かくように進む。強烈な吐き気がこみ上げた。

　思わずその場に吐いた。ほとんど水しか出てこなかった。自分の吐いた水溜たまりを避ける余裕もなく、馨一はそのままいざって進んだ。動くたびに、頭が締め付けられるように痛い。視界が歪ゆがむほどだった。脂汗あぶらあせが噴き出した。

「ハハアン。酸素欠乏でうまく動けないようね。無様なものだわ。人間なんて。ほら、よく見るといいわ。汚くてみっともない人間を！」

「ケーイチ、来るな、ケーイチ……」

「ヘンシェル、いま……きみ、は、フォルゴーレ？」

　馨けい一いちの目に、ようやくフォルゴーレが映った。銀色のスーツのような体表面を光らせ、勝ち誇ったようにヘンシェルの顔を踏みつけている女を。

「チェルタメンテそのとおりよ　アモーレ！　ご機嫌は、あまりよくないようデスね。あまり無理せずに、このアンドロイドが破壊されるところを見ているといいわ！」

「キミは、やっぱり、アンドロイドだったのか。でも、なぜ……」

「なぜ？　ハハァン、まだあの怪け我がのことを言っているデスか？」

　そう言うとフォルゴーレは右腕をかざして見せた。包帯こそないが、傷はまだ残っている。その傷を左手でつかむと、引きちぎって見せた。

　ビビッ！

　人工皮膚が剥はがれ、銀色のメタルの肌が現れる。

「それ、は……！」

「怪我をして血が出たくらいで、心配したり、生身の人間だと信じてくれるんだから、本当、単純デス、人間って。単に最初から血だまりや傷のついた肌を用意しておいて、そこをわざと剣で突かせた、それだけのことなのにネ」

「だましたんだな、ぼくたちを」

「だまされるほうが悪いのよ。もっとも、このくらいのことで簡単にだませるとは思っていなかったけどネ、アハハ！」

「くそぅ！」

　馨一は話しながらもじりじりと近寄った。吐き気をこらえ、動かない身体からだに鞭むち打って、ついに、ヘンシェルの身体に手が届くところまで来た。

「ヘンシェル、ごめん。ぼくが、信じなかったばかりに」

「そんなこと……それより、逃げて、ケーイチ。ごめんなさい、もう、私にはそなたを助ける力が、ない」

「そう。姉さんはおまえを窒息させないために自分の酸素を与えて、瀕ひん死しの状態よ。うるわしい愛の姿に乾杯、てところかしら～ん。でも、ドラマはここまで。人間にうつつを抜かすボロアンドロイドはシナリオから退場してもらうわ！」

「まて、よ」

　馨一は手を伸ばした。ヘンシェルの手に触れる。ヘンシェルの手が、馨一の手を握り返した。馨一は手を握ったまま、ヘンシェルの上に覆いかぶさった。

「ヘンシェルが、ぼくを助けてくれた。こんどは、ぼくがヘンシェルを、助ける、番だ。ぼくが……」

「ケーイチ！」

「バカ！　助けられるとでも、思ってるの！」

　フォルゴーレがヘンシェルの顔から脚を離した。その脚で馨一を蹴けり上げる。

「うっ！」

　馨一は痛みに耐えて、なおもヘンシェルの身体に覆いかぶさる。ヘンシェルの顔を、両手で抱くようにかばった。

「離れろよー！　この、この！　バカども！」

　なおもフォルゴーレは蹴けり続ける。アンドロイドの耐殻チタン装甲にダメージを与えるほどの力だ。まともに蹴れば、人間などひとたまりもない。

「ケーイチ、離れて！　このままだと、そなたが死んでしまう」

　ヘンシェルが馨けい一いちの下から声を上げた。身体からだを出そうともがく。

「じっと、してるんだ！　ヘンシェルは、もう、よくやったよ。あとは、いいんだ。少しは、ぼくに任せて。うっ！　ぼくは、きっ子やヘンシェルみたいに、強くない。敵を、やっつけることは、できない。それが、悔しいし、歯がゆい。情けないよ。でも、少しくらい、ぼくにも、ぐっ!!　ううう！」

「ダメだ、ケーイチ、いますぐ、私を、出せ！　出して！　そなたの代わりに！」

「いいんだ。ヘンシェルが死ぬところなんて、見たくない。もう、誰だれの、そんな姿も、見たくないんだよ。ヘンシェルが死ぬくらいなら、ぼくが……」

「やめてケーイチ！　ケーイチが死んだら、私はどうやって生きればいいの！　ケーイチがいないと、私は、生きていけない！」

「だったら！　二人とも死んだらいいわ！」

　フォルゴーレがヒステリックに叫んだ。

　ドス！

　馨一の脇わき腹につま先が食い込む。

「うぐうぅ!!」

　……おかしい。もうだんだん痛みも感じなくなってきた。身体が、自分の身体じゃないみたいだ。力が入らない。

　こんなとき、ドラマなら、最後の力を振り絞しぼって、立ち上がれるのにな。戦えるのに。本当は、指一本、上げることもできないや。

　ぼくは、こんなことしかできない。偉そうに言ったって、目の前の敵を、一人でどうすることもできないんだ。無力だよ。何の力もないなんて。

　ぼくは、死ぬのかな。ヘンシェル……。ぼくは、このまま……。

「……ゆるさないであります！」

　不意に、馨一の背中の重みが消えた。

　とたん、ウソのように感覚が戻ってきた。音が聞こえる。

　ババババババ！

　耳を劈つんざくようなエンジン音。かろうじて首をもたげてみる。

　波しぶきを蹴け立てて弧を描くボート。その上に、

「きっ子！　それに、みんな……？」

　きっ子が再び発砲した。過粒子砲の火球がフォルゴーレをかすめる。

「なんだ！　こいつら、イラつく！」

　フォルゴーレが避けた火球が、座礁した輸送船の残骸ざんがいに当たって破裂した。錆さびだらけの金属片が飛び散った。

「へーか！　ぶじでありますか！　へんしぇるも！」

「市いちヶが谷やァ、生きてるかァ！」

「市ヶ谷さん！」

「……!!」

　すかさずボートが岩礁に乗り上げる。乗っていた、きっ子、流山ながれやま、九く品ほん仏ぶつが飛び降りた。それに、由ゆ佳か里りまでが降りてくると馨けい一いちとヘンシェルに駆け寄って来た。

「ゆ、由佳里さんまで。どうして？」

「きっと怪け我がをしていると思ったんです。さあ、見せてください。ああ、ひどい」

　由佳里は手に救急箱を持っていた。開いて止血道具と消毒薬を取り出す。

「へんしぇる、だいじょうぶでありますか」

「きっ子！　ありがとう。私は、大丈夫よ。ケーイチを」

「わかったであります」

「いやァ、速かったなァ！　さすが、我が発明部が改造しただけのことはあるゥ！　これなら、４ストロークのヤママーの船外機にも負けないぞォ！」

　流山は満足げにボートを振り返った。

　ボートは五、六人用の、いわゆるプレジャーボート、スピードボートと呼ばれる大きさで、船尾の船外機で操縦するタイプだ。普段は学生漁業に使われているが、その船外機は流山たち発明部が請け負って、バイクのエンジンから改造したものだった。

「改造で百五十馬力は出てるからなァ。最高速度は、五十ノット超してるな。船が直立しそうだったもんなァ！」

　じつにうれしそうである。

「おまえら、何しに来た！　もう、うざいんだよ！　まとめてぶっ殺してやろうか！」

　フォルゴーレが叫んだ。

「ヤツめ、正体を現しやがったぞォ！　やっぱり、アンドロイドかァ！」

「へーかをけがさせたこと、へんしぇるをきずつけたこと、ゆるさないであります。きっこがあいてであります！」

　きっ子がフォルゴーレに対たい峙じした。

「きっ子、危ない。止やめるんだ！」

「へいきであります。きっこ、おこったであります。こんなやつにまけないであります！」

「だったら、試してみたらいいわ!!」

　フォルゴーレは残った右手の甲から水圧弾を撃ち込んでくる。きっ子は両手を広げて過粒子砲を放った。

　空中で水と火が激突し、飛び散る。

「なに！」

　水圧弾は粉々になり、火球がフォルゴーレを襲った。

「きゃあああああ！」

　必死でブロックするも、そのまま身体からだごと背後の廃船へ叩たたきつけられた。

　グシャッ！

　崩くずれ落ちる。

「まだであります！　きっこ、ゆるさないでありますから！」

　きっ子は射撃態勢のまま、フォルゴーレに近づいた。

「危ない、きっ子！　やつの髪は！」

　ヘンシェルが叫んだ。が、そのときはもう遅かった。

　砂地に崩れ、バラバラに散ったように見える長い髪が、突然きっ子に襲い掛かった。

「あっ！」

「バーカ！　おまえみたいなピッコロちびつこに私が負けると思ったのかよー！　私は最高のアンドロイドよ！　誰だれにも負けるわけ、ないのよ！」

　あっという間にきっ子の身体に髪が何重にも巻きつく。そのまま高々と掲かかげ上げられ、一気に岩礁へ叩きつけられた。

「ああう！」

「きっ子！」

「きっ子ちゃーん！」

「いけない！　海へ引きずりこまれる！」

　ヘンシェルが言ったとおりだった。フォルゴーレはきっ子をからめ取ったまま、海へ逃げ込もうとした。

「海へ入ってしまえば、もうおまえたちなんか！」

「そうはさせるかァァァ！」

　流山ながれやまが叫び、船外機のスロットルをいきなり最高にした。

　浅瀬にあったボートは船首を天に向けてそそり立ち、ひっくり返りそうになりながら、爆走し始めた。

　バババババ！　ガガガガガ！

　エンジン音と、岩をプロペラが叩く音を撒まき散らしながらボートはフォルゴーレに向けて突進する。

「な!?　なに！」

　フォルゴーレはすんでのところで、岩陰に逃れてボートをかわした。ボートは派手に岩の上へ乗り上げ、盛大にプロペラで岩を掻かき飛ばしたあと、横転して止まった。

「先輩！」

「流山さん！　九く品ほん仏ぶつさんは!?」

「見ろ！　くだらないことをするからだ！　下がっていろ、人間など……」

　しかしこれだけではなかった。

　まだきっ子を離さないフォルゴーレに、なんと九く品ほん仏ぶつが直接跳とびかかった。

「こ、この！」

「……！」

　九品仏はフォルゴーレの頭をチョークスリーパーで押さえ込み、締め付ける。フォルゴーレの見た目は少女だが、その恐ろしさはもう十分わかっている。九品仏も手加減はしない。

「離れろ！　この、いやらしい！　人間の、男が、私の髪に、顔に触れるな！　手を離せ！」

　フォルゴーレはきっ子をからめとっていた髪の一部で、九品仏を攻撃する。九品仏の身体からだにも髪が巻きつき、締め付けた。

「ぐ……！」

　本気になれば、人間の身体などバラバラになるか、圧死してしまうほどの圧力だった。九品仏の顔が見る見る真っ赤になる。

「くほんぶつぶちょう、はなれてくださいであります。きっこがやるでありますから！」

　きっ子が言った。しかしきっ子も両手を使うことができない。背中のスラスターも封じられていた。

　流山ながれやまはボートの中で昏こん倒とうしたままだった。

　馨けい一いちはようやく起き上がることしかできない。ヘンシェルもすべての力を使いきっていた。

「アハハハハ！　人間が何人寄ってきたって、何の役にも立たないわねえ！　私一人で、全部オッケーよ！　全部、全部ね！」

　きっ子と九品仏をその髪で縛り上げながら、フォルゴーレは波打ち際へ這はうように進んだ。あと数歩。海に入ることができれば、もうフォルゴーレを止めることはできない。

「部長、きっ子！」

　きっ子は懸命に逃れようとするが、超鋼繊維の髪を引きちぎることはできなかった。

　九品仏は、全身を血のように真っ赤にしながら、それでもフォルゴーレに決めたスリーパーを解くことはしなかった。それがあと一歩で、髪の締め付けを打ち破ることができると信じているかのように。

「手間をかけさせるわね！　これで、終わりよ！」

　フォルゴーレが叫んだ。そのとき……

　ザン！

　ひと際高い波が、打ちつけた。

　フォルゴーレも、九品仏も、きっ子までが波をかぶった。ずぶ濡ぬれになる。

　バリッ！

「あ、う!?」

　フォルゴーレがうめいた。

　一瞬、思いがけないほどの一瞬だった。フォルゴーレの髪がその圧力を失い、パサリと垂れ落ちた。

「な、なによ!?　だからって……！」

　しかしその先はなかった。身体からだを締め付けていた髪が緩ゆるんだ一瞬を、きっ子は逃さなかった。スルッと身をかわすと、両手の過粒子ビーム砲を突きつけた。

「もう、てかげんしないであります！」

　そのくだりは、見ていた馨けい一いちにも、ヘンシェルにもわからなかった。

　突然フォルゴーレの髪が力を無くし、きっ子が立ち上がりざまに両手を突きつけた。不思議なことに、九く品ほん仏ぶつもまた髪から解かれて、後方へ倒れこんでいた。

「なにがあったんだ？　きっ子、それは！」

「ケーイチ、行くな、危ない！　きっ子に任せて、ここは！」

　ヘンシェルの言うとおりだった。

　立ち上がったきっ子とフォルゴーレの距離はわずか二メートルあまり。伸縮もするフォルゴーレの髪の、十分な射程範囲だ。

　しかしきっ子はすでに過粒子砲の発射態勢を整えている。

　フォルゴーレの髪が再び襲うのが速いか、きっ子の過粒子ビーム砲が速いか。

　まさに、抜き撃ちの決闘だった。

「やるのかよー!?　チビアンドロイド！」

「きっこ、ちびじゃないであります！　まけないであります！」

「いいわ！　だったら、こっちも……!!」

　パン！

　二人の間に満ちた戦いの機運が、突然中断された。

「いいかげんになさい、フォルゴーレさん！」

　誰だれも気づかなかった。止めることもできなかった。まるで神速で走り寄った由ゆ佳か里りは、きっ子とフォルゴーレの間に割って入っただけではない。フォルゴーレの頬ほおを、見事なまでに平手で張っていた。

「お、おまえ……人間ふぜいが、私の、顔、を……！」

「人間ふぜいが、悪かったなァ！」

　流山ながれやまが、昏こん倒とうから醒さめてボートの船首から身を乗り出していた。その手には、どうやら学生漁業組合から無理矢理借りてきたらしい、水中銃があった。

「いやー！　なんでも強化しておくもんですなァ！　部長！」

　九品仏に話しかける。九品仏も立ち上がっていた。Ｔシャツを捲まくり上げる。その胸には、電気式筋力強化器が！

「そうか！　あの機械の電気で！」

　そのとおりだった。九品仏がいつもの習慣で巻いたままにしてあった電気式筋肉強化器・アブパワー。これも、発明部恒例の改造とパワーアップを受けて、通常の三倍の電力になっていたのだ。

　九く品ほん仏ぶつがフォルゴーレにチョークスリーパーを決めたとき、アブパワーもまたフォルゴーレの頭部に密着した。そして、波をかぶって漏電したその電力がフォルゴーレの頭部に流れた。システムに損傷をきたすほどの電圧ではなかったが、それでもフェイントになった。一瞬フォルゴーレの髪は攻撃がダウンし、きっ子を逃すことになったのである。

「くだらない！　そんな偶然が！」

「偶然かもしれない。でもこれは、偶然でもなんでもない！」

　馨けい一いちが言い放った。

　フォルゴーレは一瞬で空気が変わったことに、驚きの表情を見せた。

　ボートには空気銃をかまえた流山ながれやま。

　正面に過粒子ビーム砲を持つきっ子。

　背後の九品仏は素手だが、また死ぬ気で組み付いてくるだろう。

　そして、

「私も、最後まで戦う！」

　ヘンシェルまでが立ち上がっていた。馨一に肩を借りて。右手の剣を、振り上げた。

　全員が、決死でフォルゴーレと戦うことを、あまりにも自然に決意していた。

「フォルゴーレさん、あなたの負けです。素直に、お認めなさい」

　由ゆ佳か里りの言葉は、しかし内容に反して、やさしすぎるほど穏やかだった。

「認めない！　私は、認めないぞ！　こんな、人間ふぜいが！　死にぞこないの、アンドロイドどもが！」

　フォルゴーレの顔に狼ろう狽ばいの色が走った。決して疑わなかった勝利。それが、いまは手の中から滑り落ちていた。

「フォルゴーレ。あなたは、私たちを何度も裏切りましたね。いいですか。この世でいちばん尊いことは、仲間を、家族を、愛する人を、信じる心……。もっともしてはいけないことは、信じる人たちを裏切ることなのですよ」

　由佳里は言い終えると、微笑ほほえんだ。そして手を差し出した。

　すべてを許してくれる、そんな微笑と手のひらだった。

「こんな……こんなことで私が！　私が負けるとでも思ったら！　謝るとでも……」

　フォルゴーレの表情が、崩くずれた。がっくりと肩を落とす。

「フォルゴーレ……」

　泣いているように見えるその顔を、馨一が見下ろした。

　フォルゴーレはうつむいていた。肩を震わせて、しかし……

「まだよ！　まだ決着は付いていない！　また、おまえたちを！」

　フォルゴーレは一瞬、張り詰めていた空気が緩ゆるんだ隙すきを逃さなかった。地面に広がっていた髪で、砂を蹴け立てる。

「あっ！」

　砂の目つぶしをくらった全員が、思わず背けた顔を上げたとき、すでにフォルゴーレの身体からだは、海の中へ消えていた。

「これが勝負よ！　決着は預けるわ！　アハハ！」

　すでに数十メートル沖合へと逃れたフォルゴーレが、一瞬水面に浮上した。それだけ叫ぶと、また姿を消す。二度と浮上してはこなかった。

「あのクソ女ァ！　このォ！」

　流山ながれやまは急いでボートを戻そうとした。エンジンをかける。

「先輩、無理ですよ。追いつけません。それに、ヘンシェルがケガをしてるんです。早く戻って、荒あら先生のところへ」

「私なら、大丈夫だ。ケーイチ」

「いいえ、いけません。流山さん。九く品ほん仏ぶつさん。ボートを海へ戻してください。……帰りましょう。夷い皇おう島じまへ。私たちの、学園へ」

「そうですよね。ぼくたちの、学園に」

「へーか！　いきててよかったであります、へーか！」

　きっ子が駆け寄って、馨けい一いちの胸に顔を埋める。

「きっ子。みんな。無事で、よかった。無事で……」

「ケーイチ……」

　馨一の手を、ヘンシェルの手がそっと握った。



    

  
    
      



    

  
    
      


ｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎ



　ヘンシェルはすぐに僚りよ冶うじの元へ運ばれた。

　最初のうち、ヘンシェルの身体からだはどこも傷だらけで、修復するのは無理かと思われた。フォルゴーレとの戦いで、何度も海底の岩や珊瑚礁しように叩たたきつけられたために、身体中の人工皮膚が裂け、中の一次装甲までもが損傷していた。とくに背中はひどく、人工脊椎せきついが一部傷ついていた。

「荒あら先生、ヘンシェルは……どうなるんですか」

「さあな。だが、あれだけ傷ついてりゃあ、何もかも元通りっていうわけにはいかないだろうよ」

　ヘンシェルを診断した僚冶は、別室で馨けい一いちたちに説明した。

「なんとか、なりませんか。人間みたいに、自然に回復するのを待つっていうわけにはいかないことはわかってます。でも、必要な部品とか……」

「そうですよォ！　なんか、ものすごい部品とか、オレたち死んでも世界中から調達しますから、先生、なんでも言ってください！」

「とは言ってもな。部品があれば、修理できるっていうほど、簡単なものじゃないんだ。わかるだろう。時計やパソコンみたいなわけにはいかない」

「それは、わかります。わかりますけど、でも！」

　このままヘンシェルが傷ついたままだったら……。

　かろうじて歩いたりすることはできる。しかし顔にも傷があるし、回復不能なそれらが、ヘンシェルを苦しめることになるだろう。こうなると、ほぼ永久的な命を持つことが、よけいに苦しみを増すことになる。

「ヘンシェルは、ぼくをかばって、自分が盾になって、あんな傷を負ったんです。なんとか、治してあげられませんか！」

「きっこのぶひん、つかってほしいであります。きっこのぶひん、へんしぇるにあげて、それでなおしてほしいでありますー！」

「わかった、わかった。おまえたちの気持ちはな。だが、もう少し待ってくれ。今すぐ答えが出るものじゃない。俺おれも全力を尽くす。それは、約束する」

　僚冶はそれだけ言うと、部屋にいた全員の目を見て頷うなずいた。

　いまは、僚冶の言葉を信じて、任せるほかはなかった。

「先生、いま、ヘンシェルは……」

「眠ってる、ていうところかな。水素補給タンクに入ってる。まずは、なにをおいてもエネルギーの補給をすることが先決だからな。修理するにしても、そのための研究にしても、それからだ」

「……わかりました。先生、よろしく、お願いします」

　　　＊　＊　＊

　後日、夷い皇おう島じまの沖合に、不審な船が停泊していたことがわかった。

　船はなにをするでもなく、何かを待っているように数日間留とどまった後、抜錨ばつびようして姿を消したという。

　本当なら、それがフォルゴーレが向かっていた先ではなかったろうか。

　そこまで馨けい一いちを運び、そこからは船で、彼らの本拠地へ向かう算段だったのだろう。

　しかしフォルゴーレが失敗したことで、彼らは作戦を放棄せざるを得なくなったと思われる。

　いずれにしろ、再び夷皇島は危機を免れた。

　　　＊　＊　＊

　ヘンシェルがずっとあのままだったら、どうなるのだろう。

　馨一は思った。頭が痛くなるほど考えた。

　おそらく、あの状態では、本来のヘンシェルの機能は発揮できないだろう。空を飛ぶこともできないし、歩くのも、辛つらそうだった。

　そんなふうで、あの誇り高いヘンシェルが、生きていけるのだろうか。自分の姿に満足できるのだろうか。絶望して、まさか自分で、自分の命を……。

　いや、そんなバカなことがあるはずがない。ヘンシェルに限って、そんなことをするはずがない。

「それに、ぼくがそんなこと、させない。ぼくが、ずっと、ヘンシェルについていてあげるんだ。もしヘンシェルの身体からだが不自由になっても、ぼくがその代わりになればいいんだ。それなら、ぼくにだって、できるんだから」

　フォルゴーレとの戦いではヘンシェルに無理ばかりかけた。足手まといで、なにもできない自分に苛いら立だった。情けなくて、死にたくなった。

　でも、ヘンシェルの支えになることが、できるじゃないか！

　数日が経たち、馨一が気持ちを固めた頃、僚りよ冶うじから連絡があった。

　すぐに馨一は僚冶の元を訪れた。

「どう、なんですか。その後、ヘンシェルは？」

　毎日でも見舞いに来たかった馨一だが、僚冶と、それにヘンシェルの気持ちだ、という理由で断られていた。ヘンシェルがもしかして生きる気持ちを無くしているのではないか、と馨一が心配したのも、そのせいである。

「まあ、見てみろ。この写真を」

「これって、先生、顕微鏡の写真、ですか」

「電子顕微鏡のな。こっちが、ここへ運び込まれてきた日の、ヘンシェルの傷の一部を拡大したものだ」

　写真は、切り裂かれたような皮膚の、ぎざぎざに尖とがった断面を表しているようだった。おそらくは、何万倍という拡大率だろう。

「見たか？　じゃあ、こっちだ」

「これは……先生、これは!?」

「ああ。同じ傷の部分の顕微鏡写真だよ」

「こ、これって！　これ……！」

　馨けい一いちは興奮した。

　明らかに、傷がふさがってきているのだ。ぎざぎざしていた皮膚の断面は、成長したように薄く広がり、丸みを帯びて、金属面に張り付いている。そういえば、金属面も、引っかいたような傷が薄くなっていた。

「ナノテクノロジーだ。驚いたな。ふんだんにエネルギーを与えることで、極小サイズのナノマシンが、皮膚や身体からだを修復しているんだ。ナノマシンは増殖してもいる。たまげたぜ。基本は第二次大戦当時の設計らしいが、きっ子やヘンシェルは、例のナチスの科学力技術力で、最新のアンドロイドにモディファイされているってわけだ」

「そうなんですね！　そうなんだ。すごい、すごいよ！」

　ナチス万バン歳ザイ、ヒトラー万歳！　とでも叫びだしたいほどだった。

　ナノテクノロジーとは、文字通り、ナノ＝百万分の一ミリ単位の世界における技術を指す。この大きさの、主にたんぱく質から作られたナノマシンが、自立したロボットのように動き、ときに増殖して、数々の命令をこなすのだ。人間の身体、血管や臓器の中へ入って、内側から身体を治すという、医療の革命として期待される技術である。

「先生、じゃあ、ヘンシェルは！」

「ああ。あと一週間もすれば、すっかり元通りになるだろうよ」

　そう言って僚りよ冶うじは、水素タンクのある部屋へ馨一を通してくれた。

「ヘンシェル！」

　いまはまだ眠っているヘンシェルの身体が、透明の水すい槽そうの中に、浮かんでいた。

　ときおり気化した水素が、タンクの底から上って行く。

　泡に包まれたヘンシェルは、たったいま海の泡から生まれたヴィーナスのように、美しく輝いて見えた。

　　　＊　＊　＊

「ヘンシェル、もう、どこも、痛くない？」

「ああ。そなたには、心配をかけた」

“〝退院”〟の日、ヘンシェルの希望で、馨一だけが迎えに来ていた。

　海岸を見下ろす道を歩く。きっちりと新しい制服に身を包んだヘンシェルは、まるで怪け我がのことなどなかったかのようだ。変わらず剣を腰にたばさみ、美しい金色の髪は風になびいている。

「よかった。ヘンシェルがこんなに元気になってくれて。本当によかったよ」

「そなたがそう言ってくれるのが、私もうれしい」

　ヘンシェルがふと歩みを止めた。

　道の端、海を前に、ヘンシェルは馨けい一いちを振り返った。

「あのまま、もう死んでもいい、と思った。というよりも、死んだほうがいいのかもしれない、と」

「何を言うんだ！　冗談でも、そんなこと言っちゃダメだよ。こうして元気になったのに、なんでそんなことを！」

「元気に……そうね。また限りのない、いつ終わるかわからない命を、生きなくてはならないのよ。馨一には、わからないだろうな」

「なんで？　わかるよ。それに、すばらしいじゃないか。本当に。ヘンシェルも、きっ子も、ずっと、永久に、生き続ける……んだし……」

　言いながら、馨一も途中で、そのニュアンスに気がついた。

　ヘンシェルが小さく笑った。寂しそうに。

「わかるでしょう。私たちはずっと生き続ける。このまま……もうすぐ、新学期になるわ。馨一は二年生になる。ゆひも。由ゆ佳か里りや響織子きようこは三年生に。流山ながれやまも三年。九く品ほん仏ぶつは、高等部を卒業……」

「ヘンシェル……」

「二年生は、十七歳。三年生は十八歳ね。大学生は？　社会人は？　私は、ずっと十七歳のままよ。ううん。歳としなんて、私たちには本当は関係ない。きっ子も、いまのまま……馨一は、十年経たったら、二十七歳になる。二十年したら、三十七歳？　私は、ずっとそのまま……このままで……」

「でも……ぼくは！」

「ケーイチだって、いまはよくても、いずれ人間の彼女ができれば、私を捨てるわ！　人間のほうが、人間の彼女のほうが、いいに決まってるもの！　いっしょに歳をとって、いっしょに人生を、過ごしていけるもの！」

「ヘンシェル！」

「離して！　私は、ここにいるべきでは、やっぱりなかったのよ！　生まれたナチスの研究所にでも帰れば……！」

「バカ！　バカバカ、バカー!!」

　馨一のあまりの大声に、ヘンシェルは思わず、声をなくした。馨一の顔を見た。

「ヘンシェルが死んだらどうしようって、ずっと考えていたんだぞ！　怪け我がが治らなかったら、って！　でもぼくにはどうすることもできない。それでも必死に考えて、ヘンシェルが死なないで、いてくれさえすれば、って、それでいいって、そう思って！　いいかい！　好きな人が、死んだり、怪我をして、苦しんで、それでいいっていう男がどこにいるんだよ！　好きな女が、元気でまた側そばにいてくれたら、ほかに、なにがいるっていうんだ！　ぼくは……！」

　そこまで言うのが精一杯だった。馨一は自分の中の激情に言葉を詰まらせた。

「ケーイチ……そんなふうに……」

　ヘンシェルの目にたちまち涙があふれた。

「ヘンシェル……」

「ケーイチ、そなた……」

「――――!!　へーかとへんしぇる、なにしているでありますかー！」

「……きっ子？」

　見ると、道の向こうにきっ子が立っていた。明らかに顔が怒っている。

「あー、またへんしぇる、ないてるであります。へんしぇるはつよそうにみえても、なきむしでありますね。へーかも、へんしぇるにばかりやさしくして、ずるいでありますー！　きっこ、くやしいであります。きっこもなくでありますー！」

　しかし実際には怒っているのだった。

「市いちヶが谷やくん！」

「市ヶ谷ァ！　ヘンシェル嬢を迎えに行ったままなかなか帰ってこないから、じれったくなってここまで来ちまったぞぉ！」

　きっ子だけではなかった。

　ゆひも、流山ながれやまも、

「……（感涙）！」

「市ヶ谷さん！」

「市ヶ谷馨けい一いち、相変わらず不器用なヤツね」

　九く品ほん仏ぶつも、由ゆ佳か里りも、響織子きようこもいっしょだった。

「みんな……ヘンシェル、どうする？　みんなが迎えに来てるんだぞ」

「……あは……知れたこと」

　ヘンシェルは大急ぎで涙を拭ぬぐった。泣いたばかりの赤くなった目で、笑った。

　二人と六人の影は、やがて一つになって、南の海から吹き付ける暖かい風に包まれる蜃しん気き楼ろうのように、溶け合った。

　　　＊　＊　＊

「これでいいんですかー、リオナさまー」

「……いいんじゃない」

　変わらぬ生徒会、迎げい賓ひん館かんの執務室だった。

　リオナはしかし、持ち込んだエアロバイクを懸命に漕こいでいる。鮮やかなピンクのレオタードが汗に濡ぬれているのは、本人の真剣さを表すものなのだが。

「あと十二キロ、走ったらこれは終わりよ。それからまた泳ぐわ！　そのあと、サウナに入るから、黎れい、用意しておいて！」

「リオナさま、華道部は……」

「華道部も、アンドロイドも由佳里も、これが終わってから考えるわよ！　とにかく、あと三キロ、三キロ落とすんだから！」

　華道部の御ご殿てんに集結した文化系クラブの大連合に、けっきょく生徒会は、華道部の解散命令を取り消さざるを得なかった。しかし、最後の面メン子ツを保つため、すべては持ち込み写真による謀略だった、ということになった。

　その日、華道部の響織子きようこのアドレスに、差出人不明のメールが届いた。

　メールには画像ファイルが数枚、添付されていた。それは、生徒会のＨＰにアップされた写真の原板＝ノートリミング版だった。それによると、馨けい一いちは胸をはだけられているが他ほかの着衣は乱れていない。また同じような他の数枚によって、明らかに馨一が眠っていることがわかった。

　これが反証として生徒会のＨＰにも掲載されたのである。

　すべては、写真を持ち込んだフォルゴーレの仕業であり、生徒会もひどい迷惑を被った、いわば被害者である、と訴え、当の華道部や馨一に対しては、ごく小さく、遺憾に思う、との文章がアップされただけだった。これでは謝罪しているのかいないのか。たぶんしていないのだが。

「誤りに気づいたら、自ら撤退する。その勇気が為政者の器量というものではなくて！」

　このリオナのひとことで、この処置が決まったのである。

「やっぱりー、あの得体の知れないアンドロイドの、言うなりになったのがまずかったですよねー、リオナさまー。もうあんなイタリア女、あたしをチビですってー！　こんど会ったら、けちょんけちょんにー……」

　めぐみがそう言って、抱えたクッションを何度も殴るマネをして見せた。そのとき、

　バアーン！

　何度目だろうか。ベランダの窓が開き、そこから入ってきたのは、もちろん……。

「ボナセラ～！　って、ぜんぜんそういう気にならないってば！　あー、もー、キー！　ってくらい、超ムカつくんだよ！　この！」

　床に落ちたクッション蹴け飛ばし、乱暴にソファーに腰掛ける。目の前のテーブルに投げ出す脚は、瑞々みずみずしくオリーブのように艶つややかな色を……と言えば。

「フォル!?」

「ゴー!!」

「……レ」

「そうよ！　戻ってきてやったんだから、ありがたく思いな！」

「な、なんで！　なんであなたが、ここに！」

「っさいわねー！　ほら、そこのチビ！　肩でも揉もんで！　生徒会長！　じゃまだから、どいて！」

　寝椅い子すからリオナを追い出すと、フォルゴーレは超ミニのスカートが捲まくれ上がるのもかまわず寝転んだ。

「リオナさまー、こんなことってー」

「た、耐えるのよ。めぐみ！　必ず、なんとか、なってよ！」

「……どうかな」

　凍りつく三人を後しり目めに、フォルゴーレは一人、つぶやいていた。

「なによ。市いちヶが谷や馨けい一いちだって？　おもしろいじゃない。見てなさいって。あんなヤツ、こんどこそ、オトしてやるんだから……！」





了　



    

  
    
      


あとがき



　自分の彼女、あるいは彼氏がアンドロイドだったら……？

　この突とつ飛ぴな想像に対する答えはなかなかすんなり見つかりそうにありません。

　とりあえず、ここで言うアンドロイドとは、とにかく人間そっくり。見た目、しゃべった感じ、触さわった感じとも、人間と寸分も違わないものです。そういうことに、しておきます。

　アンドロイドなので、空を飛んだり、すごい武器があったりします。アンドロイドなので、歳をとりません。死ぬこともありません。そしてあなたに、たぶんとても忠実です。

　ざっと考えて、「いいなー、そういう彼女、ほしいなー！」と思いました。ぼくは。

　なにしろ、見た目二十歳なら二十歳で、それ以上ぜんぜん老けないんですから。強いからいざというとき守ってくれそうだし、それにたぶん、ぼく（や、あなた）が考える理想の姿形をしているはずです。

　でも十年、二十年……三十年後には、どうでしょう。

　いつまで経たっても歳をとらない彼女（彼）に、じょじょにイライラを感じてくるのでは？　親子ほどに見た目が離れてしまったら、連れて歩くのもはばかられるかもしれません。永遠に若いままの相手に嫉しつ妬とし、老いていく自分に絶望し、やがてくる死に対する恐怖が倍化する。

　相手が美しいほど、憎しみがつのるのではないでしょうか。

　それとも、そんなことは全部杞き憂ゆうでしょうか。理想の相手といつまでも楽しく、自分の最期まで看取ってもらえて最高！　なのかなあ。

　自分は絶対後者！　という人だけ、アンドロイドを彼女（彼氏）にしてください。

　でないと、アンドロイドがかわいそうです。

　だって、彼女（彼）は、身体からだがアンドロイドなだけで、心は人間と同じ、なんですから。



　こんな空想（妄想もうそう？）を小説にしたのがこの本です。

　空想は空想にしか過ぎませんが、その中で遊ぶことができます。じっさいはありえない（多分）、アクシズの三姉妹たちですが、これから何を考えて、悩んだり、苦しんだり、喜んだり……どうなっていくのか、ぼくもとても興味があります。

　いっしょに彼女たちのこれからを見守っていただければ、と思います。彼女たちの回りの人物たちとともに……。





　春でネコの抜け毛が、もう大変！　の、すずきあきら



    

  
    
      

　著者

　すずきあきら

　　札幌市出身、６月生まれのＯ型。

　　コンピュータ関係出版社勤務を経てフリーに。「鈴木ドイツ」としてライター、エディターをメインに活動し、ゲーム企画等にも関わる。猫を愛し、生活が猫を中心に回っている。

　（ただの猫バカ、詳しくはサイトで※本人談）

　　ＭＦ文庫Ｊ以外の著書としては『ＡＺＵＣＨＩ～剣の左京～』（ソノラマ文庫）、鈴木ドイツ名義では『ガンダムと第二次世界大戦』（廣済堂出版）等がある。日本ＳＦ作家クラブ会員。

　サイト：‥experie

　http://www.cablenet.ne.jp/~k1s/



　イラスト

　じじ

　『マジキュープレミアム』（エンターブレイン）、『ラズベリー』（ソフトバンク）、『ドリマガ』（ソフトバンク）など、各誌でイラストを発表。美少女はもちろんメカイラストはフィクション、ノンフィクションとも定評がある。

　　ＰＣゲーム『ロケットの夏』（TerraLunar）の制作にも参加。

　公式サイト：‥jiji's HomePage

　http://atelier.mangazoo.jp/~jiji/



    

  
    
      

疾れ夷皇島学園華道部



発行日　　２００６年３月１日

著　者　　すずきあきら

イラスト　じじ

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



©2003 Akira Suzuki



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『疾れ夷皇島学園華道部』（２００３年５月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ
        




        		
          １　二人だけの海
        




        		
          ２　兄弟舟
        




        		
          ３　青い珊瑚礁
        




        		
          ４　小麦色のマーメイド
        




        		　Ａｎｄａｎｔｅ




        		
          ５　高気圧ガール
        




        		　Ａｌｌｅｇｒｅｔｔｏ




        		
          ６　夕陽を追いかけて
        




        		
          ７　夢の中へ
        




        		
          ８　潮騒
        




        		
          ９　冷たい海
        




        		
          10　海の奇蹟
        




        		
          11　嘆きの海
        




        		
          ｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎ
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p021.jpg





OEBPS/image/o_p223.jpg





OEBPS/image/ec_000000_png_u3042dakuten.png





OEBPS/image/o_p071.jpg





OEBPS/image/o_p143.jpg





OEBPS/image/o_p103.jpg
L





OEBPS/image/ec_000000_png_vvv.png





OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p247.jpg
x@

.

S






OEBPS/image/o_kuchie_01.jpg





OEBPS/image/o_p177.jpg





OEBPS/image/o_p119.jpg





OEBPS/image/o_p157.jpg





OEBPS/image/o_kuchie_02.jpg





OEBPS/image/o_p193.jpg
.
e

C






